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　日本・布ふ留る部べ市し。


　午後の並木道に、爛らん漫まんと桜が咲さいていた。


　いつまでも、どこまでも降り続く、薄うす桃ももの花弁たち。


　哀かなしくも華はなやかに壊こわれつづける、おびただしい桜の破は片へん。きらめく春の光を浴びて、花の色はますます鮮あざやかでさえあった。


　しかし。


　誰だれもが目を奪うばわれ、ため息をつかずにはいられぬその風景の中で──ただひとり、小さな男の子が信じがたい言葉を口にした。


「汚きたない色だな……」


　と、呟つぶやいたのだ。


「際限も遠えん慮りよもなく、延々と降り注ぎやがる。まるで、この国の観光客みたいだ」


　唇くちびるをとがらせ、ぶつぶつと悪態をつく。


　耳当て付きの帽ぼう子しをかぶり、春だというのに分厚い革かわのコートを纏まとっている。どちらも大きめで、男の子の身体からだには合っていない。その両手には手て袋ぶくろもしたままで、あたかも鎧よろい兜かぶとを着込んだ、小さな騎き士しのごとくに見えた。


「この国はどこでもそうだ。遠慮がなくて、際限がなくて、人の大事なものまで簡単に手をつける。しかも手をつけた後は、すぐさま忘れやがるんだ」


　また呟き、ポケットに入れていた地図を取り出す。


　その地図の端はしに、一枚の写真がクリップで挟はさまれていた。


「…………」


　無言。


　だが、帽子の下の眼光が厳しくなったことは、たとえその顔を見なくとも、はっきりと判別できた。





「特に……こいつだ」





　言葉の底に、熾おき火びのごとき憎にくしみが蠢うごめいていた。


　その写真の表面には、黒い眼帯をしたある少年の姿が、写されていたのだった。




第１章　魔法使い、二年生！




　　　　１




　──桜が、散っている。





　はらり、はらり、とこぼれている。


　ゆるり、ゆるり、とちぎれていく。


　何千となく、何万となく、どうしようもないほどに世界を染めて、ひたすらに生命いのちの欠片かけらを投げかけている。


「う、わあああ……！」


　と、伊い庭ばいつきは、歓かん声せいをあげた。


　ちょうど、桜並木の真下だった。


　その桜の道を、いつきは首が痛くなるぐらいに見上げていたのだ。


　そうする姿は、実際の年ねん齢れいよりもだいぶ幼く見える。もっとも、この少年の場合、顔つきもどことなく小動物っぽくて、高校二年生になった今でもその雰ふん囲い気きは変わってなかった。


　体つきはやや小こ柄がら。


　髪かみは短く、染めても固めてもいない。


　極きわめつけは、右目を覆おおう真っ黒な眼帯だろう。


　まるで映画の海かい賊ぞくがするような、漆しつ黒こくの革かわと金属でできた眼帯なのに──この少年がつけると、ユーモラスな雰囲気さえ帯びてくるのである。


　つまり。


　伊庭いつきとは、そういう少年だった。


「す……っごいなあ。綺き麗れいだなあ」


　ぱちぱちと左目を瞬まばたきして、いつきは花の舞まいを仰あおぎ見る。その黒い眼帯にも、何枚かの花びらが落ちて、少年の紅顔を彩いろどった。


「──伊庭くんは、いっつも驚おどろいてるなあ」


　隣となりで、三つ編みの少女が口にした。


「そ、そうかな？」


「うん。どうせ覚えてないだろうけど、去年のこの頃ころも、ちょうどこのへんで『うわあ、うわあ』って言ってたよ」


　口元を押さえて、くすくすと少女は笑う。


　同じ学校の制服を着ており、生き真ま面じ目めに背筋を伸のばしている。黒目がちな瞳ひとみにも、抜ぬけるような白い肌はだにも、どことなく古風な趣おもむきがあった。


　こちらは、功刀くぬぎ翔しよう子こと言う。


　去年はクラスの委員長だったが、今年も新学期早々に圧あつ倒とう的な支持を集めて、再び委員長となったものである。ちなみに、いつきの高校はクラスごと持ちあがりなので、面々には何の変化もない。


　そんな根っからの委員長が、悪戯いたずらっぽく訊きく。


「今日も、これから会社？」


「あ……まあ」


　いつきが頭を搔かいた。


　この委員長は、いつきの事情を知る数少ないクラスメイトでもあった。


　──魔ま法ほう使い派は遣けん会社〈アストラル〉。


　表向きは占うらない師やオカルトライターの派遣会社だが、その実、世界各地から『本物』の魔法使いを集めた組織である。もっとも、先代の社長が失しつ踪そうして以降は、社員もひとり抜けふたり抜け、今や破産寸前のおんぼろ会社に過ぎない。


　そんな、世にも稀まれな会社の社長に、伊庭いつきは昨年から祭り上げられているのだった。


　翔子の瞳が、昔を懐なつかしむように、桜の舞にかすんだ。


「──うん、あのときは驚いちゃったよ。魔法使いの会社だっていうのに、伊庭くんがのこのこ出てくるんだもん。しかも社長だって言うんだから、倍も驚き」


「あはは。……僕も功刀さんが来たのはすごく驚いた」


　いつきも、そのときを思い出す。


　功刀翔子。


　彼女は、〈アストラル〉の依い頼らい人だった。


　魔法使いにしか解決できないような事件──その当事者だったのだ。いつきが何をできたというわけではないが、少なくとも、その事件に関かかわったのは本当である。


　多分、ずっと忘れることのない事件だと思う。


　本当の意味で、いつきには解決できなかったという点でも……。


「こら」


　と、翔子の声が思考を断たち切った。


「ふえ？」


「また、余計なこと考えてる。いい？　あたしは伊庭くんや〈アストラル〉のみんなに助けてもらった。それで十分。そんなことより…………今年は伊庭くん、出席とか大だい丈じよう夫ぶなの？」


「だ、大丈夫なつもりなんだけど……」


「……ふうん」


　少し拗すねたような目で、翔子が見つめた。


　ぴしいっと、委員長スタイルで人差し指を突つきつける。


「会社の社長で立派になっても、高校卒業できないようじゃ困るんだからね！」


「……えっと、まあ、その、ええと、はい！　仰おつしやるとおりです！」


　あわてて、いつきもかくかくとうなずいた。


　──もっとも。


　確かに、いつのまにか、あの会社にずいぶんと馴な染じんでいた気がする。最初はどうやって抜けたものかとずうっと考えていたのに、最近は自分から毎日顔を出している。


　そんな少年に、翔子は困った風に眉まゆを寄せる。


「いつきくんは、人が好よすぎて詐さ欺ぎにあうタイプだよね。鴨かもがねぎしょってきたついでに、炭や七輪や鍋なべまで用意しちゃう感じ」


「そ、そうかな?!」


「うん。絶対そう。猫ねこ屋や敷しきさんとかみかんちゃんとかに振ふり回されてばっかりでしょ」


「そう……かなあ」


　個性豊か──というにも、あまりに特とく殊しゆすぎる〈アストラル〉の社員たち。まあ、振り回されてないとは、けして言えないだろう。この一年、どうしようもなく、いつきの生活は変化してしまったのだから。


　とりわけ気にかかるのは、やはりあのふたりだ。


（…………）


　あのふたり。


　片や、誇ほこり高い歴史をそのまま人型に凝ぎよう縮しゆくしたような、金きん髪ぱつの妖よう姫き。


　片や、謎なぞめいた蒼氷色の瞳アイスブルー・アイに、叡えい智ちと憂ゆう鬱うつとを溶とかしたようなケルトの魔女。


　──アディリシア・レン・メイザースと、穂ほ波なみ・高たか瀬せ・アンブラー。


　絶大な力を持つ魔法使いであり、同時にいつきのクラスメイトでもある、ふたりの少女。


　ああ。


　覚えている。





　最初は、昨年の春だ。


　無理矢理いつきが社長にされた、最初の大きな事件。


『──お初にお目にかかりますわ。アディリシア・レン・メイザースと申します。どうぞお見知りおきを』


　いつきを敵視していた、アディリシア。


『仕事のせいで社長業の勉強がずっと遅おくれてるもん。病院にいる間にきっちり挽ばん回かいしてもらうからね』


　いつきの秘書兼けん教育係として、魔術や社長業の知識を叩たたき込んできた穂波。





　また、夏休みのこと。


〈アストラル〉と、自動人形オートマタの錬れん金きん術じゆつ師が争ったとき。


『私、先週のイツキとの取引で、ユーダイクスの持っていた経営権二割を引き継つぐことになりましたもの』


　名実ともに、〈アストラル〉の株主となったアディリシア。


『その眼帯は、自分の命が危ないと思った時以外は、取ったらあかん』


　いつきと、指切りの約束をした穂波。





　あるいは、秋のこと。


　布留部市を住すみ処かとした、〈竜りゆう〉の事件。


『この私が、ただの学校に入って、普ふ通つうの試験を受けて、らあめんをお店で食べて。どれもこれも、私の知らない世界ばっかり。──だから、イツキ、ありがとう』


　クラスメイトとして、無む邪じや気きに笑ったアディリシア。


『あたしのせいで、いっちゃんがこうなったって……誰だれも治せないような眼めになっちゃったって……だから一番の魔ま法ほう使いになって治すって……』


　いつきの眼帯に触ふれながら、自分の罪を告白した穂波。





　そして、遠く飛鳥あすかの地で、冬の事件。


　哀かなしくて強い巫女みこの姉し妹まいと、古い古い鬼おにの物語。


『あら。あなたひとりぐらい、ずっと休んでいても何の問題もありませんのに』


　倒たおれた穂波を心配しながら、憎にくまれ口を叩くアディリシア。


『ふん。呼んでもおらへんのに、勝手にやってきた人に言われたくあらへん』


　そんなアディリシアへ、唇くちびるを尖とがらせて言い返す穂波。


　互たがいに顔をそむけ、しかし、ふたりの少女のどちらもが耳を真っ赤に染めていた。





　誰よりも意地っ張りで──


　──誰よりも優やさしい、魔女ふたり。





（……どうして、かな）


　いつきは思う。


　あのふたりの言葉は、はっきりと覚えている。


　声の抑よく揚ようも、凛り々りしい姿も、季節ごとに成長して──少しずつ変わっていくふたりにまつわる光景は、すべて瞼まぶたの裏に焼き付いている。


　それはまあ、あんなふたりなのだから印象に残るのは不思議でないだろうが、なぜだか、あのふたりについての記き憶おくは特別な感じがした。


（……どうして、だろ）


　もう一度、いつきは思う。


　いつも、いつきの真ん中に、あのふたりはいるような気がする。


　特に最近になって、その思いは強かった。


　助けてもらったからとか、一いつ緒しよに仕事をしたからとか、そういうことだけではなく──もっと根本的な──もっと根源的などこかに、あのふたりは住みついている気がした。


　それは……どうしてだろう。


「どうしたの？」


　翔子も、訊きいた。


「いや、その、いろいろあったなあって。まだ丸一年にもならないんだけど、なんかずうっとあの会社にいる気がして」


「たとえば、高瀬さんとか、アディリシアさんとか？」


「…………っ」


　なぜだか、心臓が跳はねた。


　どうやら、顔にもあらわれたらしい。


　あわてふためくいつきの様子を見て、翔子は仕方なさそうにため息をついた。


「ホント、分かってないなあ」


「ふえ？」


「いろんなことが」


　鞄かばんをくるりと回して、翔子が微び笑しようする。


　それから、思い出したように付け加えた。


「伊庭くんは、本当に誰でも助けに行くんだもんねえ」


「え……いや、そんなことはないと思うけど。ほら、翔子さんのときは会社に依い頼らいに来たからだし。猫屋敷さんとか黒くろ羽はさんも手伝ってくれたし」


「ふうん。アディリシアさんにも聞いたけど、全然そんなことなさそうだよ。すっごい臆おく病びようで怖こわがりで、魔法なんて何も使えないくせに、たったひとりで助けに来てくれたって言ってたもん。他人に助けられるなんて恥はずかしいって言ってたけど……うん、あれって絶対嬉うれしそうだった」


「いや！　その！　そう……なのかな」


　いつきが口くち籠ごもる。


　対して、


「……誉ほめてないからね」


　じいっ、と翔子が目を細めた。


「ちゃんと自分にできることを考えて、できる範はん囲いでやっていかなきゃ駄だ目め。無制限に誰でも彼でも助けようとして、それで自分も泥どろ沼ぬまにはまったら、被ひ害がい者しやが倍になるだけでしょ！　だいたい、助けられて感謝する人ばっかりじゃないって分かってる?!」


「あ、は、はい！」


　敬礼するみたいに、いつきがぴいんと背筋を正してうなずいた。このへん、さすがは永代委員長の威い厳げんである。


「よろしい。今後、よくよく注意するように！」


　厳しい翔子の声が、花はな吹雪ふぶきの中にこだました。





　　　　＊





（──本当に、分かってるのかな？）


　功刀翔子は、横目に少年を見つめる。


　おどおどした姿は、今の説教で恐きよう縮しゆくしたようにも見えるが──実際のところは分からない。


　いつも、こういう少年だった。


　子供用の映画に怯おびえるほどの怖がりなのに、誰だれでも二の足を踏ふむような場所へ平然と足を踏み入れる。


　踏み入れてしまう。


　翔子自分を助けてくれたときも、そんな風だった。


　最初は、自分の話を聞いただけで怖がっていたのに、肝かん心じん要かなめな最後のときだけは、むしろいつきの方から飛び込んでいった。そうやって、どうしようもなくなっていた自分を助けてくれたのだ。


「…………」


　だけど。


　だからこそ、不安にも思う。


　この少年社長は、ひどく危なっかしい。


　極きよく端たんな臆病と勇ゆう敢かんさの狭はざ間まで、素人しろうとの綱つな渡わたりを見ているような気がする。


　今日は、珍めずらしくアディリシアと穂波が先に帰ってしまっただけに、とりわけそんな思いが強かった。


（ふたりが……いたら）


　と、翔子は思った。


　いつも少年を守護するように、隣となりにいるふたり。


　あのふたりがいれば、きっと大だい丈じよう夫ぶだと思えるのに。


「……ホント、手間がかかるよねえ」


　小さく、ため息をつく。


「ど、どうかした？」


「何でもない。でも、伊庭くんは高瀬さんとアディリシアさんの気持ちを、もうちょっと考えてあげるべきだと思うな」


「ふえ？　ええっ？」


　ふたりの名前が出ると思わなかったのか、いつきの目がくるくると反転する。


　その様子が面おも白しろくて、翔子はくすくす唇くちびるを押さえた。


（まあ、たまにはいいかな）


　少しだけお姉さん気分で、翔子はそんないつきを見守ったのだった。





　　　　＊





　桜並木の終わり際ぎわで、分かれ道にさしかかった。


「じゃあ、あたし、こっちだから」


　と、翔子が別の道を指さす。


「うん。じゃあ、また」


　いつきも手をあげて見送った。それから、桜の花弁が翔子の背中を隠かくしてしまうまで、ほんの十数秒のことだった。


　おびただしい花弁と、陽光の破は片へんとの、鮮あざやかなワルツ。


　いつきは、その舞まいに目を細めて、


（穂波や……アディリシアさんの気持ち？）


　ついさっきの、翔子の言葉を反はん芻すうする。


　いまいち、ぴんと来なかった。


　あのふたりは、いつだっていつきよりも先にいて、これからもずっとそうなのだろうと、漠ばく然ぜんと思っていたからだ。


　でも。


　そのままじゃいけない、というのは本当なのだろう。


　自分なりに、一歩でも進んで行かなければいけないと──多分、翔子の言いたいのはそういうことなのだろうと──誤解混じりに納なつ得とくする。


「……うん」


　なんとなく、背筋を伸のばす。


　気持ちの切り替かえ。


　去年の自分と、二年生になった自分との切り替え。


　これから、どういう『仕事』をやらされるかは分からないが、せめて去年よりはマシな結果を目指せるよう、ゆっくりと息を吸う。


「さて……会社の前に、みかんちゃんを迎むかえにいかないと……」


　と、言いかけたときだった。


　いつきの視線は、ふと横に流れた。


　並木道の途と中ちゆうの、地図の看板の前に立った男の子だった。


　耳当て付きの帽ぼう子しをかぶり、分厚い革かわのコートを着込んでいる。大人向きのコートなのだろうか。まだ中学生ばかりの身体からだにはぶかぶかで、なぜだか中世の騎き士しの鎧よろい兜かぶとをいつきは連想した。


　その男の子が、じっと地図を見つめている。


　どうやら、迷っているらしかった。


　何度か人差し指を持ち上げてぶつぶつと呟つぶやき、途中で手元の地図を広げたりもするのだが、どうも腑ふに落ちてないっぽい。


　布留部市は、最近になって開発が進んでいるため、古い地図との齟そ齬ごが多かったりする。男の子が悩なやんでいるのも、そういう齟齬がもたらした地形の矛む盾じゆんだろうか。


（ん……と）


　──『だいたい、助けられて感謝する人ばっかりじゃないって分かってる?!』


　一いつ瞬しゆん、翔子の言葉が頭をよぎった。


　少し迷ってから、いつきは足を踏ふみ出した。


「……あの……ひょっとして、道に迷ってます？」


「ああ……」


　男の子が振ふり向く。


　いつきより、一、二歳若いだろうか。桜に隠れて、よく姿が見えなかったのだが、かなり小こ柄がらな男の子だった。


　しかし、別の理由に、いつきは瞬まばたきした。


「──ぇ？」


　帽子の下の顔に、北ほく欧おうの面おも影かげが窺うかがえたからだ。


　工芸品にも似た亜あ麻ま色いろの髪かみ。瞳ひとみは鮮やかなエメラルドグリーン。あどけなさを残した顔立ちとあいまって、彼がたたずむだけで、風景は銀幕の一シーンのように思われた。


　そして。


　男の子の方は、その美しい顔を皮肉げに歪ゆがめたのだ。


「……やっぱり、ボクに声をかけた」


　かすかに異国の訛なまりがあったが、流りゆう暢ちような日本語だった。


「ふえ？」


　きょとんと小首をかしげたいつきに、男の子は肩かたをすくめる。似合わない革のコートが、ごそりと不ふ吉きつな音を鳴らした。


「そうすると思ってた……。お前の資料と、ここ一週間の行動を見る限り、そういった不合理な行動が多すぎる。だから、ここで道に迷っているふりをしていれば、きっと声をかけてくるだろうと予想した。お前がそういうヤツじゃなきゃ、ボクは黙だまっているつもりだったのに」


　静かに、男の子は言う。


　その語り口が、いつきの心臓を摑つかむようだった。


　春の暖かな空気が、急に何度も冷え込んだような錯さつ覚かく。たった数秒で、『日常』が『非日常』へとすりかわる。現実は異界に侵しん食しよくされ、舞い散る桜の花弁さえも、異形の存在へと変じたように思われた。


　すべては、この男の子を中心に。


「あ……」


　一歩、いつきが後じさる。


　わけがわからないままに、しかし、絡からまる舌で訊きく。


「……え、と……その、何か、まずいことでもした？」


「そうだとも」


　男の子は、にっこりとうなずいた。


　そして、こう続けた。


「……だから死ね。馬鹿（Dummkopf）」





　──刹せつ那な。


　　　いつきの右目に、鋭するどい痛みが走った。





「────痛っ?!」


　膝ひざを折るいつきへ、男の子が笑う。


　そのコートのポケットが開き、内側から桜の花びらにも似た何かが、一いつ斉せいに撒まき散らされたのだ。


　けして見えない角度なのに、いつきの目には、その紙切れに書かれた文字が見えた。
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　いつきには、なぜだか『炎ほのお』と読めた。


　あるいは、『始まり』。


「……歌え（singe）、ケイナズ」


　男の子の声を受けて、散らばった紙切れが異様な呪じゆ力りよくを孕はらんだ。貪むさぼるごとくに、そこら中の呪力を暴飲し、書かれた文字の『意味』を成す。





　──すなわち。


　　　炎が、爆はぜる。





　轟ごう音おんが、桜の花びらを吹ふき飛ばす。


　灼しやく熱ねつの炎が、周囲一体を薙なぎ払はらい、さきほどの看板の半ばまでを焦こがした。暴ぼう虐ぎやくは一いつ瞬しゆんではとどまらず、ちりちりとアスファルトの上にオレンジ色の火の粉を残した。


「──な、ななな、何がっ?!」


　転がったまま、いつきが呻うめく。


　かろうじて身をかわせたのは、目の痛みという予兆があったからに過ぎない。まともにくらっていれば、ひどい火傷やけどは免まぬかれなかったろう。それでも、完全にはかわしきれず、左ひだり腕うでにはじんじんと鈍にぶいひきつれが感じられた。


　きっと、すぐに痛み出す。


「無様（Unansehnlichkeit）」


　と、冷ややかな声が聞こえた。


「でも、思ったより身軽だった。資料に体術の訓練中とかあったの、それなりに身に付いてたわけか。……残念だけど、これ以上は〈協会〉の規定にもひっかかる」


　視界が、霞かすむ。


　見えるのは、桜の花びらだけだ。


　男の子の姿は、曖あい昧まいな影かげとしか認にん識しきできない。


「うん、こうしよう。魔術決闘フエーデとしての、最低限のカタチもいるし」


　その声も、徐じよ々じよに遠ざかっていった。





「お前が〈アストラル〉まで着けたらお前の勝ち。それまでに殺せたらボクの勝ちだ」





　そんな声が、風にまぎれた。


「なん……で……」


　茫ぼう然ぜんと、いつきは右目を押さえる。


　腕の火傷よりも、その右目の痛みの方が、よほど重大だった。


　だからこそ、今の爆ばく風ふうで人が寄ってくる前に──翔子が戻もどってきてしまう前に、いつきは立ち上がってその場を離はなれた。


「……そう、だ。離れ……ないと……」


　いつきは、奥歯を嚙かむ。


　他人の助けを借りるなど、できるはずがなかった。今の炎を思い出しただけで、膝が震ふるえ、腰こしが抜ぬけそうになったけれども、それでも急いで離れなければならなかった。


　つまり、右目はこう訴うつたえているのだから。





　伊庭いつきは──再び、魔ま法ほうがらみの事件に巻き込まれたのだと──。





　　　　２




〈魔ま法ほう使つかい派は遣けん会社・〈アストラル〉


　──あなたのご要望にあった魔法使い、お貸しします〉





　そんな看板の掲かかげられた、ある路地裏の一角だった。


　ビルとビルとの合間、まるで間ま違ちがいのように建てられた小さな洋館である。かなり古い建物と思われたが、庭にも外観にも丁てい寧ねいに手をいれられている。


　内部の事務所もまた手て狭ぜまながらきちんと片づけられており、雑ぞう巾きんやモップが大おお忙いそがしで働いていた。


　ただし、ひとりでに、だ。


　雑巾は人の手無しに机を拭ふき、モップは自ら直立して床ゆかを磨みがいているのである。


　こういう事象を、騒霊現象ポルターガイストという。部屋の物がひとりでに宙を浮うき、ラップ音を鳴らし、時には建物全体を揺ゆるがすという怪かい奇き現象なのだが──部屋を掃そう除じしてくれるなんてそれは、おそらく世界中でもここでしか見られまい。


　つまり、騒霊現象ポルターガイストを駆く使しして、掃除洗せん濯たくしてくれる幽ゆう霊れい少女なんて存在がほかにいないからだ。


「──猫屋敷さん？」


　その当人──黒羽まなみが、事務所の中空で声をあげた。


　半はん透とう明めいの霊エーテル体が、お気に入りのエプロンドレスを構成している。貸し出し魔法使いレンタルマギカ見習いの彼女は、いつもこうして事務所の給仕に余念がないのであった。


「どうかしたんですか？　さっきから、ずっと難しい顔をしてますけど。原げん稿こうが煮に詰つまっているんでしたら、ハーブティーでも淹いれた方がいいですか？」


「あはははは……原稿も煮詰まってますけどねえ。というか、ついいつもの調子でオカルト誌の特集を受けたら、ページが三倍ありました……。くくく、うふふ、あはは。あの編集長、いつか呪じゆ詛そしてもいいですか……？」


　対して、うずたかく書類を積んだ机の上から、返事があった。


　頰ほお杖づえをついた、銀ぎん髪ぱつの青年だった。


　目の下にばっちりとくまをつくり、羽織の肩かたを震わせている。その前には、文字の埋うまった原稿用紙と、その三倍強はあろうかという白紙が待ちかまえていた。無論、その原稿用紙を埋め終わるまで、徹てつ夜やが終わることはないのであった。


〈アストラル〉陰おん陽みよう道どう課課長──猫屋敷蓮れんである。


「……にあ」


「にゃあ」


「うにゃあ」


「にぃ～～～～～～～～～あ」


　ついで、その足元で、黒、白、ぶち、三毛──四匹ひきの猫ねこが鳴き声をあげる。


「おお、おお。あなたがたも心配してくれましたか。さすがは猫。さすがは霊れい長ちようの極きわみ！　その慈じ悲ひさえも人間ごときが及およぶところではなし！　その鳴き声だけで私の苦く悩のうも疲つかれも天上まで吹ふき飛ぶかのよう！　ああ、猫よ、猫さまよ、どうしてあなたの声はそんなにお猫さまなの！」


　感極まったように、猫賛美をとうとうと謳うたいあげるのは、まあいつものパターンだ。


　黒羽も微び苦く笑しようしただけで、元の話題を訊ききなおす。


「原稿も、ってことは他ほかになにか？」


「……ええ、まあ」


　不意に、猫屋敷の糸目が、真ま面じ目めな色を帯びた。


「さきほど、〈協会〉から連れん絡らくがあったんですけどね。いささか妙みようなことを言われまして。早めに社長と相談したいのですが……珍めずらしく遅おくれてるでしょう？　とりあえず、〈協会〉へは穂波さんとアディリシアさんに行ってもらってますけどね」


「……そういえば」


　黒羽の眉まゆが寄った。


　あの少年は、連絡無しに遅ち刻こくするような性格ではない。


　ふたりして沈ちん黙もくして見つめあったとき、別の足音が駆かけ込んできた。


「ただいまー！」


　ばたん、と扉とびらが開かれ、ランドセルを背負った少女が現れたのである。


　こちらは巫女みこ装しよう束ぞくを着た、小学生ぐらいの女の子だった。


〈アストラル〉神しん道とう課契けい約やく社員──葛かつら城ぎみかん。


「おや。みかんさん。社長はどうしました？　今日は一いつ緒しよに来るはずでは？」


　その姿を見て、猫屋敷が訊く。


「あ！　だって、お兄ちゃん社長、迎むかえに来てくれないんだもん！　仕方ないからひとりで帰ってきちゃった！」


　ぷんすかして、みかんが腰に手をあてた。ふくらんだ頰ほおのあたりに、愛らしいツーテールの髪かみがふるりと揺れる。


「え？　それって……」


　黒羽の言葉に、猫屋敷は片目を閉じた。


「少し、嫌いやな予感がしますね……」


　事務所に据すえ付けの──骨こつ董とう品に指定されそうな──古びた黒電話を見やる。


　しかし、いつまでたっても、その電話が鳴ることはなかったのである。





　　　　＊





　空が、蒼あおかった。


　雲は少なく、太陽だけがぎらぎらと輝かがやいている。地上では見られない、高空ならではの激しすぎる光。古代、イカロスの蠟ろうの翼つばさを溶とかしたのも、こんな光であったろうか。


　そこに、ごぅんごぅん、と重々しい音が響ひびいていた。


　飛行船である。


　表向きは、エネルギーと情報を支配する世界的コングロマリット──八や神がみコーポレーション所有の飛行船となっている。


　しかし、その実体が〈協会〉の極東支部であると、知るものは少なかろう。


　主に西せい欧おうで発達した〈協会〉が、極東にまで根を張りだしたのは、精々この五十年ばかりのことである。結果として、有力な霊地を押さえることのできなかった〈協会〉は、代案として、このような飛行船を支部のひとつとしているのだった。


　そして、今。


「どういうことかしら？」


　金きん髪ぱつの少女──アディリシア・レン・メイザースが、その下部のゴンドラで、眉をひそめたのであった。


「あたしも納なつ得とくいかへん」


　隣となりで、栗くり色いろの髪の少女がうなずく。


　蒼氷色の瞳アイスブルー・アイの印象的な、セーラー服の少女だった。とんがり帽ぼう子しを手に持ち、肩からは闇やみ色のマントを纏まとっている。おとぎ話に出てきそうな典型的な魔ま女じよの姿は──彼女の場合、実際にそうだった。


　ケルトの魔女。


　穂波・高瀬・アンブラー。


〈アストラル〉ケルト魔術課正社員。


「……ふむ、これは困りましたね」


　ふたりの前には、黒いスーツに身を包んだ、のっぺりとした顔立ちの男が座っていた。


　ひどく、特とく徴ちように欠けた男だった。眉の長さ、鼻の高さ、唇くちびるの厚さや瞳の深さに至るまで、すべてが平均的に揃そろっており、何ひとつ、彼だけという個性が見あたらない。


　特徴が無さすぎて、悪魔にも似た異い貌ぼう。


　名を、影かげ崎ざきという。


　あるいは、こうも呼ばれる。


　──魔法使いを罰ばつする魔法使い、と。


「私どもとしては、ごく穏おん便びんに話をすませたいだけなんですが」


「ふざけんといて」


　ぴしゃり、と穂波が切り捨てた。


「穏便も何も、話が急すぎるやろ。そういう申し込みなら、普ふ通つう、最低でも半年前には通しておくもん違ちやう」


「そう言われると、面めん目ぼくないですねえ」


　影崎がゆらりと笑う。


　そうしても、まるで人間味は感じられなかった。人形の笑うような違い和わ感かんだけが、この男の放つすべてであった。


「ただ、先方からどうしてもということでして。〈協会〉としては、単に両者を仲ちゆう介かいしてるだけですから、何とも返事のしようがありません」


「ごり押ししているのは、そっちの方やろ」


「これは手厳しい」


　こめかみを押さえ、影崎は唇の端はしをつりあげた。


「──ところで、〈アストラル〉さまは、登録継けい続ぞくの会費をお支し払はらいになりましたか？」


　穂波の呼吸が止まる。


　痛いところをつかれたのだ。いつきが社長になってからも、いまだ〈アストラル〉の経営は思わしくない。諸経費については、ぎりぎりまで切りつめているのが実態だった。


　すると、立ち上がったアディリシアが言ったのだ。


「そんなもの、必要でしたら私のポケットマネーから……」


「おやおや」


　影崎の視線が、すっと横に流れる。


「〈ゲーティア〉の首領であるアディリシアさまが〈アストラル〉の株主を兼かねている──その状じよう況きようについても、目をつぶってきたつもりなのですが」


「……言ってくれますわね」


　そのまま、アディリシアも言葉を止める。


　悔くやしそうに、白い指を唇に持っていった。誰だれよりもプライドの高いこの少女が、それだけで屈くつ辱じよくに耐たえている。


　少女の結社〈ゲーティア〉は、昨年、いくつかの事件の発ほつ端たんとなっていた。


　幸い、〈アストラル〉の協力もあって、すべての事件が解決に至ったが、〈ゲーティア〉の地位を疑問視する者がいるのも本当だった。こんな中で〈協会〉に非難されれば、足の引っ張り合いの多い魔術界のことだ。あっという間に、〈ゲーティア〉の権けん威いは地に墜おちるだろう。


〈アストラル〉とは比ひ較かくにならぬ有力な結社だからこそ、社会的な風聞にも気を遣つかわねばならない──そういう弱みが、アディリシアにもあった。


「……さて」


　と、影崎は言う。


「無論、〈協会〉としましても、無理矢理な交こう渉しようは望みません。できれば、すんなりと引き受けていただければ幸いなのですが」


「…………」


　穂波が舌打ちする。


　結局、相手はこっちが逃にげられない手札をそろえている。


　もとより〈アストラル〉は弱い立場である。こうこられては断れるわけもない。まして、アディリシアにまで迷めい惑わくをかけるのは言語道断だろう。


　ひとつ、ため息をついて、訊きく。


「じゃあ、結局来るのは誰なん？」


「こちらの方です。アディリシアさまと穂波さまはご存じかと思いますが」


　机に、ひらりと写真が置かれた。


「──え？」


　穂波の目が──少し遅おくれてアディリシアの唇が、大きく開かれた。


「これって……」


「ちょっと待って。なんでこの子やの！」


　穂波が、思わず机を叩たたいて言う。


「何故なぜと仰おつしやられましても。私は理由までは聞かされてません。単に、向こうの結社からの申し入れだと、さきほども言ったでしょう」


「それは、そうやけど……！」


　語ご尾びが濁にごる。


　数秒の沈ちん黙もくが部屋に落ちて、「では」、と影崎が立ち上がった。


「納なつ得とくしていただけたようですね。私はこれで」


　扉とびらの向こうへと、その背中が遠ざかる。


　部屋には、穂波とアディリシアだけが残された。


　机の上の写真に、ふたりともが注視していた。驚きよう愕がくと悔しさと──消しきれぬ懐なつかしさがその瞳ひとみには同居していた。


「学院時代以来やね」


「そうなりますわね」


　アディリシアもうなずく。


　漆しつ黒こくのドレスの胸むな元もとで、護符タリスマン『ソロモンの五ご芒ぼう星せい』が揺ゆれる。


「でも……どうして、今いま更さら？」


　その問いに、穂波は答えられなかった。


　代わりに、少女は窓の方を見た。


　飛行船の窓から、厳しい蒼氷色の瞳アイスブルー・アイが地上を見下ろしたのである。


　セーラー服の襟えり元もとを押さえる。そこに銀色のアクセサリーが光っていた。五芒星と銀鏡を組み合わせた、小さなアクセサリー。


〈アストラル〉の社章。


　はっ、とアディリシアも息を飲み、胸の中央を押さえた。


「……ホナミ、今のは！」


「ごめん。あたし、先に行く！」


　そのまま、非常用のレバーを下ろし、ゴンドラ外部への扉を開く。


　ごお、と疾しつ風ぷうが巻き、部屋の内側を荒あれ狂くるった。


「ちょっと、ホナミ?!」


「アディ。──後、よろしく！」





　立てかけていた箒ほうきを片手に、ケルトの魔ま女じよ──穂波・高瀬・アンブラーは、飛行船から飛び出していたのだった。





　　　　３




　同じ頃ころ、


「……か、かからない？」


　携けい帯たい電話を握にぎりしめて、いつきは冷や汗あせを拭ぬぐった。


　さきほどの桜並木から道を逸それた、裏通りの一角だった。ビジネス街近くの路地で、あちこちから生ゴミの饐すえた臭においがする。


　そこで、いつきは戦せん慄りつに身を凍こおらせていた。


〈アストラル〉への電話はもちろん、社員である穂波や猫屋敷、株主のアディリシアの携帯へもつながらなかったのだ。


　こんな事態は、はじめてだった。


（…………）


　魔法事件に巻き込まれること自体は、以前にもあった。


　しかし、それらの事件はほぼすべてが穂波や猫屋敷──〈アストラル〉の他メンバーが絡からんだ事件ばかりだった。いつき自身が、しかも街の真ん中で襲おそわれるなんて事態は、おおよそ覚えが無かったのだ。


「痛……」


　左手を押さえる。


　火傷やけど自体は、そうひどいものではなかった。


　しかし、もっと別の理由で、力が入らない。指一本もろくに動かなかった。単なる怪け我がではなく、もっとおぞましい理由がいつきの左手を呪じゆ縛ばくしていたのだ。


　右目には、視みえた。


　びっしりと、自分の左手にどすぐろい文字がこびりついているのを。
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　さっきの魔術と、まったく同じ文字だった。


「これって……」


　喉のどまでひりつかせる恐きよう怖ふとともに、いつきは思い出す。


　穂波の授業で、聞いた覚えはあった。


（確か……ルーン文字……っ？）


　古代、北ほく欧おうの隻せき眼がん神が自分の命を賭として見み出いだしたといわれる魔法文字。


　ゆえに、ヴァイキングは自分の武器にその文字を刻ませ、王は繁はん栄えいを祈いのってルーンを刻印したコインを造らせたという。それだけの多数に信じられ、数々の神話や伝説に語られてきた文字なのだ。


　どうして、そんな魔法使いがいつきを？


「〈協会〉って言ってたけど……」


　それは、世界の魔法使いの七割が所属する、互ご助じよ組合の名だ。


〈アストラル〉も所属しており、いつき自身も何度か交こう渉しようの場に立ち会っている。同時に、いくつかの事情から〈アストラル〉が疎うとんじられているのも事実だった。


（それに……）





　──『うん、こうしよう。魔術決闘フエーデとしての、最低限のカタチもいるし』





　魔術決闘フエーデ。


〈協会〉が認める、数少ない私し闘とうの方法。


　それにこだわるということは、やはり〈協会〉の関係者ではあるのだろう。


　しかし、これほど強ごう引いんな方法で襲しゆう撃げきされる覚えはなかった。まして、〈協会〉は現実社会への魔法の暴ばく露ろを禁じている。あんな形での魔法の行使を望むはずもない。


「……じゃあ、一体……？」


　喉の近くまで、吐はき気けがこみあげた。恐怖が脳をつきやぶって、こぼれ落ちそうな気さえする。心臓は嫌いやな鼓こ動どうを繰くり返して、いつまでたってもおさまらなかった。


「っ……！」


　必死に、奥歯を嚙かみしめる。


　まとまらない考えをまとめ、どうにか恐怖と向きあおうと、拳こぶしを握る。


　そのとき、





　ＰＲＲＲＲＲ……





「わあっ！」


　突とつ然ぜんの音に、いつきがひっくりかえった。


　携帯が鳴ったのだ。


「……あ、はい！　もしもし！」


　あわてて通話ボタンを押し、耳元に押しつける。


　対して、鼓こ膜まくを叩たたいたのは、さきほど聞いたばかりの声だった。


『やあ、イバイツキ。気分はどうだい？』


　まだ変声期を終えていない、少年の声。


「キミ……は……」


　一いつ瞬しゆんで、喉が干ひ上あがった。


　どうして自分の携帯にとか、そんな疑問も浮うかばない。電話の向こうで、くすくす笑う声がひどく耳についた。


『いいな、その怯おびえた声。身の程ほど知らずによく似合ってる。さっきまでどうしてたの？　〈アストラル〉の人間に電話がつながらないの試ためしてた？』


「誰だれなんだ、キミは！　どうして、僕を……」


『おや、まだ元気だな』


　男の子の声が、がっかりしたみたいに低くなった。


『まあ、名前ぐらいないと不便か。オルトヴィーン・グラウツ──といってもお前には分からないだろうけど』


「オルトヴィーン？」


　……やはり、覚えはない。


　この一年、多くの魔法使いに出会ってきた。


　破は滅めつしたソロモンの王もいれば、自動人形オートマタの錬れん金きん術じゆつ師も、鬼おにに憑つかれた哀かなしい巫女みこもいた。


　しかし、そんな名前の魔法使いには心当たりがなかったのだ。


　くすくす、と携けい帯たい電話からは笑い声が響ひびく。


『襲おそわれる理由については、自分の胸に手をあててみたらどうかな？』


「自分の、胸？」


　鸚おう鵡む返がえしに問うたいつきへ、声の主──オルトヴィーンは冷ややかに答える。


『そっか。分からないか？　馬鹿（Dummkopf）』


　侮ぶ蔑べつらしき外国語を吐く。


『やっぱり、自覚してないんだ。自分が、どれだけ罪深い行こう為いを繰り返してきたか、まるで分かってないんだろう？』


「…………」


　いつきには、反論のしようもなかった。


　そもそも、この相手がいかなる状じよう況きようのもとに、自分と敵対しようとしているのかだって分からない。ただ、その声から放射される感情の名だけは、やっと理解することができた。


　憎にくしみである。


　オルトヴィーン・グラウツと名乗ったこの相手は──いつきにただならぬ憎しみをぶつけているのだった。


（……どう、して？）


　これほどの憎しみに、いつきは触ふれたことがない。


　殺意や怨おん念ねんにさらされたことはあっても、直接自分へ向けられた憎ぞう悪おなど、まったくのはじめてだった。


　まして、相手はこう続けたのである。


『〈アストラル〉が……どれだけ醜い組織か分からないんだろう？』


「な?!」


　声が、こぼれる。


　血が沸ふつ騰とうし、脳天まで焼いたかと思った。


　それだけは、誰だろうが許せない言葉だったからだ。自分自身に誇ほこるものが無かろうが、あの場所は、あの社員たちは、まぎれもなくいつきの誇りであったからだ。


　だから、


「どうして……そんなことを、言われなきゃならない！」


　強く、少年は吼ほえた。


『へえ、怒おこった？』


　からかうように、オルトヴィーンが返した。


『でも、怒るだけ無む駄だなんだけどな。お前も、すぐにいなくなるんだから』


「な……っ！」


『そこの壁かべを見たら？　とっくにボクの仕し掛かけは終わってる』


　その言葉に振ふり向き、いつきは目を見張った。


　右目の痛みが、確信を与あたえた。


「これって……」


　路地裏の壁に──さきほどと似たようなルーン文字が刻まれていたのだ。


　いや、似ているが違ちがう。
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　いつきの右目には、『束そく縛ばく』あるいは『欠けつ乏ぼう』と読めた。


　くすり、とオルトヴィーンが笑えんだ。


『縛しばれ、ナウシズ』


　携帯電話越ごしの声が、文字に呪じゆ力りよくを宿らせた。


　それらの文字がぞわぞわと増ぞう殖しよくし、ふくれあがり、いつきの足元から膝ひざにかけてを一気に覆おおい尽つくしていく。


　あたかも、蟻あり塚づかに飲み込まれるように、いつきの身体からだが飲み込まれていく。


「あああああああああああああああああああああああああああああああああ──っ！」


　その声を、最後に。


　いつきの意識は……断絶した。





　　　　＊





「ふん……ちゃんと嵌はまってくれたみたいだね」


　携帯電話を閉じて、男の子──オルトヴィーンはため息をついた。


　兜かぶとじみた帽ぼう子しの耳当てを押さえ、瞑めい想そうのように目を閉じる。ルーン文字の遠えん隔かく発動は、大きな疲ひ労ろうを伴ともなう。指先までも蝕むしばむ倦けん怠たい感は、否いや応おうもなくオルトヴィーンを打ちのめしていた。


　ただ……思ったよりもうまくいった。


　彼は、見ていた。


　この一週間、伊庭いつきという人物がどのような生活をしているのか、ずっと観察していたのだ。どのように考え、どのような行動を取り、どのような選せん択たくをするか、ずっと考察してきたのである。


　だから、いつきの逃にげ場所へ、先んじて文字を刻むこともできた。今回の路地裏にしても、いくつかの場所を予想した内のひとつがぴたりと嵌った次し第だいである。


（……大だい丈じよう夫ぶだ）


　と、彼は自分に言い聞かせる。


　すべて、うまくいっている。ありえる状じよう況きようをすべて考こう慮りよし、相手の対応も対策も想定した上で──考えられる限りの手札をそろえた。


　それは、魔ま法ほう使つかいの戦いの基本戦術でもある。


「そう……大丈夫」


　軽く鼻を鳴らして、彼は笑う。立てたコートの分厚い襟えりにあたって、笑い声はかすかにくぐもった。


　手元には資料がある。


〈アストラル〉。


　世にも稀まれな、魔法使い派は遣けん会社のあらゆるデータ。


　あろうことか、その資料によれば、〈アストラル〉は複数の魔術系統を抱かかえているという。


　陰おん陽みよう道どう。


　神しん道とう。


　密教。


　ケルト魔術。


　ソロモン王の魔術。


　中でも、資料はふたりの天才を特筆していた。


　──ひとりは、穂波・高瀬・アンブラー。


　わずか十六歳にして、長く途と絶だえていたケルト魔術を復興させた魔女。


　──ひとりは、アディリシア・レン・メイザース。


　魔術結社〈ゲーティア〉の首領にして、七十二の魔神を従えるソロモンの姫ひめ。


　その天才たちを従えて、〈アストラル〉という組織は、この一年、魔法使いの世界を混乱させてきたのだ。


　位階もかまわず、魔術界の伝統も踏ふみにじり──まるで自分のためではなく、他人のために魔法を使うかのような貸し出し魔法使いたち。


　何より耐たえられないのは、そんな結社に自分が……


「…………っ」


　奥歯を嚙かみ、オルトヴィーンは視線を落とした。


　足元には、さきほど伊庭いつきを蝕んだ文字が刻んである。
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　ナウシズとも呼ばれる、ルーン文字のひとつだ。


「汝なんじは欠けつ乏ぼう。汝は困苦。汝は忍にん耐たい。汝は束そく縛ばく。──されば奪うばえ、ナウシズ」


　呟つぶやきながら、帽子をかぶった男の子は、地面に小石で文字を連ねていく。


　彼の魔術は、意味を連ねるほどに、その『力』を増す。


　文字であるよりは文章。


　文章であるよりも詩文。


　情報量を増すほどに、爆ばく発はつ的に『力』を増ぞう幅ふくさせる。


　同時に制せい御ぎよも困難となるのだが、そこを補うのが魔法使いとしての技術であった。


「…………」


　手て袋ぶくろを外し、親指を糸切り歯に当てて、血を垂らす。


　ルーンに捧ささげる供く犠ぎ。呪力を高め、遠えん隔かく地ちの同じ[image: ]ナウシズ──いつきを縛しばっている文字へ、さらに力を与あたえようとする。


「……そのまま、死ねばいい」


　ルーンを血で濡ぬらしながら、オルトヴィーンは微笑ほほえんだ。


　そして、こう呟いた。





「……あんな結社の首領だから悪いんだ。馬鹿（Dummkopf）」




第２章　魔法使いの秘文字




　　　　１




　──夢を、見ていた。





　ずいぶん昔の夢だ。


　まだルーンを刻むことも許されていない頃ころ。


　過去のルーンをたくさん見て、その特とく徴ちようや、歴史ごとの変へん遷せんを覚えていた時期。魔ま法ほう文字とて変化を起こす。時代ごとに変わっていく。現代でルーン文字を使うならば、最も現代に適したカタチをつくらなければならない。


　だから、自分はずっと、ルーンを見させられてきた。


　何百というルーンを、何千というルーンを、何万というルーンを、何十万というルーンを、ずっとずっと、ずっとずっとずっとずっと見てきた。


　食べるときも、ルーンのことを忘れなかった。


　寝ねるときさえも、ルーンが頭から離はなれなかった。


　何をするときにもルーンというシステムが身体からだの内側にあり、食事や排はい泄せつや睡すい眠みんだってそれを妨さまたげないようにプログラムが作られていたのである。


　つまるところは。


　自分が、ルーンの付属物なのだと思い知らされる日々。


『──魔法使いは、魔法のためだけに生きるものだ』


　誰だれかが言う。


　近しかった誰かが。


　とても親しかったはずの誰かが言う。


『はじまりの異形を──ただただ〝続ける〟ためだけに存在するものだ。それ以外の機能は必要ない』


（あれ……？）


　ぼんやり、いつきは思う。


　これは、誰の夢だろう。


　少なくとも、いつきのではあるまい。少年にも、おおよそ一年ほどの記き憶おくの欠落はあるが、こんな過去だったとは思えない。


（どこだ……これ……？）


　そう考えたところで。


　急に、場面が変わる。





　──今度は、夜の森だった。





（な──っ?!）


　いつきが絶句する。


　その森の異常さに、胃の底まで震ふるえ上がったのだ。


　名前も知れぬ、黒くねじくれた木々の乱らん舞ぶ。


　じめじめと空気は湿しめり、腐くさった落ち葉は積み重なり、腐ふ臭しゆうと獣けもの臭しゆうとが入り混じる。


　背筋を凍こおらせる遠とお吠ぼえが、地面を這はいずる虫の蠢うごめきが次から次へと湧わき上がって、この森が夜にも眠ねむらぬことを示す。


　……それはよい。


　森として、それは自然な姿だ。


　気味が悪くても、けして恐おそれるようなものではない。


　問題は、それらの奥で持ち上がった、異常な呪じゆ力りよくの流れであった。


（っ……！）


　突とつ然ぜん、激痛が眼がん窩かを灼やいた。





【……見ロ】





　右目が、喋ったのだ。





【見ロ。視みロ。観みロ】





　声ともいえぬ声。


　思念とさえいえぬ何か。


　灼しやく熱ねつが脳のう髄ずいをかけめぐり、いつきの行動を強制する。


（が……あ……あ……）


　視線が離せない。


　絶対にそれを見てはならないと直感が告げているのに、瞼まぶたが閉じてくれない。


　取り憑つかれたように、いつきは視る。


　視てしまう。


　その森の奥を。その森の底を。その森の胎たい内ないを。


　その森の──心臓を。





【アレガ……魔法ダ】





　流れていた。


　爛ただれていた。


　溢あふれていた。


　血が、血が、血が、血が、血が、どうしようもなく流れて、爛れて、溢れていた。


　男が倒たおれ、女が倒れ、老人が倒れ、子供が倒れ──あるいは狼おおかみや野犬といった獣さえも大地に伏ふして、ありとあらゆる血液を垂れ流していた。


　そこに、そいつはいた。


　四つん這いになって、地面に口づけるようにして、喉のどを鳴らしている。


（飲んで……る？）


　ごくごくと、そいつは貪むさぼっている。


　小さな池のようになった血を──いいや、もっと根本的な何かを蹂じゆう躙りんし、貪っている。


　そして、その喉が動くほどに、さらに異常な事態が発生したのだ。


　死んでいるはずの──倒れた死体が、みるみるうちに干ひからびていったのである。


　人も、獣も、大地も、ことごとくが干からびていった。いいや、すでに立ち枯がれたはずの樹木さえも、さらに萎しなびて朽くちていった。


（……な……！）


　笑う。


　そいつが笑う。


　一いつ滴てき残さず血を飲み干し、嬉うれしそうに顔をあげて笑う。


　あまりにも嬉しそうな声で、この惨さん状じように悦えつ楽らくする響ひびきで、自分の生を謳おう歌かしている。


（…………）


　言葉が、出ない。


　いつきの視点は、そいつを這いつくばって見つめている。


　たくさんのたくさんの死体の中で、ずっとそいつを見つめている。人の死を吸って、生を謳歌するそいつを見つめている。


　どうして、自分がそんな状じよう況きようにいるのか。


　どうして、自分だけ生き残っているのかは分からない。


　ただ身じろぎもできず、死体の中にいる。指の一本どころか、眼球さえも動かせず、細い細い息を続けている。心臓と肺が動いているのが、自分でも不思議なぐらいだった。


（…………！）


　目が、あった。


　にんまり、とそいつが笑う。


　唇くちびるが裂さけて、白いものが覗のぞいた。


　狼以上に鋭するどい、恐ろしく長大なふたつの牙きばが。


（これ……って）


　凄すさまじい恐きよう怖ふの中で、切れ切れにいつきは思考する。そんな意識の断だん片ぺんさえも、近づく牙を前に凍とう結けつしていく。





（これ……って……誰だれの……夢……）





　そして──少年はより深みへと──





　　　　＊





「──我は乞うハイル。力の円えん錐すいのもと、地にも天にもあらざる霊れい樹じゆの生命いのちもて、この者の肉と魂たましいを癒いやせ……」





　声が聞こえた。


　すうっと、鮮せん烈れつなハーブの香かおり。


　埋うめ尽つくされた文字が、徐じよ々じよに退ひいていくイメージ。


　それにつれて、いつきの意識も徐々に鮮明に浮うかび上がっていく。


「あ……」


　ぼんやりと、瞼まぶたを開く。


　どうやら、倒れていたらしい。


　目前に、朧おぼろな人ひと影かげが座り込んでいる。


　胸むな元もとに、小さな枝が押しつけられているのが分かった。ヤドリギ。魔女術ウイツチ・クラフトやケルト魔ま術じゆつで頻ひん繁ぱんに用いられる霊樹。その使い手を、いつきはひとりしか知らない。


「……穂、波？」


　名前を、呼ぶ。


　すると、あわてて人影がこちらを見下ろした。


「いっちゃん！　気が付いたん！」


　眼鏡めがね越ごしに、蒼氷色の瞳アイスブルー・アイが自分を映した。ああ、ひどい顔色だなあと、自分で思う。やつれきった頰ほおは、まるで何日も絶食していたようだ。功刀あたりが見たら、悲鳴をあげるかもしれない。


　それでも、がらがらの喉を唾つばで湿しめして、問う。


「どうして……ここに？」


「やって、社章が急に反応したんやもん！　あわててダウジングしたら、いっちゃん──社長が路地裏で倒れてるし！」


「ああ……」


　納なつ得とくして、いつきは自分の襟えり元もとに触ふれる。


　制服のままだが、その襟の裏側には〈アストラル〉の社章をつけていた。


　五ご芒ぼう星せいと銀鏡をモチーフにつくられたこの社章は、魔術的な『護符タリスマン』であり、ほかの社員の社章ともつながっているという。その糸パスによって、いくつかの魔術を行使することもできると、そんなことも聞いていた。


　穂波なら、その糸パスから、自分の危険を知るぐらいはやるだろう。


　少女は、そういう相手だった。


　伊庭いつきを、本当の意味で、魔術の世界へと連れ込んだ魔女。


「どないしたん？　社長」


「なんでもない」


　微び苦く笑しようして、いつきがかぶりを振ふる。


　その反応に一いつ瞬しゆんむくれる風に唇をとがらせ、しかしすぐ穂波は元の話題に戻もどした。


「それより……どういうことなん？　今の、ルーンの呪じゆ詛そやったよ。それも生半可な腕うでやあらへん。もう少し遅おくれたら、本当に危なかったんやから！」


「えと……理由は分からないんだけど……男の子に襲おそわれて……」


「男の子？」


「うん。あの……耳当て付きの帽ぼう子しとコートを……鎧よろいみたいに着てて……」


　途と中ちゆうで、いつきの言葉は止まった。


　震ふるえる視線は、路地の向こうで硬こう直ちよくした。


　道路を隔へだてたその場所に、小さな影が落ちていたのである。


　鎧よろい兜かぶとのように、帽子とコートを纏まとった男の子。


「──見に来て良かった。やっぱり、他人の助けを借りていたのか。下衆（Jmd）」


「あ……」


　いつきが、絶句する。


　かばうようにして振り返った穂波も、大きく目を剝むいた。


　しかし、それは初対面の敵に出会ったという驚きよう愕がくではなかった。むしろ、何故なぜこの相手がここにという、そういう類たぐいの衝しよう撃げきであった。


　その証しよう拠こに、穂波の唇くちびるは、茫ぼう然ぜんと相手の名を告げたのだ。


「オルトヴィーン・グラウツ……」


「お久しぶりです。穂波先せん輩ぱい」


　そして、男の子の方も、帽子をかぶったままで一礼したのである。


「……え？　先、輩？」


　茫然と、いつきが呟つぶやく。


　穂波は、ゆっくりとうなずいた。


「学院時代の後輩や」


　学院。


　かつて、穂波とアディリシアが首席を争っていたという、イギリスの魔術の学院。いつきも時折その話を聞くことがあった。


「なんで……その後輩が……？」


「それどころやあらへん。この子が、〈アストラル〉の新入社員や」


「え──?!」


　素すっ頓とん狂きような声をあげて、いつきが再び男の子を見やる。


「新入……社員……？」


「さっき、〈協会〉から申し送られてきたところ。どうしても、この子を〈アストラル〉に入れろって圧力までかけてきた」


「じゃあ……何で……」


　丸くした目で、いつきが何度となく瞬まばたきする。


　しかし、


「間ま違ちがうな。ボクが望んだわけじゃない。無理矢理、大たい兄けいに契けい約やくさせられただけだ」


　と、男の子は切り捨てた。


「だから──望まないから、ボクはお前を殺しにきた。お前が死ねば〈アストラル〉も解散だろう。つまり、ボクが入る必要もなくなる。入れという契約は受けたが、潰すなとは言われていない」


　しんしんと、身体からだの芯しんまで凍こおるような声。


　望まないから殺す。


　気に入らないから壊こわす。


　まるで、あてがわれたおもちゃを壊すような、子供じみた動機。


　それでも、『力』と『意思』がそなわれば、人ひとりを殺すことができる。魔ま法ほう使つかいという異形をもって、世界だって圧殺できる。


　その異形を前に、いつきは嗄しわがれた声で訊きく。


「……どうして、そこまでして、〈アストラル〉を嫌きらうの？」





「醜みにくいからだよ。馬鹿（Dummkopf）」





　もう一度、前と同じことをオルトヴィーンは告げた。


「自分が、どれだけ不自然な結社の首領なのか分かってない？　〈アストラル〉なんていうのが、どれだけ魔法使いの世界を脅おびやかしていると？」


「…………っ」


　それは、幾いく度どとなく言われてきた台詞せりふ。


〈アストラル〉が〈協会〉に疎うとんじられ、ほかの結社にもよい顔をされない理由。


　つまり、不自然な結社であると。


　魔法という奇き形けいを続けていく魔法使いには……〈アストラル〉が真っ当であればこそ、あってはならない異常として浮うかび上がる。


　漆しつ黒こくの生き地じの上では、むしろ純白こそが染しみとなるように。


「そんなこと……！」


「今だってそうだろ」


　いつきの反論を、男の子は冷たい目で見み据すえた。


「お前は、何の魔法使いでもない。他人の力を借りなきゃ何もできないんだろ。……そんなやつが結社の首領をやるのが間違ってる」


　その主張が──いつきの芯を貫つらぬいた。


「キミは……」


「オルトヴィーンだ」


　男の子が言う。


[image: ]


「魔法使いは、自分より下位の位階には従わない。そのことを、ボクが教えてやる」


　ゆるやかに、コートの腕うでが真横に振ふられる。


　ざああ、と文字が渦うず巻まいた。
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　さきほどと同じ文字。壁かべに刻まれていたそれらが、今再びオルトヴィーンに命を与あたえられ、蠢しゆん動どうし始めたのだ。それはたちまち増ぞう殖しよくし、ふくれあがり、黒くろ蟻ありのごとくにいつきと穂波とを追いつめる。





「縛しばれ、ナウシズ！」





　刹せつ那な、


「社長！」


　穂波の指が、闇やみ色のマントを翻ひるがえした。





「我は乞うハイル！　力の円えん錐すいのもと、ヤドリギの加護もて東の災わざわいを穿うがて！」





　霞かすんだ手から放たれるは、雷かみなりを思わせるヤドリギの矢。


　数多あまたのルーン文字を、ヤドリギが貫く。


　光が走った。


　いいや、閃せん光こうに見まがったそれは、魔法使いだけに視し認にんしうる呪じゆ力りよくの炸さく裂れつであった。ルーン魔術とケルト魔術。同系にして異質の呪力が激げき突とつし、魔法使いの瞳ひとみを灼やいた。


「っ──！」


　オルトヴィーンが顔を覆おおう。


　そして、その手をおろしたときには、すでに伊庭いつきと穂波・高瀬・アンブラーの姿は消えうせていたのである。


「……さすがは、穂波先せん輩ぱいかな」


　ため息とともに、オルトヴィーンが言う。


　壁に刻まれたルーン文字は、その『核かく』となる部分だけを、ヤドリギの矢によってこそぎとられていた。単なる呪力や技術より、あの一いつ瞬しゆんで『核』を見み抜ぬいた眼力こそ瞠どう目もくに値あたいするだろう。


　まさしく、天才の名に恥はじぬ慧けい眼がんだった。


　同時に、思う。


（……イバイツキ）


　何の魔法も持たぬくせに、これほどの天才を従える少年。


　位階も伝統も無視して──無視しているくせに、誰だれもの目を奪うばうほどの人材を揃そろえた集団。





　だからこそ。


〈アストラル〉など、受け入れられるはずもなかった。





　　　　２




「大だい丈じよう夫ぶ?!　社長！」


　いつきの肩かたを抱だいたまま、穂波が問いかける。


「あ、あは……な、なんとか」


　弱々しく少年は微び笑しようした。


　歩いているのは、路地裏をいくつも曲がりくねった抜け道だった。


　このあたりは、布留部市の新旧の街が混ざっていて、こういう小こう路じがいくつもある。いつか、穂波の授業から逃にげるときに使おうと思っていた道だけど、こんな風に使うとは思ってもみなかった。


「訊きいて……いい？」


　苦しい息の最中さなか、いつきが隣となりを向く。


「何？」


「あの子の……オルトヴィーンくんの結社って……どんなとこ？」


　少し考えてから、穂波が答えた。


「〈ミーミル〉。ドイツの北国境沿いで生まれた──規律の厳しいんで有名なとこや」


「北ほく欧おう……かあ」


　土地の歴史と環かん境きようは、魔術結社にも影えい響きようを及およぼす。


　北欧の冬の厳しさは、結社の思想をより頑がん強きように、より凍いてついたものへと変えていったのだろう。


　もうひとつ、いつきは訊く。


「そこは……位階が上なら……絶対に言うこと聞かなきゃいけないの？」


「え？」


「どんなに嫌いやな結社でも……入らなきゃいけないの？」


　男の子の台詞せりふはそうだった。


　──『無理矢理、大たい兄けいに推おされただけだ』


　対して、穂波はきゅっ、と唇くちびるをかみしめた。


「魔ま法ほう使いは……そういうもんや。特にあそこならそうやろ。どういう目的かは分からへんけど、新興結社に釘くぎをさす程度の意味で、弟で子しを推すかもしらへん」


「……そっか」


　ほつりと、呟つぶやく。


　穂波に肩を抱かれながら、ぎこちなく歩く。ルーンの呪じゆ詛そにやられた身体からだは、すぐに機能を取り戻もどしたりはしない。肺は熱く、息も熱く、一足ごとに身体を焼かれる心ここ地ちさえした。


　正直に言えば、こうして話していることさえ苦痛だった。


　だけど、


「オルトヴィーンは、どういう後輩だった？」


　と、いつきは訊いたのだ。


「社長。そんなことより……早く……」


　言いかけて、しかし、穂波はいつきの瞳を見た。


　それから、ため息をついた。


「……もう、聞くまで動かへんつもりやね」


　小さな子供に言うみたいに──しかし、少しだけ嬉うれしそうにこぼした。


「強い子やったよ」


「強い子？」


「魔法使いとして、誰よりも強い子。技術よりも呪力よりも、その意志が強かった。〈ミーミル〉は独自の教育プログラムを持ってるから、半ば中立地帯の学院に来ることは少ないんやけど……魔法使いたらんとすることにおいて、あの子より苛か烈れつな子を、あたしは知らへん。生活どころか、眠ねむっている時間の一秒やって、全部魔法に使わないと気がすまないようやった」


「…………」


　穂波の説明が、いつきの内に、あの男の子の像をつくりあげていく。


　あらゆる情熱を、魔術というひとつに注ぎこめる人間。


　たとえ異形であろうとも、自分の中に絶対的な何かを築き上げている人間。一生を賭かけてなお足りないほどの、何かを持っている者。


「なんでか、あたしとアディにはちょっと懐なついてたけどね。それも、単に学院首席を争っていた上級生やからかな」


「……そっか」


　いつきは納なつ得とくする。


　あの男の子は、あれで正しい。


　魔法使いの世界として、何も間ま違ちがえていない。


「もうええやろ」


　穂波が、かぶりを振ふる。


「とりあえず、もうすぐ〈アストラル〉や。ひとまずそこで傷を治してから、〈協会〉と〈ミーミル〉に抗議しよ」


「……それ、駄だ目めみたい」


　ぽつり、といつきが言った。


〈アストラル〉事務所へと続く、新たな路地裏。


　そこに、再びあの人ひと影かげが落ちているのを発見したからだ。





　　　　＊





「──このあたりの地形は、事前に把は握あくさせていただきましたから」


　兜かぶとみたいな帽ぼう子しを直し、オルトヴィーンが告げる。


　それもまた、魔法使いの戦いにおける必ひつ須す条件だった。


　あらゆる条件を考こう慮りよ・想定した上で先の先のそのまた先まで読む、魔法使いの戦術。あらかじめ戦場を把握しておくことなど、基本中の基本であったろう。


　穂波が、前に出た。


「社長に手を出す言うんやったら、あたしが相手や」


「先せん輩ぱいは尊敬してます。できれば、黙もく認にんいただきたいのですが」


「そんなわけにいかへん」


　少女の拒きよ絶ぜつとともに、空気がざわついた。


　ふたりの間で圧縮された呪力が、別の成分を混入しつつあった。その名を殺気ともいう。魔法使い同士の死線を、その殺気が露あらわにする。


　しかし、


「……ダメだよ。穂波」


　と、後ろから、いつきが声をかけたのだ。


「社長？」


「お前……？」


　ふたりが、同時に声をあげた。


　その間へと、よろけるようにしていつきが割り込む。


　明らかに衰すい弱じやくした足取り。赤ん坊ぼうが押しても倒たおれこみそうなふらつきぶりだ。


　なのに、いつきは言うのだ。


「先輩と、後輩なんでしょ。……それに、これは新入社員の問題なんだから、きっと社長の仕事だよ」


「何の、つもりだ……」


　オルトヴィーンの語ご尾びが、困こん惑わくしたように揺ゆれる。


　いつきは、淡あわく微笑ほほえんだ。


「言ったよね。……他人の力を借りなきゃ何もできないって」


「ああ」


「僕も、そう思う」


　静かに、いつきは認めた。


　しかし、認めた上で、さらに言った。


「だけど……今だけはキミの流りゆう儀ぎに合わせなきゃいけないんだろ」


「どういう意味だ？」


「僕が……キミに認めさせればいいんだろう」


　はっきりと、堂々と、オルトヴィーンを前に口にする。その台詞せりふがあまりに意外だったので、穂波もオルトヴィーンもつかの間茫ぼう然ぜんと言葉を失った。


「ボクに、勝つってこと？」


「そうしなきゃ……納得しないんだったら……」


　いつきが、うなずく。


「…………」


　沈ちん黙もくが、世界を閉とざした。


　オルトヴィーンは、うつむいていた。耳当て付きの帽子に隠かくされ、その表情は窺うかがうことができなかった。


「あはは……」


　と、その唇くちびるからこぼれた。


「あははははははははははははははははははははははははははははははははははははは！」


　哄こう笑しよう。


　喉のども裂さけよとばかりに声をあげ、唇をひきつらせる。


　沸ふつ点てんを通り越こした怒いかりが、オルトヴィーンを突つき飛ばした。


「なら死ね！　愚か者（Idiot）！」


　足元から、渦うず巻まきが噴ふき上がった。


　黒く、禍まが々まがしい嵐あらしだった。地面にあらかじめ刻んであったルーン文字が、オルトヴィーンの怒りに呼応して、呪力を溢あふれさせたのである。
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　いつきの右目に、そのルーンのカタチが映った。





「汝なんじは嵐！　汝は雹ひよう！　汝は災わざわい！　されば喰くらえ、ハガラズ！」





　いかなる呪じゆ詛そか、黒風の当たった場所から路地の壁かべが溶とけ、地面が腐くされる。先のナウシズのルーンがあくまで『束そく縛ばく』の術であったなら、まさしくそれは『災い』のルーンであった。


「社長！」


　マントの内側へ手を入れた穂波を、いつきは視線だけで制止した。


「──僕が！」


　叫さけび、いつきが眼帯を握にぎった。


　強く、握りしめる。眼球を傷つけんばかりに強く、指先を押しつける。激痛も衰弱も無視して、右目に意識を集中する。


　風が迫せまる。


　万ばん物ぶつを溶かし、腐らせる黒い嵐が。


　それを前に、いつきはためらわず、ただ前に出た。


「な──?!」


　オルトヴィーンが瞬またたく。


　その光景は、信じがたいものだった。


　風と風の狭はざ間まを──呪詛の狭間を、少年がすりぬけたのだ。まるで、魔ま法ほうなど最初から存在しないかのような、地面を滑すべるごとき中国拳けん法ぽうの歩法。


　淡い砂すな煙けむりを散らし、両手をひねりあげる。その両手が、オルトヴィーンには死しに神がみの鎌かまとも見えた。


　震しん脚きやく。


　五行拳が一、劈へき拳けん。


「あああああああっ！」


　いつきが叫ぶ。


　鎌を振ふり下ろすように、右手が振り下ろされる。


　咄とつ嗟さに背後へ跳とんだオルトヴィーンの代わりに、右手は隣となりの壁へと吸い込まれた。その壁に刻まれたルーン文字が欠けるや、嵐もはかなく散った。


「それが……お前の右目ってわけ？」


　肩かたで息をする少年に、オルトヴィーンは問うた。


「……そうなるかな」


　振り向いたいつきの顔は、真っ青に染まっていた。単なる衰すい弱じやくではなく、精気オドそのものが欠けつ乏ぼうした状態。


　先の呪詛によるものか、眼帯のまま右目を酷こく使しした代だい償しようか。


　両方だろう、とオルトヴィーンは判断した。


「──眼帯は取らないのか」


「そのつもり」


「舐なめてくれるものだね。ボクには本気になる必要もないってわけ？」


「そういうわけじゃないよ」


　いつきは、かぶりを振る。


「……これは、僕の『力』とはいえないもの」


「そうか」


　と、オルトヴィーンが呟つぶやく。


「お前のそういうところが気にくわない」


「……あはは。そう言われると思った」


　困った風に微び笑しようして、すう、と手をあげた。


　開いた左手を前に突き出し、右手を腰こしのあたりに据すえる。その腰と膝ひざが、普ふ通つうよりも幾いく分ぶん低く落とされた。


　三体式の構え。


　再び、ふたりが対たい峙じする。


　今度は、オルトヴィーンにも一いつ切さいの油断が無かった。


　いつきの能力を認めたのだ。少なくとも、ただの素人しろうとではない。自分が師事するような魔法使いではありえないにせよ、それなりの『力』を秘ひめている。資料では知っていたが、実際に体験して、はじめてオルトヴィーンはその恐おそろしさを知った。


　だが、自分には足りない。


　到とう底てい及およばない。


　そのことを知らしめて、ドイツへと戻もどればいい。この少年を殺せば波は紋もんは大きかろうが、喜ぶ者も多いはずだ。


「知ってるよ……」


　と、いつきがまた弱々しく笑う。


「キミの生きてきた世界じゃ……それが正しいんだろ……。人を殺したって……それで自分の意思が通るんだったら……魔法使いとして正しい……。だったら……きっと僕らの方が間ま違ちがえてるんだ……」


「社長……っ？」


「お前……？」


　やきもきしていた穂波が眉まゆを寄せ、オルトヴィーンもまた疑ぎ問もん符ふを浮うかべる。いまさら、いつきが何を言おうとしているか、判断がつかなかったためだ。


　その迷いをつくように、


「だけど……ここじゃ違う」


　と、言葉は続いた。


　力強く顔を持ち上げる。正面から相手を見据える。


「社長として、それだけは言える。どれだけ外の世界で正しかろうが、ここでは違う。ううん、本当は変わらないのかもしれないけれど……違うように、僕はありたい」


「…………」


　一歩、オルトヴィーンが後じさった。


　少年から放射されるモノに、気け圧おされたのだ。


　この臆おく病びような少年の様子からは考えがたかった──さしものオルトヴィーンさえたじろぐような、凄すさまじい気き魄はくに。


「〈アストラル〉は……違うんだ！」


「黙だまれ！」


　オルトヴィーンが吼ほえた。


　同時に、コートのポケットが開く。


　内側から、大量の小石が撒まき散らされる。そのひとつひとつに刻まれたるはルーンの秘力。


　もとより北ほく欧おうの魔ま術じゆつとは木と石とに由来する。単なる紙切れに書き込むよりも、石に刻んだ方が、扱あつかえる呪じゆ力りよくは倍増する。


　しかし、いつきの震脚はそれよりも速かった。


　少年の右目は、呪力そのものを視みる。すなわち、こちらの術の仕し掛かけやタイミングを一目で見破る異能。その異能から、この結果を見切っていたのだ。


　ほんのコンマ一秒。


　術の発動よりも、拳こぶしが早い！


「ああああああっ！」


　三体式から、大だい胆たんに前へ。


　大地からの反発で、螺ら旋せん状に力がねじれあがる。膝を、腰を、肩かたを、肘ひじをつきあがって、繰くり出されるは必ひつ倒とうの拳。


　五行拳が一、崩ほう拳けん。


　ぱんっ、と乾かわいた音が響ひびいた。


「え……？」


　いつきが、目を見開く。


　全体重を乗せた少年の拳を──オルトヴィーンの掌てのひらが受けたのだ。


「所しよ詮せんつけやきばだろ？　馬鹿（Dummkopf）」


　その唇くちびるが、冷笑に歪ゆがむ。


　魔法使いにとって、最も重視されるのは精神だ。


　そして精神は身体からだによって支配される。だから、優ゆう秀しゆうな魔法使いほど、肉体の修練も欠かさない。たかだか半年修練した程度の伊庭いつきが、敵かなう道理もない。


「それに……知らなかったかい？　ルーン文字は北欧の生まれで、ボクはその文字を使った戦士の、正統な末まつ裔えいだ」


　受け止めたまま、拳を握にぎりしめる。


　凄まじい腕わん力りよくが、いつきのバランスを崩くずす。男の子は、ただ片手でもっていつきの全力を上回っていた。体重を根こそぎ持っていかれて、いつきの身体が綺き麗れいに泳いだ。


「ヴァイキングの末裔だ！」


　隙すきだらけになった腹へ、オルトヴィーンの膝ひざがぶちこまれる！


「がっ！」


　腹部に爆ばく弾だんが炸さく裂れつした気分だった。


　そのまま、いつきが吹ふき飛ばされる。


　少年に出来たのは、せいぜい自分から跳とんで、オルトヴィーンの脇わきへと飛び込むぐらいであった。それも数メートルという距きよ離りに至って、砂じや利りに身体を削けずられながら、路地裏を何度となく転がった。


　体勢を立て直すためか、その路地裏の角へと、いつきが潜もぐり込む。


「社長──っ！」


「逃にげる気か！」


　嘲ちよう笑しようして、振ふり返ったオルトヴィーンはコートのポケットへ手を入れた。


　つかんだ小石のルーンは[image: ]ハガラズ。さきほど、腐ふ敗はいの黒風を吹かせた魔術。いつきの姿を追って、オルトヴィーンは走りながら呪文スペルを詠うたう。





「我は繰り返す！　喰くらえ、ハガラズ！」





　再び巻き起こる、魔の黒風。


　オルトヴィーンとともに路地裏を曲がり、無様に背中を見せた少年へ襲おそいかかる。


　今度こそ、黒風は少年を捉とらえたかに思えた。


　しかし、その寸前、呪力は露つゆとかき消えたのだ。





「──はらいたまい、清めたまう！」





　凛りんと振られたのは、玉たま串ぐしだった。


　榊さかきの枝に白い紙かみ垂しでをつけられた神具。


「かむとはしにとはしたまひ、かむはらひにはらひたまひてこととひし、いはねきねたちくさのかきはをもことやめて──」


　そして、祝詞のりとである。


　その祝詞が口ずさまれ、玉串の振られるところ、災わざわいなる黒風は単なるそよ風と化して、新たな人物の髪かみを揺ゆらすだけだったのだ。


「大だい丈じよう夫ぶ、お兄ちゃん社長っ！」


　角から出てきたのは、巫女みこ装しよう束ぞくを纏まとった、ツーテールの女の子であった。


　知っている。


　この少女は──〈アストラル〉神しん道とう課契けい約やく社員、葛城みかん。


　だとすれば、今、黒風を防いだ結界こそは、〈禊ぎ（Absolute Purification）〉。あらゆる魔ま術じゆつを寄せつけぬ、苛か烈れつなる魔術特性。


「……ありがと、みかんちゃん」


　その隣となりの地面に、いつきはうずくまっていた。


「やっぱり、他人の助けを借りるわけか」


　整った顔を歪めて、オルトヴィーンが悪態をつく。


　どこか、失望したようでもあった。


　少年を見下ろし、ポケットに手を入れる。その内側のルーンの数を確かめて、瞬しゆん時じに固めた覚かく悟ごとともに言う。


「ならいい。存分に助けを借りろ。その上で殺してやる」


「……あ、いや、その前に、僕の勝ちだと思うよ？」


「な?!」


　激げき怒どしかけたオルトヴィーンは、しかし、次の瞬間、別の意味で目を剝むいた。





「ほら……言っただろ。〈アストラル〉に先に着いたら、僕の勝ちだって」





　そう。


　いつきが吹き飛ばされたそこは、〈アストラル〉の敷しき地ちだったのだ。節操なく周囲を侵しん食しよくしている緑は、そこが〈アストラル〉事務所の裏庭であると、声こわ高だかに主張していた。


　そして、その向こうには、ビルとビルの間で、間ま違ちがいのように建てられた洋館があった。


　──魔法使い派は遣けん会社〈アストラル〉が。


「……お前、最初から、これを？」


　建物の陰かげで、オルトヴィーンが訊きく。


「いや、その」


　いつきは頰ほおを搔かく。


「僕じゃ勝てるわけないだろうし……あの、なんとか喧けん嘩かせずにすませられないかな……って」


「…………」


　全身の力が抜ぬけるのを、オルトヴィーンは感じた。


　どうしようもなく、気の抜けたことを少年は言う。命を賭かけて殺し合ったはずなのに、それを喧嘩だと言ってのける。あげく、最初に言って、忘れていたような約束まで持ち出してくる。


　これが、はたして魔法使い同士の戦いだと言えるだろうか。


「お、怒おこった？」


　ぱちくりと瞬まばたきして、いつきが手を振ふる。


　しばらくの間をおいて、唸うなりのようにオルトヴィーンが声をあげた。


「……分かった」


　と、ため息とともに肩かたを落としたのだ。


「魔法使いの契約ゲツシユは神聖だ。守ってやる」


「あはは……良かった」


　いつきも、ゆっくりと脱だつ力りよくした。


「お兄ちゃん社長、この人誰だれなの？」


　いぶかしげに唇くちびるをとがらせて、みかんが小首を傾かしげる。


「社長！　これは──！」


「いつきくん、どうしたの！」


　さらに、後ろからやってくる猫ねこまみれの青年と、少女の幽ゆう霊れい。


　猫屋敷蓮と黒羽まなみ。


　そういう名前を思い出す前に、いつきがこちらを指さした。


「……この子が、うちの新入社員」


　と、告げたのだ。


「オルトヴィーン・グラウツだって。皆みんな、よろしく……頼たのむね……」


　その言葉を最後に、ぱたんと手が落ちた。


　後ろ向きに、いつきの身体からだが崩くずれ落ちたのである。


「いっちゃん──！」


　オルトヴィーンの後ろから、穂波が悲鳴をあげた。


「社長！」


「お兄ちゃん社長！」


「──いつきくん！」


　次々と、少年のもとへ貸し出し魔法使いレンタルマギカたちが集まってくる。


「…………」


　オルトヴィーンは黙だまっていた。


　もう姿は見えていないはずなのに……次々と駆かけ寄ってくる足音や声にいつきが笑ったように見えて……それが何故なぜか、ひどく気に障さわったのだった。





　　　　３




　最初に見えたのは、いつもの天てん井じようだった。


〈アストラル〉の仮か眠みん室。身体を傾かたむけただけで、古くなったベッドがきしきし言う。あれから、ちょうど数時間ばかりが経たったところだろうか。窓には白いカーテンが揺ゆれて、その隙すき間まから夕ゆう陽ひの色が差し込んでいる。


　が、別のことに、いつきは息を飲んだ。


「え……と」


「……結局、私だけ最後までのけものでしたわね」


　隣となりに座った金きん髪ぱつの少女が、こちらを白い目で見つめてくる。


　アディリシア・レン・メイザース。


　あでやかな縦ロールと、優美な挙きよ措そ。胸にかかったソロモンの五ご芒ぼう星せい。美び貌ぼうに劣おとらぬ漆しつ黒こくのドレスもあいまって、少女は中世の名画から抜け出したようにも思えた。


　ただし今は──その肩からわなわなと目に見えない怒いかりが伝わってくるようで──美しいだけに恐おそろしくもあった。


「あ、アディリシアさん……？」


[image: ]


「そろそろ起きる頃ころだろうと思いまして。ダフネに淹いれさせておきましたの」


　言葉面づらだけは冷静に、少女が紅茶をすすめてくる。


「あ……ありがとう」


　おそるおそる、礼を言う。


　その紅茶を受け取った途と端たん、アディリシアは激しく声をあげた。


「だいたい、イツキはいつもひとりで勝手しすぎなんです！　仮にも結社の首領でしたら部下は自分の手足も同然でしょう！　自分ひとりで相手に向かったところで、何の栄えい誉よもありはしません！」


「いやその。なんとなく……そうしなきゃいけない気になって」


「なんとなくって何ですか！」


「えと……あの」


　いろいろと言い訳すべく、思考だけが数秒空転。


　結局、どう逃にげても勝ち目がないという結論に達して、いつきはことりとうなだれた。


「……ごめんなさい」


「よろしい」


　怒りのわりに、あっさりとアディリシアは許した。


　それから、すっと手を伸のばした。


「アディリシア……さん？」


「──本当に、痛みはありませんのね？」


　頰ほおに柔やわらかく指を滑すべらせ、少女は改めて問いかける。その声に胸が痛む。本当に心配してくれていたのだと、誰だれでも分かる声。


「う……うん」


「馬ば鹿か」


　指先から、甘い匂におい。


　頭のぼうっとするような、優やさしい香かおり。ずっとこうしていると、その香りと指の温かさに溶とけそうになる。


　心臓が妙みように高鳴って、急に部屋が狭せまくなった気分がした。


「イツキは、いつも無茶をした後でしか、私を頼たよってくれませんもの」


　アディリシアの顔がくしゃりと歪ゆがむ。


　哀かなしげに、はかなげに、白はく皙せきの美貌がいつきの顔に近づいてくる。整いすぎて、華か麗れいな人形細工さえ思わせる瞳ひとみと唇くちびる。


「私は……」


　と、その唇が続けかけたときだった。


「──アディ」


　と、水を差す声があったのだ。


「ほ、ホナミ！」


　アディリシアが赤面して、身体をもぎ離はなす。


　その後ろで、栗くり色いろの髪かみの少女が扉とびらを開いていた。蒼氷色の瞳アイスブルー・アイは半分閉じられ、実に冷たくこちらを睥へい睨げいしている。その冷気たるや、いつきの体感温度では極寒地獄コキユートスに匹ひつ敵てきした。


「会社で何してるん？　社長が目を覚ましたら、すぐに教えてくれるはずやなかった？」


「な、何もしてません！　言いがかりはやめてくださいませ！　それに、私は株主なんですから、こうして社長と経営方針を話す時間も必要です。だいたい、あなたが〈協会〉の支部でいきなり飛び降りた後、私がどれだけ後始末に苦労したか、分かっていますの?!」


「し、仕方ないやろ！　あのときは一刻を争ってたんやから！　アディの魔ま神じんよりもあたしの箒ほうきの方が速いもん」


「そんなの、私も乗せていけばすむことでしょう。──あら、ごめんなさい。ホナミの呪じゆ力りよくでは人ひとりが限界だったかしら」


「っ……！　やったら、アディの魔神ももうちょっとコンパクトに喚かん起きできるようにしたらええん違ちやう。血統と魔術特性任せで小回りが利きかへんように見えるけど？」


　喧けん々けん囂ごう々ごうと、たちまちふたりの間に敵意丸出しの呪力が張りつめる。


「…………」


「…………」


　アディリシアは絢けん爛らん豪ごう華かたる黄金の呪力。


　穂波は美しい森と似た碧みどりの呪力。


　荒あらぶる竜たつ巻まきのように黄金と碧が混じり合い──いつきの右目に痛みが戻もどる。


「──痛っ、たたたた。そ、そのふたりとも！」


　あわてていつきが止めに入る。


　そうしても、少しの間、ふたりは動かなかったが、


「まあ、今回は待ち人がいるからね」


　と、穂波が先に視線を外した。


「待ち人？」


「うん。じゃあ、入って」


　うなずいて、少女が背後へと声をかける。


　すると、もうひとりの人ひと影かげが、仮か眠みん室の扉から現れたのだ。


「オルトヴィーンくん……」


「オルトでいいよ。長ったらしい」


　そう言って、男の子は、室内でも帽ぼう子しをかぶったままの頭を振ふった。


「えっと……その」


　口にする言葉が見つからなくて、いつきは頰を搔かく。


　そんな様子に、オルトヴィーンが眉まゆをひそめる。


「新入社員って言ったのは、お前だろう？」


「そうなんだけど……あの、どう言ったものか分からなくて」


「じゃあ、入信儀礼イニシエーシヨンはいつやる気だ？　略式の誓せい約やく儀ぎ式しきでも構わないけれど」


「いや、そういうものも……ないんだけど……」


　ちらりと穂波の方を窺うかがうが、こちらは不ふ機き嫌げんそうに片目をつむったきりだ。


　代わりに、アディリシアが悠ゆう然ぜんと微び笑しようした。


「あなたの、思うままになさったら？　だって、〈アストラルここ〉はそういう場所ですもの」


「……やれやれ」


　呆あきれた風に、オルトヴィーンがため息をついた。


　そして、少し間をおいた後、すっと背筋を伸のばした。


「はじめまして。本日付けで〈アストラル〉に入社しましたオルトヴィーン・グラウツと申します。社長のイバイツキさまにおかれましては、どうぞ今後ともよろしくご鞭べん撻たついただけますよう、お願い申し上げます」


　なんとも折り目正しく、気持ちよいほどに清すが々すがしく、オルトヴィーンは一礼したのだった。





　そして、それが──魔法使い派は遣けん会社〈アストラル〉に、おおよそ一年ぶりの新入社員が登録されたときであった。
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　……夜であった。





　どことも知れぬ闇やみの中、ぼんやりとした光が灯ともっている。


　霊エーテル体である。


　ふくろうのカタチをした、霊エーテル体だった。


　それを、使い魔アガシオンと見み抜ぬけるものはどれだけいるだろう。それも、遠えん距きよ離り通信用の使い魔アガシオンとくれば、もはや真正の魔ま法ほう使いでさえ使うものは少ない。電話なりインターネットなり、科学の利器の方が遥はるかに利便性が高いからだ。


　それでも使う場合、理由はふたつしかない。


　盗とう聴ちようなどの関係上、魔法を使った方がセキュリティが高い場合。


　あるいは──科学などという蛮ばん人じんの道具に頼たよれぬほど、魔法使いのプライドが高い場合。


「……ああ。結局〈アストラル〉に入ることになった」


　声がした。


　まだ変声期を終えていない、男の子の声だった。


　向こうからの声は聞こえない。おそらく、霊エーテル体に中ちゆう継けいされた声は、そこから思念へと変へん換かんされるのだろう。


「……分かってる。契約ゲツシユは神聖だ。〈アストラル〉に入った以上、約束は守る。あなたの言ったように、あれを見ることがあったら報告する」


　闇の中で、朧おぼろな人影がうなずく。


　最後に、こう言った。





「じゃあまた……養父とうさん」





　ふくろうが翼つばさをはばたかせる。


　それと同時に、霊エーテル体は薄うすれ、消えていった。


　呪じゆ力りよくも完全に消え去ったのを確かく認にんしてから、人影はスイッチを押した。小さな部屋に電球の光が灯り、中学生ほどの男の子と、その足元に描えがかれた魔法円を露あらわにした。


　しばらく、男の子は動かなかった。


　石像と化したようにも見えた。


　長い長い、永えい劫ごうにも似た時間の後、


「馬鹿（Dummkopf）は……ボクの方だ」


　小さな拳こぶしを握にぎりしめ……オルトヴィーン・グラウツは呟つぶやいたのだった。
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「イバイツ、最近すげえやつれてね？」


　自じ称しよう・親友の山やま田だがそんな感想を口にしたのは、昼休みのことだった。


　風が暖かい。


　ぽかぽかと眠ねむ気けを誘さそわれそうな、春の風である。


　基本的にいつきは学食派だが、こんな暖かい日は屋上でサンドイッチを食べたりもする。飲み物は三角フルーツ牛乳で、決まって運動場の方を眺ながめながら、もぐもぐと口を動かしているのだった。


　この日も、そうしながら、目を白黒させた。


「あ、はは……そ、そうかな？」


「おお。目の下にくまとかつくってるのはいつものことだけどな。さすがに頰ほおがこけたり、青白くなったりは珍めずらしいぜ」


　冷静に、ぴしぴしと山田が指し摘てきを加えていく。


　碁ご盤ばんみたいな顔をしてるくせ、そういうところだけは外さない幼おさな馴な染じみだった。物理部のホープと言われていたのも去年のこと、二年生の今は後こう輩はいたちを率いて、近場のゲーセンの格ゲー大会を荒あらしている。……やっぱり、物理部との関連はよく分からないのだが。


「ええと、その、色々忙いそがしくて──」


「忙しくてというか、しごかれてやね」


　ため息をついたのは、穂波である。


　こちらは、屋上の柵さくにもたれかかって、いつきと同じサンドイッチをぱくついていた。


「しごかれてって……穂波さんに？」


「今回はあたしやあらへん」


　ぷい、と穂波が視線をそらす。


　なんとなく、不満そうな口ぶりでもあった。


　ちなみに、山田は〈アストラル〉の事情までは知らない。なんとなく、穂波といつきが同じバイトをしているらしいと、その程度の認にん識しきである。


「あら。半分はホナミじゃないかと思いますけど」


　いつきの隣となりで、アディリシアが突つっ込みをいれる。


「あ、あたしはいつもどおりに授業してただけやもん！　そやのにやつれてるんやったら、あたしじゃなくてオルトのせいやろ！」


「いつもどおりと言いますけれど、そのいつもだって積み重なれば十分でしょう。だいたい後輩ばかりの責任になさるのは、先輩としてどうなんです」


「それいったら、アディやって先輩やんか。ちょっとは、あれをいさめてもええんと違ちやう。放ほうっておくばっかりなんは怠たい慢まんやと思うんやけど」


「な……！　わ、私は、あくまで〈アストラル〉の株主であって結社の内部事情まで干かん渉しようする理由はありません。それを怠慢などと──」


「ふ、ふたりとも、その……あまり騒さわがない方が……」


　ふたりの間で、いつきがぱたぱたと両手を振ふる。


　新入生からの視線が、集中していたためだ。


　無理もない。日本の公立高校で、白人とハーフの少女ふたりが言い合っているのは、なかなか不思議な光景ではある。いつきのクラスメイトは見なれていても、新入生たちの目にはさぞ奇き異いに映るだろう。


「そ……その、俺、ちょっとジュース買い足してくるな」


　そそくさと山田が校内に離り脱だつ。こういうあたり、自称親友の自称っぷりがうかがわれる。


「ふん。いちいち他人の目を気にしてたら、話せへんもん」


　言いながら、穂波も少し恥はずかしそうに頰を染めた。


　あれから──オルトヴィーン・グラウツが〈アストラル〉に入社してから、二週間が経たっていた。


　とまれ、思ったよりは順調に過ごせたと言える。


（いや……ちょっと……だいぶ違うかな……）


　胸の中で、いつきは訂てい正せいする。


　どちらかというなら。


　むしろ、順調にいきすぎていたことこそが、最大の問題だったのである。








「──資料を見させてもらったけど、〈アストラル〉の運営には無む駄だがありすぎる」


　そう切り出されたのは、入社挨あい拶さつからすぐ後のことだった。


「そ、そう？」


「分からないのか、無能（Unfähigkeit）」


　冷たく、ドイツ語でオルトヴィーンが告げる。


「〈協会〉の評価ランクが低いから、補助が少なくて入札を取りそこねる──までは目をつぶっても、呪物フエテイシユの無駄遣づかいや報ほう酬しゆう算出の適当さ、あげく無報酬の仕事をいくつも重ねた上、クレヨンや猫ねこの餌えさ代だいにまで財政圧あつ迫ぱくされてるのはどういう了りよう簡けんだ」


　机に重ねた資料を叩たたきつつ、迫せまってくる。


　オルトヴィーンの身体からだ自体はいつきよりも小さいのだが、その体格に倍する圧力が押し寄せてくるようだった。体形に合ってない分厚いコートもまた、その圧力を増しているように思えた。


「その、だってお絵かきしてると、すぐクレヨン無くなっちゃうから……」


「い、一応、みかんさんの遊具と猫の餌代は、私のライター収入から雑費という形で出してますが……」


　これは、みかんと猫屋敷が続けて抗こう弁べんする。


　しかし、


「そもそも、ライター収入が全体の八割を占しめる魔ま術じゆつ結社が間ま違ちがえてる」


　一刀両断に、正論で切り返されたのである。


　それはもう、すぱっと頭から胴どう体たいまでを断たち切るような、鮮あざやかな切り返しだった。


「お、あ。あ……」


　あまりの正論ぶりに、猫屋敷もぱくぱくと口を開いて機能停止。みかんも同様に、涙なみだ目めになったまま言葉を失う。


　すると、横合いのデスクから、穂波が顔をあげた。


「まあ、そのへんにしとき。運営にやってある程度の弾だん力りよく性は必要やし。特に〈アストラル〉みたいな寄り合い所帯やと、細かくやりすぎる方がかえって勢いを失いかねへん」


「ああ。穂波先せん輩ぱいも、魔女術ウイツチ・クラフト用の植物を経費で買うついでに、自分の趣しゆ味みの花を仕入れるのはやめてください。今後は経費の備考欄らんに、必要事由を書いてもらいますから」


「っ──！」


　見事、三人目の犠ぎ牲せい発生。


　メデューサの魔眼に睨にらまれたごとく、たちまち硬こう直ちよくする穂波である。


　この場合、十人足らずの会社とはいえ、たった数時間の帳ちよう簿ぼ確かく認にんであらゆる矛む盾じゆんやなれ合いを看破したオルトヴィーンを褒ほめるべきだろうか。


　唯ゆい一いつ無事なのは私物を持たない黒羽ぐらいなもので、ほぼ〈アストラル〉全員が討うち死にという格好だ。死し屍し累るい々るいたるありさまをあっさりと無視して、オルトヴィーンはいつきへと向き直った。


「とりあえず、こういう現状は理解したか」


「あ……あ、うん」


　うなずきながら、まわりを見み渡わたす。


　斜ななめ後ろでは、無事だったはずの黒羽さえ、がたがたと震ふるえている。


　ある意味で、いままでのどんな敵よりも恐おそろしい相手かもしれなかった。放ほう漫まん経営を内側から切り崩くずされるのは、〈アストラル〉にとっても未知の衝しよう撃げきだった。なにしろ、痛いところは山ほどあるのだから、どこから刺さされても致ち命めい傷しよう間違いなしなのである。


「あ、あの……良かったら、ハーブティーでも淹いれましょうか……？」


「お茶もコーヒーも嫌きらいだ」


　おそるおそる言った黒羽が、その一言でがくりと崩れ落ちる。


　これで全ぜん滅めつ。


　幽ゆう霊れいの死体という世にも珍めずらしい存在ができあがり、残ったオルトヴィーンといつきだけが事務所で向かい合う。


「じゃあ、改善策からいこう」


　と、オルトヴィーンが片目をつむった。


「結論として、魔術結社本来の業務──特に入札での収入の大おお幅はば増強を目指す。設定目標は現在の三倍あたり。幸い、人材は悪くないわけだから、適切な入札さえ取れれば無む謀ぼうな目標じゃあるまい」


「入札、を？」


　入札とは、〈協会〉が所属の魔術結社に公こう募ぼする一連の『仕事』のことだ。


　報酬も高額の場合が多く、とりわけ優ランクと認められた仕事の成否は、〈協会〉内での権けん威いも左右する。


「でも……〈アストラル〉は、滅多に入札の声もかからないんだけど……」


「そこはなんとかなる。日本のことわざだと、蛇じやの道は蛇へびとか言うんだったな」


　冷ややかに、エメラルドグリーンの瞳ひとみが光る。


「覚かく悟ごしてろ社長。いい悲鳴をあげさせてやる」


　まるで、決けつ闘とうを言い渡わたすみたいに、唇くちびるの端はしを歪ゆがめたのであった。








（……あれから、まだ二週間なんだよねえ）


　はふう、といつきはため息をつく。


　実際、オルトヴィーンの仕事ぶりは凄すさまじかった。


　規模こそ大きくないものの、せしめてきた入札は六件。ほぼ二日に一回というハイペースで〈協会〉の入札をせしめてきたのだ。むしろ、近場でこれだけの入札が行われていたことの方に、いつきは驚おどろいたぐらいである。


　もちろん、準備や後始末も含ふくめれば一回の入札が一日で終わるわけはないので、事実上、二十四時間態勢で〈アストラル〉は猛もう回転中という次し第だいだった。


「──もともと、布留部市は霊脈レイラインの豊かな地域ですもの。低位の呪波汚お染せんの浄じよう化かとか結界の繕つくろいとか、細かい仕事はいくらでもありますわ。〈ゲーティア〉の日本支部を置いて私が常じよう駐ちゆうしてるのだって、私情というわけじゃありません」


　いつきの思いに同調したのか、アディリシアが感想を漏もらす。


「そういう入札を、ずっと〈ゲーティア〉に取られてたわけやね」


「あら、失礼ですわね。〈協会〉の信しん頼らい度どが違うのは、〈ゲーティア〉のせいではありませんわ」


「ふん……まあ、そういうことにしといたげる」


　穂波の舌ぜつ鋒ぽうも、いつもに比べると冴さえがない。


　もっとも、穂波はまだマシな方で、一番悲ひ惨さんなのは黒羽と猫屋敷である。いつきやみかんみたいな学校という逃にげ場がない分、丸一日オルトヴィーンのペースを強しいられつづけているのだ。まして、猫屋敷はライター業もセットという地じ獄ごくの二段構えだった。


「まあ、いい機会じゃありませんの？　いつきも社長としての経験を積む時期でしょうし。長く結社を続けていけば、そういう時期も二度か三度はありますわ」


「あはは……そ、そうかな」


　弱々しく、いつきは笑う。


（でも……）


　と、不意に思い出した。


　夢のことだった。


　オルトヴィーンに襲おそわれ、穂波に助けられる前、垣かい間ま見みた夢。


　あらゆる時間を、あらゆる場所を、ルーンに埋うめ尽つくされていた記き憶おく。自分という存在をルーンの付属物に仕立て上げられる記憶。


　そして、何よりも。


　あの夢の後半が、いつきには気にかかった。


　──暗い森。


　溢あふれかえっていた血の海。


　その大量の血を、命の精せい髄ずいを啜すすっていた影かげ。


　死体の山の中で、その光景を見ているしかなかった自分。


　あれは……


（……一体、なんだったんだろう？）


　ぼんやりと、考える。


　ぽかぽかとのどかな春風の中、自分の眼帯に触ふれる。その奥の右目だけが、答えを知っているような気がした。


　そのときだった。





　ＰＲＲＲＲＲ……





　穂波の携けい帯たいが、いつきのそれと同じ、無機質な着信音を鳴らしたのである。


「はい、もしもし」


　耳に当てて、数秒で穂波が凍こおりついた。


「え……？」


「穂波？」


　声をかけたいつきに、ぎこちなく少女が振ふり向く。雪花石膏アラバスターのごとき滑なめらかな肌はだが、ますます白く、透すき通るようにさえ思えた。


「今……オルトが……新しい入札が取れたって……」


「え？　ま、また？」


　こくり、とうなずく穂波。


「じゃあ……」


「〈協会〉の書類に、社長の承しよう認にんがいるからすぐに来いって」


　学業より本業優先というのも、最初にオルトヴィーンが確かめさせた事じ項こうである。


　先だって了りよう承しようさせられているだけに、穂波もいつきも断りようがない。みかんに続く年少魔ま法ほう使いだというのに、やり口は猫屋敷以上の巧こう妙みようさだ。


「三十分内に来ないと、キャンセルになるからとっとと来いやて──」


「いいいい、急がなきゃ！」


　残ったサンドイッチを飲み込み、いつきが走り出す。


「ん、どした？」


　ちょうど、ジュースを片手に帰ってきた山田が、そのいつきとすれちがった。


「ご、ごめん！　ちょっと僕、早退するから──！」


「て、お前、次の授業、テストだぞ?!」


「先生には、よろしく言っておいて！」


　振り向きながらお願いして──階段でつんのめりながらも、必死に駆かけ下りていく。


　そんな様子にため息をついて、山田は四角い頭を搔かいた。


「なんか、メチャクチャだな……」


「イツキならじきに慣れて、うまくやるようになりますわ」


　ただひとり、アディリシアだけは優ゆう雅がに三角コーヒー牛乳を飲んでいた。


　最初は三角テトラパックの飲み方も分からずにいたのだが、一年の月日は学園生活にこのお嬢じよう様さまを適応させたものである。もっとも、サンドイッチだけはどうしても口に合わないということで、メイド長のダフネにバスケットを持ってこさせている。


　その言葉に、山田はきょとんと振り返った。


「へえ、どうして？」


「だって、この私が期待してるんですもの」


　華はなやかに笑うのだからたまらない。


　第三者の山田が赤面してしまうほどの、それは誇ほこりと信しん頼らいに満ちた笑えみであった。





　　　　２




　いつきが向かわされたのは、いつものビジネスビルだった。


〈協会〉は先の飛行船支部のほか、各地に手続き用の事務所を置いている。


　表向きは八神コーポレーション傘さん下かの下した請うけ企き業ぎようとなっているが、このビルもそういった事務所のひとつであった。支部といえるほどの霊れい地ちではないが、たいていの入札や手続きはこの事務所で済ませられるわけだ。


　そして、いつきが踏ふみ込んだとき。


　事務所の奥は、ひどく殺さつ伐ばつとした空気を漂ただよわせていた。


「ぇ……？」


「ようやくいらっしゃいましたか。〈アストラル〉の若社長」


　柔にゆう和わな──しかし、確かな敵意を剝むきだしにした声で出で迎むかえたのは、墨すみ染ぞめの衣ころもをまとった僧そう侶りよである。衣の上には年代物の袈け裟さをかけ、ゆったりとソファに腰こしかけている。薄うすく皺しわの浮うかんだ顔は四十そこらと見えたが、その表情は温おん厚こうさよりも厳格さの方が強かった。


　くわえて、


「まさか、こちらの『仕事』に横よこ槍やりをいれた上、遅ち刻こくされるとは思いませんでした。噂うわさよりも豪ごう胆たんなご様子ですね」


　口調の端はし々ばしからも、ぴりぴりとした怒いかりが伝わってくる。


　いつきでなくとも思わず膝ひざを折ってしまいそうな、強きよう烈れつな怒ど気きの放射であった。


「そ、その、横槍……？」


「萎い縮しゆくするな、馬鹿（Dummkopf）」


　ちょうど、その真逆からドイツ語で罵ば倒とうされる。


　僧侶の対面に、やはりコート姿のオルトヴィーンが座っていたのだった。


「オルトくん」


「……遅おそかったな」


「ご、ごめん。なるだけ急いだんだけど、着き替がえとか時間かかって！」


「ふうん」


　ちらり、といつきの格好を見て、舌打ちする。


　一応、学生服からスーツへと着替えてみたのだが、オルトヴィーンの気には召めさなかったらしい。


「まあ、いい。どうせ、社長にやってもらうのは、契けい約やくの確認とサインだけだ」


「サイン？」


　ゆるんだネクタイを締しめ直しながら、いつきが訊きき返す。怖こわくて、僧侶の方は向けないままである。


　すると、答えはいつきの入ってきた扉とびらから現れた。


「──ええ、こちらに用意しております」


　扉の向こうから、ひどくのっぺりとした人ひと影かげが入ってきたのだ。


「……影崎さん」


　隣となりに立った、平へい凡ぼん極きわまる人影に、いつきは戦せん慄りつした。


〈協会〉の影崎。


　いろんな意味で、いつきもまた苦手とする相手であった。


「〈アストラル〉の競争入札は久しぶりですからね。担当の私が付き合わないわけにも。──そうそう、最近はずいぶん繁はん盛じようされているようで、おめでとうございます」


　ゆるり、と影崎が一礼する。


「あ、ありがとうございます。……あの、競争入札って？」


「おや。おかしなことをおっしゃいますね。こちらの──〈金こん翅じ院いん〉の独どく占せんだった『仕事』に、わざわざ入札をふっかけたのは〈アストラル〉でしょう？」


「え？　ふっかけ──」


「間ま違ちがいない。〈アストラル〉は、今回の呪じゆ力りよく浄じよう化かについて入札を主張する」


　訊き返しかけたいつきを遮さえぎって、オルトヴィーンが堂々と言ったのだ。


　愕がく然ぜんと、いつきが振ふり返る。


「ちょ、オルトくん。じゃあ、これって人の『仕事』を奪うばって──」


「奪ったわけじゃない。もともと入札の余地のある『仕事』が、単一の結社の独占になっているのがおかしい。布留部市の霊脈レイラインに沿っている以上、〈アストラル〉にも入札の権利があるのは当然だ」


　しれっと言ってのけるオルトヴィーンである。


　正論とはいえ、そんな傲ごう慢まん極まる物言いを目の前でされるのだから、僧侶の怒りも当然だろう。この事務所にわだかまった険悪な空気を、やっとのことでいつきも理解する。


　つまるところ、オルトヴィーンの入札は、外部で決まっていた『仕事』にちょっかいをかけていたのである。


　複数の魔ま術じゆつ結社が入札する以上、早い者勝ちの実力勝負となる。目の前の僧侶の結社と〈アストラル〉と、どちらかしか報ほう酬しゆうを得られないということだ。


「で、でもほら、魔法使い同士、あまり喧けん嘩かとかしない方が」


「黙だまれ。そんな生なま温ぬるいやり方で目標を達せるか。くだらない島国根こん性じようをボクの前で発揮するな」


「──ええ、こちらもかまいませんとも」


　と、僧侶が口にした。


　ただし、穏おん当とうな色はどこにもない。


　にこやかに笑った顔は、露ろ骨こつなまでにひくひくと怒りを混じらせていた。僧そう侶りよというよりは、仏敵を前にした明みよう王おうか何かに見える。


「もともと、先代の折には、〈アストラル〉さまとの競争入札は多かったですからね。……ただ、そういうことでしたらこちらも遠えん慮りよいたしませんので、よろしくお願いします」


　慇いん懃ぎんに禿はげ頭あたまを下げたものである。


　そのまま、僧侶は立ち上がって、事務所から退出した。


「さて」


　残されたいつきとオルトヴィーンに対して、影崎がひとつうなずく。


「〈金翅院〉さまも一応納なつ得とくされたようですし、改めて入札の契約をしましょうか」


「……あれって納得したんですか？」


「いいかげん諦あきらめろ」


　オルトヴィーンの言葉に、いつきがため息をついた。


　遅きに失したとはこのことである。自分が事務所に来たときには何もかも決着がついていて、後は社長としての責任を取るだけという、実にありがたくない結論だった。


「じゃあ……どういう仕事なの？」


　疲つかれ果てた声で、確かく認にんする。


「ただの呪力浄化だよ」


「より正確には、霊脈レイラインの調整ということになりますかね。ひびわれた霊脈レイラインを繕つくろう──いうなれば、壊こわれたパイプを直すようなものです」


　影崎が、説明を付け加えた。


　霊脈レイラインから漏もれた呪力が、低位の呪波汚お染せんになってしまう前に浄化するという──おおよそどの系統の魔術結社でも、基本中の基本とされる内容である。


　呪波汚染が及およぼす被ひ害がいを考えれば、いわば〈協会〉の公共事業といってもよい。


　オルトヴィーンの取ってくる入札には、そういったものが多かった。いつきにしても、なんとなく危険度が低そうなので不満はない。


　しかし。


　複数結社での競争入札となれば、また話は別だ。


　取り合いである以上、向こうの魔術結社からの妨ぼう害がい──攻こう撃げきだって考えられる。魔術結社同士の争いというのは、いつきも数度しか経験したことがないが、いずれも忘れがたい凄すさまじさを伴ともなっていた。


（う、わあ……）


　緊きん張ちようで、胸が張りつめる。


　口の中が渇かわいて、立っていられなくなる。


「では、契けい約やくしてよろしいですか？」


　と、影崎が契約書を差し出した。


「あ、あ……はい。ええっと、ここに名前を書けばいいんですよね」


　書類の下部を指差しながら、書面の重要事じ項こうだけをつまんで読む。


　こういうのだけはなんとなく慣れてきた。一年の間、ひたすらサインばかりさせられてきた哀かなしい結末である。


　その途と中ちゆうで、目が止まった。


「あれ……？」


「どうかしましたか」


「いや、その、この場所って……」


　茫ぼう然ぜんと、呟つぶやく。


　さきほどの緊張とは別の何かが、急に脳の内側から湧わき上がったのである。





　──得体の知れないものが喉のどの奥からひしりあがってくる悪お寒かん。


　──自分の身体からだの内側に、未知の異物があると気が付いてしまったような気分。





「…………」


　オルトヴィーンの瞳ひとみが、かすかにきつい色を浮うかべた。


　しかし、そのことにも気づかず、


「そう……確か……」


　と、いつきは呟いた。


　右目に──黒い眼帯に触ふれる。ざらりとした革かわの手ざわり。その奥の痛み。


　書類にクリップされた写真に触れて、いつきは自分でも自分の言葉を半ば認識せぬまま、こう続けたのだ。





「……あの、暗い森」





　　　　＊





　夕暮れどき、十数人の僧侶たちが一箇か所しよに集まっていた。


　古びた寺社の庭である。


〈金翅院〉。


　ふたつの意味で、そう呼ばれる寺社だった。


　ひとつは寺社そのものの名前であり、もうひとつの意味はけして一いつ般ぱんに知れることはない。すなわち、〈協会〉にも登録された魔ま術じゆつ集団としての名前であり、彼らは皆みな一通り以上の術式を修めてきた験げん僧そうなのであった。


　誰だれもがしわぶきひとつせず、春の夕暮れに立ちつくしている。


　その静けさが、彼らの実力のほどを示しているともいえた。実直をもってなる精神性こそがより験げん力りきを高め、集団としての魔術性を引き上げることを、彼らは皆知ち悉しつしているのであった。


「──叡えい海かいさま」


　そのひとりが、顔をあげた。


　ゆっくりと渡わたり廊ろう下かをやってきたのは、さきほど〈協会〉の事務所でオルトヴィーンと向かい合っていた僧そう侶りよだった。


　渡り廊下の中央で止まり、叡海は験僧たちを見下ろす。


　数秒の間をおいて、端たん的てきに告げた。


「〈アストラル〉は、我らに対して競争入札を主張しました」


「…………」


　験僧たち、無言。


　沈ちん黙もくの内側を、ざああっと緊張の波が渡った。魔術集団同士の争いを期しての緊張であった。


　しかし、


「実に、哀あわれな話ではありますね」


　にこりと、叡海が笑ったのだ。


　合がつ掌しようし、小さく頭を垂れてから、


「誰であろうと、我らの土地であらがえる道理もありますまいに。どうも、〈アストラル〉の二代目は春の陽気にあてられたらしい」


　その言葉に、皆の緊きん張ちようが和やわらいだ。


　代わりに、微び苦く笑しようと──どこかしら好戦的な空気が湧きあがった。


　彼らが徳性を重んじる尋じん常じようの僧侶である以前に、法力を重んじる験僧であるという証明だった。ひとりひとりでいえば穂波や猫屋敷には敵かなわぬものの、集団となれば、よほどの魔術結社にも勝まさるという自負を持ち合わせてもいた。


　実際、自負だけではありえない。


　宗教という芯しんを持つ魔術集団は、その芯のゆえに高い士気と集団能力を発揮する。とりわけ、自分たちの慣れた土地ではその能力を最大限に発揮できる理り屈くつであった。


「すぐに準備します。寄せ集めの魔術結社ではどうにもならないと証明してみせましょう」


　叡海の声に、より強く、験僧たちが湧いた。





　──あるいは。





　だからこそ、気づかなかったのかもしれない。


　今こ宵よいの空気に混じっていた、ほんのかすかな邪じや気きに。


　呪じゆ波は汚お染せんというには淡あわすぎる──しかし、甘い血の香かおりを漂ただよわせた──それは、ひどく不ふ吉きつな気配であった。





　　　　＊





　同じ頃ころ、


「──おや、社長は？」


〈アストラル〉事務所に帰ってきた穂波を見て、猫屋敷が瞬まばたきした。


「オルトにさらわれたまま。昼休みにいきなりさらわれたせいで、あたしがプリントとか預けられた。多分、まだ〈協会〉の契けい約やくとかで手間取ってるん違ちやう？」


　不満げに、穂波が言う。


　鞄かばんを置いて、プリント類を社長のデスクに置いた。「来週、居残りテストになったから」と書き残すのを忘れない。いささか可哀かわい想そうな気もするが、学業をおろそかにもさせられまい。


「ああ。こちらにもさっき〈協会〉から連れん絡らくが入りました」


　ため息混じりに、猫屋敷が片目を閉じる。


「それって、あの競争入札いうもの？」


「ええ。〈金翅院〉ですよね」


　扇せん子すを広げ、実にしんどそうに首を垂れた。


「……オルトヴィーンさん、仕事熱心なのはありがたいんですけどねえ」


　半ばデスクにへたりこみながら、そう続けたものである。


　ついでに、


「もう、あたし限界だよう……」


「あ、あたしはまだ頑がん張ばれます。頑張れますけど……ちょっと……そろそろ書類も増えすぎてきたかも……」


　背後で、みかんと黒羽もそれぞれの悲鳴をあげた。


　つまるところは、〈アストラル〉全体がそういう感じでもあった。この二週間のオーバーワークは、いつき以外の社員にも当然の疲ひ労ろうを強しいていたのである。


　そこに、今度の競争入札である。


　猫屋敷が、小さくため息をつく。


「〈金翅院〉と取り合うのは面めん倒どうですねえ。もともと、そういう補修作業は大の得意っていう魔術集団ですし、〈協会〉の格付けでも堂々のＡクラス。魔術特性からしても、あまり〈アストラルこちら〉に有利な点が浮うかばないんですが」


「基本的な魔ま術じゆつ系統は、密教と修しゆ験げん道どうの習合やったっけ」


「ええ。隻せき蓮れんさんがいれば、もう少し穏おん当とうな落とし方もできたでしょうけどね。あの人はそういう方面に顔が広いですし」


〈アストラル〉の密教課臨時社員・隻蓮は、目下世界漫まん遊ゆう中であった。つい先月、ヴェネツィアから手紙が届いていたが、以降はどこにいるのかも知れない。


「日本の魔術集団は、こと防ぼう御ぎよに関しては一流ってところが多いからね」


　穂波もため息をつく。


　西洋の魔術結社と東洋の──より厳密には、日本の魔術集団との違ちがいである。


　土地と環かん境きようが違えば、必要な技術や方法論は変わってくる。魔術においても、それは基本思想の違いというカタチで現れてくるのだ。


　攻こう撃げきと、防衛。


　自然を征せい服ふくするための魔術か、自然と適応するための魔術か、と言い換かえてもよい。


　オルトヴィーンの方法論は、西洋の魔術結社として間違えていない。隙すきがあればつけ込み、より有能なものが霊れい地ちを支配するというやり方は、あの土地として正しいのだ。


　しかし、日本においても通じるとは限らない。


「まあ、それでも対たい抗こう用に手を打てないことはないですが──」


　こめかみをつついて、猫屋敷が言葉を止める。


　その続きを察して、穂波が口を開いた。


「怪け我が人が出そうな喧けん嘩かになると、社長がうるさい？」


「社長は嫌いやがりそうですよねえ……」


　顔を見合わせ、ふたりともが苦く笑しようした。


　自分たちの社長の反応を想像したのである。


「社長やったら、『魔法使い同士で喧嘩なんか』とか言ってそうやもんね」


「いやいや、きっとそれ以前に、服装とかに迷って遅ち刻こくして、オルトヴィーンさんを怒おこらせてるんじゃないですかね」


　互たがいに意地の悪い表情で、予想図を披ひ露ろうする。


　この一年近く、どうやってもこの業界魔法使いに慣れない少年社長を、ずっと見てきたふたりである。


（どうせ、一ひと筋すじ縄なわじゃいかへんもんね）


　穂波も、そう思って肩かたの力を抜ぬいた。


　あの社長が相手では心配しすぎるだけ損をする。どうせやるだろう無茶に対応すべく、力を温存していた方がよほどマシだ。それに、アディリシアにも一応頼たのんであるし……


　ふと、猫屋敷が顔をあげた。


「ひとつ、気になることがあるんですが……」


「え、何？」


「穂波さん、学院時代の後、オルトくんのこと聞いたことあります？」


「……ううん。あたし、日本に来た後、学院とはほとんど連れん絡らくとってへんし」


「以前私のいた流派も、ほとんどが日本ですからね。いかんせん、西洋の結社がらみの話については疎うといんです。ですけど、一応遠回しにいくつかのルートをあたってみまして」


　机の上で、扇子をすうっと回す。


　そういった人脈や情報収集には異様に長たけている陰おん陽みよう師じではあった。閉へい鎖さ的なコミュニティを持つ日本の魔術界にありながら、彼のコネクションは穂波にも把は握あくできていない。


　その猫屋敷が、すうと目を細めて言った。


「オルトヴィーンさん、何度か所属結社を変かえてます。この一年でも三度。もっとも、〈アストラル〉以外は、〈ミーミル〉と同じルーン魔術系の結社ですから、あまり話題にはのぼってませんけどね」


「三度も？」


「ええ」


　ゆっくりと、猫屋敷がうなずいた。


「で、移い籍せきした結社ですが……どこも、オルトヴィーンさんがいなくなった直後に、失しつ踪そう者が出てるようです」


「し、失踪ですか?!」


　ぴょこんと半はん透とう明めいの黒くろ髪かみを跳はね上げたのは、隣となりで聞いていた黒羽である。


「まあ、詳くわしい事情までは分からないんですけどね」


「…………」


　少し考えて、穂波は身を翻ひるがえした。


「どうしました？」


「ちょっと……社長、迎むかえにいってくる」


　なるだけむっつりしたままの顔で、とんがり帽ぼう子しとマントをかぶって、玄げん関かんへと向かう。


　その背中に、声がかけられた。


「心配になりました？」


「そ、そんなんやあらへん！　でも……社長、また面めん倒どうごとに巻き込まれてるかもしらへんし」


　舌がからまる。


　自分でも、かなり苦しいと思う言い訳だった。


　が、これはあっさりと、猫屋敷が頭を下げたのである。


「では、お任せします」


「────っ」


　耳まで真っ赤に染めて、ぷいと穂波は視線をそらした。


「あ、あ、あたしも行きます！」


　黒羽が手をあげて、穂波の後ろについていった。


　そうして数分後、ふたりの少女は、春の夜空へと吸い込まれていったのだった。








「……ふむ」


　ふたりを見送ってから、なんとなく猫屋敷は筮ぜい竹ちくに手を伸のばした。


　五十本よりなる、占うらないに使う道具である。


　一本を太極として抜いた後、ざらざらとかき混ぜて、右手と左手で移動させていく。一定の規則に則のつとって、スムーズに筮竹が流れていった。本来の陰陽道からいえば、こちらの方が猫屋敷の本道ともいえた。


　明めい夷い、と出た。


　あるいは、地ち火か明夷ともいう。


　三十六卦け──太陽が沈しずみ、すべてが暗黒に支配されるという卦だった。


「…………っ」


「にゃあ」


　心配げに、足元で白びやつ虎こが鳴いた。





　　　　＊





　月が出ていた。


　真円にほんのりと足りない、上じよう弦げんの月である。


　今も昔も、兎うさぎの餅もちつきを刻印された、その姿は変わらない。あるいはアメリカで言うように女性の横顔と解かい釈しやくしても、アラビアで言うように吼ほえ猛たける獅し子しと解釈しても、月の姿が変わるわけではない。


　光も、また。


　古代からの蒼あおく静せい謐ひつな光の下もとで、オルトヴィーンはずっと不ふ機き嫌げんそうだった。


「ちょ、ちょっと待って。なんか僕、まずいことした？」


「…………」


　黙だまったまま、いつきの数メートル先を歩いていく。


　夜とはいえ、春の陽気である。分厚いコートを着て早足で歩けば、どっと汗あせが噴ふき出るだろうに、オルトヴィーンの顔にはわずかな赤みさえ差さなかった。


「そ、その、やっぱりさっきの〈協会〉での契けい約やくとかまずかったりした？」


「…………」


　やはり、返事はない。


　ほんのり欠けた月の下、街路に落ちたふたつの影かげは、ずっと同じだけ離はなれたままだ。


　あの、〈協会〉での契約の後だった。社員への確かく認にんもあるので、一いつ旦たん〈アストラル〉の事務所へと戻もどる途と中ちゆうである。


　ただ、〈協会〉との契約から今まで、オルトヴィーンは一言も口を利きかなかったのだった。


　そのむっつり具合ときたら本当に筋金いりで、いつきには呼吸音すら聞こえなかった。オルトヴィーンがじっとしていれば、そのまま死んでしまったんじゃないかと勘かん違ちがいしたかもしれない。


「あの、悪いことがあったなら謝るし、」


　言いかけて──いつきはつんのめった。


　ぴたり、とオルトヴィーンの足が止まったのである。


「……何か、見たのか？」


　と、帽子の下の顔が振ふり返った。


「え？」


「全然、森じゃないだろう」


　そのとおりだった。


　影崎の見せた資料と写真は、郊こう外がいの小さな図書館だったのだ。


　まばらに木々も生えてはいたが、到とう底てい森といえる規模ではなかった。昨年からの呪的事件の頻ひん発ぱつで少しばかり漏もれている呪力を修正してほしいという、それだけの依い頼らいだ。オルトヴィーンの行動の結果として、競争入札にはなったが、依頼自体は〈協会〉の公こう募ぼとしてポピュラーなものだ。


　なのに……どうして、この右みぎ眼めは痛んだのか。


「…………」


　黒い眼帯に触ふれたまま、おそるおそるいつきは口を開く。


「……なんか、あの写真……夢で見た森っぽく見えちゃって」


　そう。


　あの森だ。


　オルトヴィーンと戦ったときの夢。死体と死体と死体と死体と死体と──血の池を貪むさぼっていた何か。


　恐きよう怖ふよりも、戦せん慄りつよりも、いっそ見とれてしまいそうな残ざん酷こくが胸をついた光景。


「……その眼か」


　オルトヴィーンの言葉に、ずくん、と心臓が高鳴った。


「お前の右眼は……最低だ」


　突つきつける。


　こちらの心を抉えぐるようにして、オルトヴィーンはさらに言う。


「妖精眼グラム・サイト。何でも見る眼なんだろう？　一体、人の過去をどこまで覗のぞき見た？」


「ちが……」


　違うと、言えなかった。


　いつき自身にすら、自分の眼のことは分かっていない。この眼がいかなる『力』を秘ひめていて、いかなる『代だい償しよう』を払はらわされるのかだって、いまだに判然としていない。


　ただ、視みてしまうのだ。


　いつき自身の意思にも関かかわりなく、奥の奥まで、底の底まで視てしまう。魔ま法ほうに関わる根本を、何もかも暴あばき出してしまう。


　妖精眼グラム・サイト。


　それが、いつきの右眼の名前。


　神かみ代よの魔法使いが持っていたとされる、幻まぼろしの瞳ひとみ。


「言えよ。……何を見た？」


　有う無むを言わさぬ力が、オルトヴィーンの声の底に湛たたえられていた。


　その気き迫はくに押されて、いつきの喉のどがひきつる。


「ちょ……待って」


「なんだ」


「そ、その前に、ひとつ訊きいていいかな？」


　街路を後じさりながら、青ざめた顔で人差し指を立てる。


　その様子に毒気を抜ぬかれたのか、オルトヴィーンも黙だまったまま、顎あごをしゃくって促うながした。


「じゃ、じゃあ……ええと、穂波やアディリシアさんは、前の学校だとどんなだったのかなって」


「は？」


　ぽかん、とオルトヴィーンが口を開けたまま、眉まゆをひそめた。


「その、だから、オルトくんがあのふたりをどういう風に思っていたのかってことなんだけど」


「なんで学院の話が出てくる？」


「いや、だってオルトくん、穂波とアディリシアさんは先せん輩ぱいって尊敬してるでしょ」


「当たり前だ。あのふたりは、ボクよりも高い位階にいる。魔法使いとして上位のものを敬うのは自然なことだろう」


「それだけ？」


「────っ」


　一いつ瞬しゆん呼吸を止めた後、オルトヴィーンは訊き返した。


「じゃあ、お前にとって、穂波先輩とアディリシア先輩はなんなんだ？」


「…………」


　これは、いつきもすぐに言葉が出なかった。


「え、と、少し考えていい？」


「好きにしろ」


　呆あきれかえったように、オルトヴィーンが吐はき捨てる。


　そのまま、歩き出す。むしろ、厄やつ介かい者を切り捨てるように加速する。夜道ではあったが、このあたりの地形はいつきを急きゆう襲しゆうした段で記き憶おくしていた。


　しばらくして、


「先生と……目標かな」


　と、声があがった。


　オルトヴィーンは振ふり向かない。意固地に歩きつづけている。


　かまわずに、いつきは言葉を続けた。


「穂波は僕の先生で、アディリシアさんは僕の目標。……うん、少なくとも、僕にとってあのふたりは魔法使いというだけで立派なわけじゃないから」


　ややも息を切らしながら、そんなことを言う。


「だから、オルトくんがあのふたりを尊敬する理由が分かったら、少しはマシな社長になれるかなって」


「…………」


　再び、オルトヴィーンは沈ちん黙もくしていた。


　ただ、さきほどの沈黙とは、別の何かが混じっていた。たったそれだけで、ひどくとげとげしかった夜の空気が、どこかしら穏おだやかに思えるのであった。


「おかしなヤツだな」


　と、呟つぶやいた。


「〈アストラル〉は……違うとか言ったな」


「……うん」


　いつきを襲おそったときだ。


　──たとえ人を殺あやめようが、それで自分の意志が通せるなら、魔法使いとして正しい。


　そのことを認めた上で、伊庭いつきは「違う」と吼ほえたのだ。


　外で正しかろうが何だろうが、〈アストラル〉は違うのだと。


「でも、ボクにとっては同じだ。横よこ槍やりをいれた以上、今度の入札では〈アストラル〉全体が泥どろをかぶることになる。残念だな。大好きな綺き麗れい事が通せなくて」


　オルトヴィーンがせせら笑う。


　しかし、その笑えみはすぐに止まった。


「入札は、頑がん張ばろうと思うよ」


　と、返事があったのだ。


「頑張る？」


「横取りは良くなかったと思うし、怪け我が人とか出るのは嬉うれしくない。でも、そういうのも魔ま術じゆつ結社として見ておかなきゃならないなら、僕は見ようと思う。ちゃんと見て、ちゃんと聞いて、やっぱり許せない部分が出たら止める。それだって、社長の仕事でしょ」


「…………」


　オルトヴィーンは、黙っていつきを見上げた。


　眼帯さえ除けば、ちょっと臆おく病びような──どこにでもいる少年だろう。


　だけど、この少年は社長たろうとしている。オルトヴィーンには分からない方法で、オルトヴィーンには判断できないやり方で、それでも先に進もうとしている。


　いつのまにか、オルトヴィーンはまた足を止めて、振り返っていた。


　小さく、肩かたをすくめる。


「アディリシア先輩と穂波先輩は……強かったからだ」


「ふえ？」


「訊いたのはお前だろう。学院でも、あのふたりは強く見えたんだ。魔術だとかどうだとか抜いても、あのふたりの姿は誰だれより強く見えた。だから……その強さに憧あこがれた」


　オルトヴィーンは言う。


　その気持ちは、いつきにも分かった。


　あのふたりは、強い。


　魔術とかどうこうではない。その姿勢が、その生き方が──どんな障害にも正面から立ち向かおうとする姿が、誰よりも潔いさぎよくて美しい。その美しさこそがあのふたりの強さなのだと、いつきは誰よりも理解していた。


「質問には答えた。……じゃあ、こちらも最初の話に戻もどっていいな」


「え？　あ、うん」


　ぶんぶんと、勢いよくいつきがうなずく。


　そういう仕草も年ねん齢れいより幼く見える理由なのだが、この際無視して、オルトヴィーンは肝かん心じんの話題に切り込んだ。





「お前は、その眼めで、どんな森を見たんだ？」





　入札に出された写真。


　いつきが森と見み間ま違ちがえた風景。


「それは……」


　一いつ瞬しゆん、いつきは口ごもった。


　ぐ、と奥歯を嚙かみしめる。


　眼帯を押さえ、その内側から絞しぼり出すように言葉を紡つむいでいく。


「暗くて……すごく寒そうな森で……木も大地も皆みんな枯かれてて……いっぱいいっぱいの死体の中で……誰かが……」


「誰かが？」


　鸚おう鵡む返がえしに、オルトヴィーンが問う。


「誰かが……血を飲んで……」


　そこまで言いかけたときだった。


　突とつ然ぜん、目の前のオルトヴィーンががくりと膝ひざをついたのだ。


「お、オルトくん?!」


「黙だまれ！」


　短く言ったオルトヴィーンが、顔を押さえる。


　顔面をつかんだ指が、小刻みに震ふるえていた。指の間から見える顔色は真っ青に染まり、初めて見る焦しよう燥そうさえ浮うかべていた。


「どうして……こんなときに……」


「え？」


　呟きが聞き取れず、いつきがきょとんと瞬まばたきする。


　その間かん隙げきをついて、オルトヴィーンが顔をあげた。





「……お前は先に帰れ」





　ぞくり、と背筋が冷えた。


　そんな何かが、声の内側にはこもっていたのだ。


　次の瞬間、オルトヴィーンは街路を駆かけ出していた。


「オルトくん──?!」


　引き留める間など、あるはずもなかった。


　そのまま、オルトヴィーン・グラウツはいつきには到とう底てい及およばないような速度で、走り去ってしまったのだった。





　　　　３




　そこは、小さな図書館であった。


　古くから街に馴な染じみ、通っていた子供がやがて我が子を連れてやってくるような、そんな時間を積み重ねてきた場所だった。蔦つたの絡からんだ壁かべは変色し、ところどころには罅ひびも入り、何度か取り壊こわしの予定がありながらも、そのたびに市民の反対にあって撤てつ回かいされてきたという──そういう小さな図書館であった。


　すでに、閉館時間は過ぎている。


　年老いた職員たちも家に戻り、電灯はすべて消えていた。


　そして。


　その駐ちゆう輪りん場じようの闇やみから、音もなくひとりの人ひと影かげが浮き出したのである。


　小こ柄がらな身体からだに似合わないコートを纏まとった、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの影だった。頭には耳当て付きの帽ぼう子し、両手には革かわの手て袋ぶくろを嵌はめて、油断なく瞳ひとみを光らせている。


　オルトヴィーンである。


　駐輪場から図書館の裏庭へと出て、


「これは……」


　と、少年は絶句した。


　十人近い僧そう侶りよたちが、倒たおれていたのだった。


　周囲には、細い注連しめ縄なわが張られ、数十枚にのぼる符ふが落ちていた。


　この図書館は、最前いつきが〈協会〉と契けい約やくしたばかりの、呪じゆ力りよく浄じよう化かを依い頼らいされた場所だったのだ。


　おそらく、〈金翅院〉は〈アストラル〉に先んじて、この場所に結界を張ろうとしたものだろう。ご丁てい寧ねいに四角い護ご摩ま壇だんも用意してあり、この機会に〈アストラル〉を叩たたきのめしておこうと考えた、〈金翅院〉の意気込みが見て取れる。


　だが。


　どうして、その僧侶たちが倒れているのか。


　ここまでの準備を調ととのえた〈金翅院〉が、どうして。


「のきなみ、精気オドが奪うばわれてるな……」


　ちらりと僧侶たちを見て、オルトヴィーンが呟つぶやいた。あらゆる生物にとって根源的な精気オドを奪われれば、たとえ外傷はなくとも瀕ひん死しに陥おちいる。鍛きたえ抜ぬいた験げん僧そうたちなればこそ死人はいないようだったが、重体には違ちがいなかった。


　そんな僧侶たちを助け起こそうともせず、オルトヴィーンは裏庭を歩いていく。


　ゆっくりと、歩いていく。


　ここまで、かなりの距きよ離りを走ってきただろうに、その呼吸には一いつ切さいの乱れが無かった。


　むしろ、ひどく冷たく鋭えい利りな何かが、幼い少年の身体の内に熟成されていくように見えた。これだけの人間が倒れた中、一切の乱れがない足取りは、彼の精神こころをも表しているようであった。


　──と。


　不意に、少年が横を向いた。


　図書館の方を見つめて、その眉び宇うが寄る。


　裏口である。


　図書館の裏口が、開けっ放しになっていたのだ。


「……ふん」


　かすかに、鼻を鳴らす。


　その扉とびらに触ふれず、身体を滑すべり込ませるようにして、オルトヴィーンは内側へ入り込んだ。


　当然、内部に明かりはない。


　窓から差し込む月光だけがすべてだが、オルトヴィーンの足取りにはまったく不自由がないようだった。


　職員用の裏口から、さらに奥へと進む。


「…………」


　黙だまったまま、オルトヴィーンは書しよ棚だなの列を歩いた。


　両りよう脇わきでは、おびただしい数の書物ばかりが、薄うす暗ぐらい闇に沈しずんでいる。


　蒼あおい月光に満たされた図書館は、どこかしら水族館アクアリウムのようにも見えて静せい謐ひつだった。ならば、その中を進むオルトヴィーンは、廃はい業ぎようした水族館を訪おとずれるたったひとりの客に違いなかった。


　足が止まった。


　外まで張り出した、読書用のテラスである。


　オルトヴィーンの目が、一ひと際きわ冷たく凍こおりついた。


　そこから、


「夜の読書会にようこそ」


　と、声が生まれたのである。


　──月光が、よく似合う人影だった。


　ある意味、オルトヴィーンと似た相手かもしれなかった。


　春だというのに、分厚い毛皮のコートを着ている。何の毛皮かは知れないが、あでやかな肌はだに直接纏われた毛皮は、一層その艶つやを増すように見えた。黒い髪かみは馥ふく郁いくと波打ち、同じく黒く塗ぬられた口紅がなまめかしい。


　美しいというよりは、豪ごう奢しやな女であった。


　何ら宝ほう飾しよく品ひんをつけていなくても、その存在自体がいかなる秘宝よりも絢けん爛らんとしていた。天空から落ちてきた黒ダイヤを彫ちよう刻こくすれば、あるいはこんな女ができあがるのかもしれない。そんな想像をかきたてるほどの美び貌ぼうと肢し体たいでもあった。


　手元には、どこから取り出してきたのか、ドイツ語の絵本も持っていた。


　狼おおかみと幼い少女の描えがかれたその絵本は、どうやら「赤ずきん」のようだった。


「オルトも読書？　どちらかといえば面めん倒どうくさがりだったのに、変わったものだね」


「なぜ、お前がここにいる？」


「それはつれないなあ」


　女が快活に笑った。


　生命力に満ちあふれた笑え顔がお。


「一応さ、お前を追いかけてきたんだぜ」


　そう、オルトヴィーンに囁ささやいたのである。


「まさか極東まで逃にげるとは思わなかった。ちょっと会わない間に逃げ足速くなったよねえ。まあ、人間は成長するものか」


　ふるふると、本当に嬉うれしそうに震ふるえて、ため息をつく。


　その言葉だけ取れば、昔なじみの親しげな会話としか思えまい。いささか風変わりではあるが、少なくとも女の声にこもった情感は偽にせ物ものとは思いがたかったからだ。


　だが、光景は異常であった。


　なぜならば──女は、逆しまに立っていた。





　そう、逆しまである。





　美女は、天井に立っているのだった。


　毛皮のコートは、重力が逆転したみたいに無理なく身体からだにまとわりついている。ただ、長い髪だけは正しく床ゆかの方向へと流れていた。


　そして、その髪の延長上──美女からは頭上にあたる床には、つい数時間前、〈協会〉でやりあっていた〈金翅院〉の代表──叡海と名乗った僧そう侶りよが倒たおれているのであった。


「…………」


　その僧侶を一いち瞥べつして、オルトヴィーンは問うた。


「何をした？」


「何ってほどのことはないよ」


　また、女が笑う。


　ひどく魅み力りよく的な笑みだった。


　心ばかりか、もっと大事なものまでも奪うばわれてしまいそうな笑みであった。


「こいつらが読書の邪じや魔まをするもんでさ。鬱うつ憤ぷん晴ばらしついでに軽食を済ませただけ。運動もできたからなお良かったかな。やっぱり食後は運動も必要だろ？」


「食後か」


「食後さ。ま、メインの前のオードブルだけど」


「オードブルか」


「オードブルさ」


　口元を、逆しまの女が拭ぬぐう。


「そこから降りろ。首が疲つかれる」


「は。それはずいぶんな言い草だね。だいたいさ、はるばる自分を追いかけてきてくれた相手に感動の言葉もないもんかな」


　女の唇くちびるが尖とがった。


　対して、


「じゃあ、降りなくてもいい」


　静かに、オルトヴィーンが告げた。


「ここでいなくなれ」


　オルトヴィーンの手が、コートのポケットに忍しのび入いった。


　床に転がるのは、数個の石ころ。


　だが、もしもここにいつきがいたなら戦せん慄りつしたであろう。


　二週間前、いつきを瀕ひん死しに追い込んだのが、その数個の石ころであり、そこに刻まれたルーン文字であると知っていたからだ。


　すなわち、『災わざわい』のルーン。


　[image: ]ハガラズ。





「汝なんじは嵐あらし！　汝は雹ひよう！　汝は災い！　されば喰くらえ、ハガラズ！」





　黒風が、図書館に吹ふき荒あれた。


　その風が行くところ、カーペットが腐くさり、書物が塵じん芥かいと化した。人間が浴びればその肉と骨とがばらばらに分解されるだろう──『災い』という概がい念ねんの実体化。


　しかし、その黒風を前に、女はただ頰ほおを搔かいたきりだったのである。


「ああ、もったいないもったいない。相変わらず知識の価値を解さないやつだな」


　女の唇がつりあがり、その指が毛皮の豊かな胸むな元もとに差し込まれた。


　ぬるりと抜ぬけたとき、指の間には装そう飾しよくされた金貨が挟はさまれていた。


　その金貨の表面にも、ある文字が刻まれていたのだ。


　すなわち、


　[image: ]イーサ


　と。





「汝は氷」





　ゆっくりと、女は囁いた。





「汝は凍とう結けつ。汝は停止。──されば阻はばめ、イーサ」





　口ずさまれた呪文スペルが、その文字に意味をなさせる。


　金貨に刻まれた文字がうごめき、呪じゆ力りよくを構築するや、黒風はたちまちその勢いを衰おとろえさせたのだ。いいや、『災い』の具現であった黒風──[image: ]ハガラズこそが、『停止』の具現である[image: ]イーサを前に敗北したのである。


　……同じだった。


　オルトヴィーンと同じ、ルーン魔ま術じゆつの使い手がここにいた。


　ばかりか、オルトヴィーンの渾こん身しんの術を、子供をあしらうばかりに無効化したことを考えれば──明らかに少年を上回る『力』。


「こんなものかな」


　と、女は感想を漏もらした。


「悪くはないけど、オルトの術は構成が甘いよな。怖こわそうな見た目のわりに、脆もろいというかつけこみやすいというか。ああ、魔法使いの魔法ってのは、どうしても性格が出ちゃうしねえ」


　はらり、と花びらのように唇が歪ゆがむ。


　それを追って、舞まいあがった書物のページが女の周りで散った。オルトヴィーンの黒風がなした、それだけが唯ゆい一いつの成果であった。


「……黙だまれ」


「その言い草もワンパターンだな」


　女が肩かたをすくめる。


「悪いことは言わない。こっちに帰ってきなよ。どうせ、こんな極地まで来たのも、〈ミーミル〉の厄やつ介かい払ばらいなんだろ？　お前の居い心ごこ地ちがいいとは思えないし、あたしならもうちょっとマシな場所も用意してやれる。なあ、魔術結社なんてろくでもないだろ？」


「…………」


　オルトヴィーンは、膝ひざをついていた。


　今の術を破られたことによって、その反動──返しの風を受けていたのだ。


　強い魔術であればあるほど、その反動もまた耐たえがたく術者を襲おそう。まして、[image: ]ハガラズなどという『災い』の具現となれば、オルトヴィーンの疲ひ労ろうも当然ではあった。


「たっぷり教えただろう？　魔術結社なんて醜みにくいってさ」





　──『〈アストラル〉が……どれだけ醜い組織か分からないんだろう？』





　それは、オルトヴィーン自身が、いつきに言ったことでもあった。


「…………」


「ほれほれ、意地を張るのもこのへんにしときなよ。お前の居場所なんて、最初からあたしの側そばしかなかったんだ。こうして迎むかえが来た以上、帰ってくるのは当然だしね」


　女が、手を伸のばす。


　白くて、柔やわらかそうな手。


「黙れ！」


　目の前までその指先が近づいてくるのを、オルトヴィーンは強く払った。


「ボクに……寄るな！」


「ふうん」


　鼻白むように、女が片目をつむった。


　少し間をおいて、


「じゃあ、素す直なおになれるよう、もうちょっと苛いじめておこうか」


　と、甘く囁ささやいた。


　変化はあった。


　ぞくり──とオルトヴィーンの背が震ふるえたのだ。


「あ……」


　ガクガクと、背筋が震えた。


　合わせて奥歯が鳴り、冷や汗あせがこめかみから首筋を伝わった。くずおれていた膝が笑い、少年の身体からだ全体を震えで包んでいった。


「なんだ？　あたしの苛めを思い出した？」


　嬉うれしそうに、女が微び笑しようする。


　その声さえ、オルトヴィーンには聞こえてなかった。


「あ……ああ……」


　殺しきれない怯おびえが、口から漏れる。


　背筋が震えるのを隠かくせない。


　奥歯が鳴るのも止められない。


　冷や汗も嗚咽おえつも、何ひとつ、自分の思い通りにならない。


　……ただ、分かる。


　自分が敗北しているのが分かる。魔術よりも心よりももっと芯しんの場所で、オルトヴィーン・グラウツが負けているのだと分かってしまう。たった一言で、決定的な何かが折れたのだと悟さとってしまう。


　自分は、あのときから、すでに負け犬なのだと。


「……ふふん」


　その様子を、女は舌なめずりして見つめていた。


「どうした？　もうちょっと意地を見せてみようよ。まだできることはあるだろ。さっきみたいにいじましい、普ふ通つうの魔ま法ほう使つかいみたいなやり方はやめようぜ？」


　からかうように、首を突つきだす。


　その顔が、急に横を向いた。


「……キミは、誰だれだ？」


　うってかわった冷たい声が、よその方向へ投げつけられたのだ。


　図書館の裏口──オルトヴィーンのやってきた扉とびらである。


　そこで、もうひとりの少年が佇たたずんでいた。


　伊庭いつきであった。


「お前……」


　オルトヴィーンが、嗄かれた喉のどをひきつらせる。


　すると、いつきは顔を青ざめさせながら、言い訳めいた台詞せりふを口にした。


「……いや、その……オルトくんの走った方を追いかけてたら……お坊ぼうさんとか倒たおれてるし……裏口開いてたし……」


　声は、途と切ぎれ途切れにかすれた。


　女の異常を、すでにいつきは感じている。


　視みえたのだ。


　おぞましいまでの、黒い呪力。


　この一年、多くの魔法使いを見てきたいつきですら、これほど黒い呪力を撒まき散らす相手は出会ったことがなかった。


　視ているだけで自分まで取りこまれてしまいそうな、圧あつ倒とう的な黒。


　右目の眼帯を押さえながら、いつきは弱々しく呻うめく。


「ぁ…………」


「──ふうん。で、逃にげないの？」


　女の声が、いつきの怯えをざらりと逆なでする。


　もとより臆おく病びようないつきでなくとも──常人であれば、その言葉に従って背を向けるだろう。一度逃げてしまえば、そのまま耳を塞ふさぎ目を閉じて、今日のことなど二度と思い出すまい。たとえ呪力など見えなくとも、それだけの異常を女の美び貌ぼうは内包していた。


　実際、いつきは一歩後じさったのだ。


「…………」


　オルトヴィーンも目を閉じた。


（そうだ）


　そのまま逃げてしまえ。


　自分もこいつも、手の届かないどこかまで逃げていってしまえ。


　二歩、三歩、と後ずさる音。それを聞いて、オルトヴィーンは安心した。たった二週間で崩ほう壊かいした日本での生活を、ほんの一いつ瞬しゆん思い返した。


　ほんの一瞬。


　しかし、足音は三歩で止まったのである。


「どうしたの？」


　女が訊きいた。


　オルトヴィーンも瞼まぶたを開いた。


　裏口のそばで、いつきは踏ふみとどまっていた。今にも走り出しそうな膝ひざを握にぎりしめ、無理矢理に奥歯を食いしばって、こちらを向いていた。


「……から」


　と、少年は呟つぶやいた。


「ん？」


　訊き返した女に、いつきは顔をあげた。


「……オルトくんは、僕の、社員だから」


　青ざめたどころか、もはや白はく蠟ろうのごとく色を無くして──しかし、少年は誰よりもはっきりと言い放ったのである。


「……だから、逃げられない」


「────っ」


　オルトヴィーンが、目を見張った。


　何を言っているのか分からないと、脳が理解を拒きよ絶ぜつしていた。


　自分と同じぐらいに、ひょっとしたら自分以上に怯おびえている少年社長が、どうして裏口から逃げ出さないのか。何をとちくるって、僕の社員だからなどと言い出して、ここに居座っているのか。


　思考はどうやってもまとまらず、カタチにならないままに、オルトヴィーンは叫さけんでいた。


「帰れ、馬鹿（Dummkopf）！」


　熱を吐はき出すように、叫んでいた。


　同時に、その手がコートの襟えりへとかかって──





「──まったくですわ」





　と、新たな声が生まれたのはそのときであった。


　どうしようもなく陰いん鬱うつとした図書館の空気を、その声は、一瞬で華はなやかな舞ぶ踏とう会場に変えてしまったのだ。


　バサァ、と翼つばさが鳴った。


「黒くろ鳩はと？」


　眉び宇うを寄せた女の前で、それはいつきの反対側──正門の方へと羽ばたいていった。


　そして、そこから現れた人ひと影かげの手の甲こうへと、舞まい降りたのだ。


　そう。


　人影だった。


　まず金色の髪かみがこぼれ、次に漆しつ黒こくのドレスが薄うす闇やみを割った。


　女の着た毛皮と同じ黒でありながら、決定的なまでにイメージの違ちがう黒だった。


　凛り々りしい、清せい冽れつなまでの黒。さまざまな紋もん章しようを彩いろどった金糸銀糸は淡あわい月光を跳はね返し、少女の立つ空間を繚りよう乱らんと演出する。


　こんな人間が、ふたりといるわけはない。


　──アディリシア・レン・メイザース。


　ソロモンの末まつ裔えいたる、〈ゲーティア〉の首領がそこに立っていた。


「もう少し見ているつもりでしたのに、こういう場面で出てきてしまうのですものね」


　茫ぼう然ぜんとしたいつきに、黒鳩シヤツクスを招いたアディリシアがため息をつく。


　対して、


「ははあ。オルトのやつ、前から監かん視しされていたわけか」


　女が、横目にオルトヴィーンを見て言った。


「ええ、ホナミに頼たのまれてましたもの。こんな時期に結社を変えるのなら、よほどのっぴきならない事情があるのだろうから、それとなく目を配っていてくれって。〈アストラル〉に所属してない私でしたら、気づかれずに監視するぐらいはたやすいことです」


「なるほどね。どこにも聡さといヤツはいるもんだ」


　納なつ得とくしたのか、女がにんまりとうなずいた。


「……アディリシア先せん輩ぱい」


　想おもいを押しこめるようにして、オルトヴィーンが呟く。


　それから、女が視線を戻もどした。


「アディリシア？」


「ええ」


　嫣えん然ぜんと微笑ほほえみ、アディリシアはドレスのスカートをつまんだ。


「アディリシア・レン・メイザースと申します。名前ぐらいはご存じでしたかしら。──〈ミーミル〉の忌いみ児、ツェツィーリエ」




第４章　魔法使いと闇色の女




　　　　１




「──穂波さん。やっぱりいつきくん、事務所にも戻ってないそうです」


　携けい帯たい電話を返しながら、黒羽がふるふると半はん透とう明めいの首を振ふった。


　街路であった。


　穂波は箒ほうきに乗って、黒羽は身ひとつで、街路の上空に浮ふ遊ゆうしていたのだ。


　いつきを迎むかえに出たふたりだが、結局少年もオルトヴィーンも見つけられなかったのである。


　オルトヴィーンが入社したときのゴタゴタで、いつきの携帯電話は壊こわれている（新しくしていないのは〈アストラル〉の財政上の問題である）。念のため自宅にもかけたが、そちらも留守だった。


「〈協会〉は出たはずなんやけど……」


「なんだか……嫌いやな感じがします」


　黒羽が、ぶるりと自分の肩かたを抱だいた。


　黒羽のこういう勘かんは、よく当たる。


　ある意味では、〈アストラル〉の誰だれよりも鋭するどいだろう。幽ゆう霊れいとして彼ひ岸がんを見てきた少女の勘は、一流の魔法使いさえも凌りよう駕がする。


　くわえて、穂波も感じていた。


　未知の気配。


　布留部市では感じたことのなかった呪じゆ力りよくが、ほんのわずかではあるが大気に混じっている。魔法使いというにも、あまりに異質な呪力であった。


「…………」


　軽く、首を振る。


　考えすぎても仕方がない。それに、オルトヴィーンが一いつ緒しよなのだったら、アディリシアが見ているかもしれない。そのためにこそ、彼女に監かん視しを頼んだのだし。


「そや。先に、入札の現場を見に行ったのかもしれへん。そっちに行ってみて──」


　言いかけたときだった。


　穂波はぐるりと視線を落として、地表を見下ろした。


　近くの電柱から、バイクに乗った人ひと影かげが現れ、こちらを見上げていたのだ。無論、常人ならば、黒羽の姿が見えるはずがないし、穂波の箒にも人ひと除よけのオガム文字が刻まれている。


　人影が、ヘルメットを外す。


　そこからこぼれた、漂ひよう白はくされたような白はく髪はつを見て、黒羽が目を丸くした。


「ダフネさん」


「──アディリシアさまの使いで参りました」


　黒いレザースーツに身を固めた麗れい人じんは、すっと背を屈かがめた。


　アディリシアの屋や敷しきのメイド長──本人は家令と呼んで譲ゆずらない──であった。同時に、〈ゲーティア〉の高こう弟ていでもあり、現在日本に滞たい在ざいする中では、最もアディリシアの信しん頼らいの厚い人物にあたる。


　白髪を揺ゆらし、ダフネは単刀直入に用件を告げた。





「いつきさまとオルトヴィーンさま、ならびにアディリシアさまが、〈ミーミル〉の忌いみ児──ツェツィーリエと遭そう遇ぐうしたそうです」





「────っ！」


　穂波が、息を飲む。


「どういうことなん?!　確かにあたし、アディに調査とか頼たのんでたけど、ちょっと急すぎへん？　それに〈ミーミル〉の忌み児って──」


「こちらも、完全に把は握あくしているわけではありません。最前、アディリシアさまから一方的に伝言を頼まれただけですので」


　ダフネの声には、真実の焦あせりが含ふくまれていた。


　絶対的に主人を信頼する、この従者をしての焦り。


　その意味を悟さとって、穂波は矢や継つぎ早にしかけた質問を飲み込んだ。


「案内してくれる？」


「はい」


　ダフネの白い首が上下する。


　闇やみの中で、そのあまりの白さが不ふ吉きつに見えた。そのままヘルメットをかぶり、ダフネがバイクを発進させる。


　急速度でそれを追いながら、黒羽が穂波へと問うた。


「あの、穂波さん。ツェツィーリエって?!」


「…………」


　すぐに、穂波は答えられなかった。


　箒を握にぎりしめ、冷や汗あせを拭ぬぐいもせずに言う。


「あたしも……名前しか聞いたことがあらへん。やけど、それが本当やったら……」


　本当やったら、と前置きして、少女はこう続けた。





「……本物の、吸きゆう血けつ鬼きや」





　　　　＊





「──ツェツィーリエ」


　やはり天てん井じように立ったまま、その名前を、女は口の中で転がした。


「ツェツィーリエ。ツェツィーリエ。ツェツィーリエツェツィーリエツェツィーリエツェツィーリエ。──あはは、これは光栄だ。ソロモンの姫ひめが、あたしの名前を知っていたか」


「〈ミーミル〉の吸血鬼の名を知らぬわけにもまいりません」


　女の笑い声へ、アディリシアが慇いん懃ぎんに一礼する。


　ふたりの間で、目に見えない圧が高まる。呪力さえ伴ともなった敵意の衝しよう突とつ。ちりちりと産うぶ毛げの逆立ちそうな熱が、ふたりを中心に渦うず巻まき、削けずり合う。


　そして、


「…………吸血、鬼？」


　その単語に、瞬まばたきしたのはいつきであった。


　驚きよう愕がくも忘れ、突然現れた少女へ問う。


「アディリシアさん……どういうこと？」


「この魔ま女じよが、最悪の怪かい物ぶつだということですわ」


　怪物、とアディリシアは言い切った。


　魔女の中でもなお至上のひとりに位置するアディリシアが、この女をして怪物と言ったのである。


「これはご挨あい拶さつだね」


　女──ツェツィーリエが微び笑しようした。


「別に、大したことしたわけじゃないよ。そうそう、〈ゲーティア〉の首領──歴代のソロモンの末まつ裔えいに比べれば、むしろ平和な方じゃないかな」


「問答するつもりはありませんわ」


　アディリシアの指が、ドレスの袖そでに忍しのび入いった。


　取り出されたるは、真しん鍮ちゆうの壺つぼ。


　その壺を指に挟はさみ、片手で胸の『ソロモンの五ご芒ぼう星せい』を摑つかんで、アディリシアの唇くちびるは複雑精せい緻ちな詠えい唱しようを口ずさんだ。





「──I do strongly command thee, by Beralanensis, Baldachiensis, Paumachia, and Apologle Sedes; by the most Powerful Princes, Genii,Lichide, and Ministers of the Tartarean Abode; and by the Chief Prince of the Seat of Apologia in the Ninth Legion──」





　ソロモン王の魔術。


　すなわち、それは古代にソロモン王が使し役えきしたとされる魔神を喚かん起きする魔法。絶大にして凶きよう悪あくな七十二の魔神を、アディリシア・レン・メイザースは自由に従える。


　ゆえに、アディリシアは誇ほこり高く叫さけぶ。





「来たれマルバス！　三十六の軍団を統すべる王！」





「来たれエリゴール！　六十の軍団を治める、堅けん固ごなる騎き士し！」





　空気がねじまがった。


　アディリシアが支配する中でも指折りの、血と戦いくさのために生まれた悪あく霊りようが、たちまち空気を押しのけて実体化マテリアライズする。


　現れるは、黄金の獅し子しと、鋼はがねの騎士。


　くわえて、さきほどからアディリシアの手元に顕けん現げんしている黒くろ鳩はと──シャックス。


　その三柱の偉い容ようは、はたしてツェツィーリエと呼ばれた女にさえ勝まさるとも劣おとらなかった。


「どういうつもりで、ここに来ているかは知りません。ですが、これでも〈アストラル〉は私が経営権を持つ結社です。その構成員に手を出すのなら、それは〈ゲーティア〉に手を出すのと同様とお考えください」


「ふん……そんな流れか」


　ツェツィーリエが鼻を鳴らす。


「面めん倒どうくさいなあ。……あたしは、そこの不ふ肖しようの弟で子しを連れて帰りたいだけなんだがね」


　オルトヴィーンを指さす。


　小さく震ふるえた後こう輩はいの前に、アディリシアはそっと立ちふさがった。


「あなたのやってきたことを見て、そうは思えません」


「ああ」


　はたと気がついた風に、ツェツィーリエは手を打った。


「そうかそうか。それも知ってるのか。じゃあ仕方ないなあ」


　照れくさそうに顔を歪ゆがめる。


　その言いぐさに、まったく陰いん気きな部分が窺うかがえないのが、かえって恐おそろしかった。


　床ゆかに沿って流れた、長い髪かみをゆらゆらと五本の指で梳すく。滑なめらかすぎる髪もまた、どこか非人間的に映った。


「弟子を迎むかえに来たついでに……ちょっと、ここの〈竜りゆう〉を喰くわせてもらおうと、そう思っただけなんだがね」


「……〈竜〉を？」


　いつきの言葉に、ツェツィーリエが振ふり向いた。


「じゃあ、そっちがイツキ・イバ。今の〈アストラル〉の社長さんってわけか」


　やや眇すがめになって、少年を値ね踏ぶみするように上から下まで眺ながめる。


　美しいが、落ち着かない視線だった。


　肉食動物が獲え物ものを見定める視線に似ていた。


「どうかな？　すんなりオルトを引き渡わたしてくれないかな？　そうしてくれれば、黙だまって帰れるし、いろいろ丸く収まる気もするんだけど」


　笑え顔がおなのに、女の瞳ひとみはかすかにも笑っていない。目を離はなせば、こちらの喉のど元もとが裂さかれてしまいそうな錯さつ覚かくさえする。


　だけど、


「……嫌いや、だ」


　と、いつきはその瞳を見み据すえて言った。


「社長として……僕は断ります。オルトヴィーン・グラウツは、れっきとした〈アストラル〉の社員です」


「ちぇ、そうか」


　と、女が舌打ちした。


　ひどく軽い、せいぜいがおごりを断られたぐらいの態度。


「仕方ないなあ」


　ふわ、とツェツィーリエの足が浮ういた。


　百八十度反転し、フィルムの逆回しを思わせて、女がいつきたちと同じ視点に立つ。


　はじめて、ツェツィーリエは床へと降り立ったのだ。


　異変は、もうひとつあった。


　じゅるり、と女の唇くちびるから涎よだれが垂れたのだ。


「え……っ」


　いつきが、目を丸くする。


　大量にあふれた涎は、明らかにありえない量となり、図書館の床まで滴したたった。しとどに毛皮さえ濡ぬらして、ツェツィーリエは傲ごう然ぜんと口元を拭ぬぐった。


「仕方ない。喰うか」


　喜色満面に、その顎あごが開かれる。


　その内側から、恐ろしく長くて白い牙きばがこぼれたのである。


　そう。


　まるで、吸きゆう血けつ鬼きのような。


「マルバス！　エリゴール！」


　アディリシアの命令一下、金きん獅じ子しと騎き士しが床を蹴けった。


　疾しつ風ぷうさえ超こえて、その速度は迅じん雷らいに至る。ほとんど瞬しゆん間かん移動を思わせて、獅子と騎士の魔ま神じんはツェツィーリエへと殺さつ到とうする。


　なのに。


　女は、獅子の頭上を、軽々と飛び越こえていたのだ。


　信じがたい反射速度だった。


　魔法使いといえど、肉体は常人と変わりない。


　あるいは、特とく殊しゆな武術や技術を駆く使しすることもあるが、それとて肉体そのものの強度を変化させるわけではない。まして、肉体を強化するような魔術を使った形けい跡せきもなかった。


　ならば、この女の肉体は、まさしく規格外であった。


「か──っ！」


　笑った女が、風を巻いて、アディリシアへと接近する。


　振り上げた腕うでは、手刀のカタチを取った。


　魔神を超える運動能力をもってすれば、単なる素す手でが文字通りの妖よう刀とうと化すか。少なくとも、アディリシアの柔やわ肌はだごときは、容易に断たち割るだろう。


　ぞんっ、と空気が割れた。


　磨みがかれた爪つめがアディリシアの頭頂へと触ふれる寸前、





「ＱＷＥＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩ！」





『声』が、ツェツィーリエの正面から炸さく裂れつしたのだ。


　これもソロモンの魔神──黒鳩シヤツクスが放つ禍まがつ声であった。


「っ──！」


　呪のろいなる鳴き声をぶつけられ、さしもの女が揺ゆらぐ。この場合、シャックスの忌いみ声を受けて、その程度ですませた女の方を褒ほむべきか。


　しかし、その一瞬こそが致ち命めい的てきだった。


　仮にも、七十二の魔神が、敵の隙すきを逃のがすはずもない。


　反転した騎士エリゴールは、女の死角から、その不破の槍やりを突つきだしたのだ。ツェツィーリエが『声』にひるんだ、回かい避ひしようのないタイミング。たとえ、女の運動能力をもってしても、これには反応できるはずがない。


　高い音が鳴った。


　肉を貫つらぬく音ではなかった。


「な……」


　アディリシアが呻うめく。


「そん……な……」


　いつきもまた、絶句した。


　ある意味で、どんな魔法よりも衝しよう撃げき的な光景ではあった。


　ツェツィーリエの首だけが半回転して、その牙が、槍の穂ほ先さきを嚙み止めていたのだ。


「……ふふん」


　鼻から抜ぬける笑い声が、より一層不気味であった。


　ずるり、と身体からだの方が首に合わせて回転する。その間も、エリゴールは渾こん身しんの力を込めているのに、槍は一ミリたりとも動かなかった。


　さらに、異音が鳴った。


　ぎしり……ぎしり……と口元で鳴る。


　すぐ、その音が急激に高くなって──極限で弾はじけた。


　槍が、嚙かみ砕くだかれたのだ。


「喰くっ──?!」


　いつきの眼めが大きく見開かれる。


　エリゴールの槍は鋼はがね以上の硬こう度どを持つ。それを嚙み砕くなど、人間に可能なはずはない。たとえ魔術で強化したところで、あからさまに限度を超えた行こう為いであった。


「なるほど、さすがは七十二の魔神。結構美味うまいな」


　べろり、と唇くちびるを舐なめて、ツェツィーリエが感想を漏もらした。


「……聞きしに勝まさる化け物ですわね」


　アディリシアも、嘆たん息そくした。


　ついで、ツェツィーリエの三方を、魔神たちが囲む。


　左から、金獅子マルバス。


　右から、黒くろ鳩はとシャックス。


　槍を嚙み砕かれたエリゴールもまた、たちまち霊エーテル体を集めて、新たな槍を再構成する。


「ですが、もう覚えました。切り札があるなら今の内にお出しなさい。……でなければ、今度は私の魔神が喰らう番ですわ」


　静かに迫せまる、魔神たちの圧力。


　女の肉体能力も、いまだ裏に隠かくしているかもしれない魔術も考こう慮りよした上で、なお魔神たちの圧力は衰おとろえない。


　七十二の魔神の脅きよう威いは──それを操あやつるアディリシアの恐おそろしさは、ここにある。


　どんな相手に対しても一いつ切さいの過大評価も過小評価もなく、淡たん々たんとなすべきをなし、排はい除じよするべきを排除する。奇き策さくでなく、奇道でなく、ただ王者としての戦いを実行する。


〈ゲーティア〉。


　ソロモン王の末まつ裔えいとして、何千年を閲けみしてきた血と魔術とが、弱じやつ冠かん十六歳の少女にそんな戦いを成立させるのだった。


　しかし、


「いいやあ」


　と、ツェツィーリエは唇の端はしをつり上げた。


「どうしましたの？」


「何。もう、あたしの勝ちってことさ」


「…………?!」


　瞬しゆん間かん、アディリシアは戦せん慄りつした。


　アディリシアの足を、誰だれかがつかんでいたのだ。


　その手は、さきほどから図書館の床ゆかに倒たおれていた〈金翅院〉の代表──叡海のものだった。


　だが、本当にそれは叡海だったろうか。


　両目は真っ赤に血走り、唇からは泡あわを噴ふき出している。袈け裟さ越ごしにも分かるほど、筋肉は異常に隆りゆう起きし、その握あく力りよくも常じよう軌きを逸いつしていた。


「ああっ──！」


　細い喉のどから、絹を裂さくような悲鳴が漏れた。


　指先で握にぎられるだけで、アディリシアの細い足首は骨まで軋きしんだのだ。


「言うだろう。吸きゆう血けつ鬼きに嚙まれたものは吸血鬼になるって」


　ツェツィーリエが笑った。


　その身体が、前に出る。


　主人を助けようとした黒鳩シヤツクスの首を、その手で握りしめたのだ。一瞬で爆はぜる黒鳩シヤツクス。不死身をもってなる魔ま神じんといえど、完全に爆ばく散さんしては復活まで相応の時間を要する。


　金きん獅じ子しの爪そう牙がと、騎き士しの槍やりをするりとかわす。


　硬こう直ちよくした少女へ、ツェツィーリエは自らの牙きばを剝むいた。


「────？」


　その足が止まった。


　魔神より、ツェツィーリエより先に、走り込む影かげがあったのである。


「──アディリシアさんっ！」


　伊庭いつき。


　震ふるえて魔術戦を見ていたはずの少年社長が、誰だれよりも速く踏ふみ出していたのだ。その事実こそが、さしものツェツィーリエの意表をついた。


　少年が踏み込んだのは、たった半歩。


　震しん脚きやくが床を穿うがち、しゃくりあげるような拳こぶしが叡海を打つ。


　五行拳が一。


　鑽さん拳けん。


　地面から螺ら旋せんを描えがいた反発力は、少年の拳を伝わって、僧そう侶りよの身体からだを吹き飛ばす。図書館の床を数メートルも転がって、操られた僧侶はようやく動きを止めた。


「へえ」


　と、ツェツィーリエが面おも白しろそうに見やる。


　無論、いつきを押しのけることなど造作もなかった。最前見せた運動能力からすれば、半はん端ぱな拳法など無に等しい。


　それでも、女の興味はかきたてられたらしい。


　両の瞳ひとみに、淡あわい光が宿ったのである。


「単なるお飾かざりってわけじゃなかったのか。……だけど、ほかのやつらもそろそろ目が覚めたらしいぜ？」


「え？」


　いつきの背筋が、ぞくりと冷えた。


　時を待たず、ぞろぞろと、異常な気配が集まってきたのだ。


　突とつ然ぜん、窓が割れた。


　夜よ闇やみより現れたのは、〈金翅院〉の僧侶たちであった。


　その全員の目が血走り、さきほどの叡海と同じく正気を失っていた。皆みな、ガラスで袈裟や皮ひ膚ふが裂けることも構わずに、図書館へと乱入してきた。


「…………っ」


　その様子に血の気を失ったいつきが、一歩後ずさる。


　背中が、誰かに当たった。


「イツキ……」


「……あ、アディリシアさん。……足は？」


「少し、痛みますけれど……大だい丈じよう夫ぶですわ。イツキこそ、手の甲こうから血が出てますわよ」


「む、夢中で気が付かなかった……。さっきから、ずっと膝ひざが笑ってる」


「しっかりなさって」


　悪戯いたずらっぽく、少女が微笑ほほえむ。


　背中合わせになって、互たがいの死角をカバーする。この一年の経験が、ふたりの呼吸を合わせていた。


「マルバスとエリゴールもいますけれど、いささか面めん倒どうになってきましたわね」


　アディリシアの言葉の意味に、いつきも唾つばを飲み込む。


　ソロモンの魔神は強大だが、それゆえに持続するのは難しい。ましてや、〈金翅院〉の僧侶たちは操あやつられているにすぎない。手加減するにはあまりの人数であり、状じよう況きようだった。


「逃にげられる……かな？」


「そう言うと思いましたわ」


　呆あきれた風に、しかし現状を冷静に判断して、アディリシアは小さくうなずいた。


「難しいですけど、突破するだけならなんとか。後は、オルト次し第だいで……」


　視線が、密ひそやかに横に流れる。


　しかし、その反応よりも早く、ツェツィーリエが声をあげたのだ。


「もうひとつ」


　ゆっくりと集つどってくる僧侶たちの中で、女は指を立てた。


「……あたしも腹が減った。そろそろ我が慢まんできないんでな。ここを喰くっちまうぜ」


「ここを、喰う？」


「だから……ちゃんと生き残れよ？」


　くすりと笑い、床ゆかを踏み鳴らす。


　がばぁ、と女の口が開いた。開けた大きさはあくまでつつましやかなのに、牙や表情もあいまって、異形としか言いようのない姿だった。


　ならば、続いた光景もまた、当然のことか。


「え……っ?!」


　無形の何かが吸われていくのを、いつきは視みた。


　視たがゆえに、右目がよじれた。





【見ロ】





　と、声ならぬ声が、脳をつんざいたのだ。


「が、あ……っ！」


　眼帯を押さえる。


　視神経を稲いな妻ずまがかけめぐった。眼がん窩かをざくざくと棘とげが突つき破る。激痛というよりも、あらゆる感覚を遥はるかに上回る衝しよう撃げき。





【見ロ。視ロ。観みロ。アレガ……】





　右目が、離はなれない。


　眼帯越ごしに、ツェツィーリエから目が離せない。


「くっっはははははははは……」


　女が笑う。


　嗤わらう。嗤う。


　その牙きばから、唇くちびるから、涎よだれが垂れる。


　圧倒的な量のそれは、ツェツィーリエの喉のどを伝わり、胸を流れ、毛皮を滴したたって、足元を覆おおう。さきほどにも倍したそれは、ツェツィーリエの足元に水たまりさえつくりあげたのだ。


　代わりに、何かが唇に吸いこまれていく。


　巨きよ大だいで、膨ぼう大だいで、絶大で──それでいて曖あい昧まいな流れ。


　いつきには、それが分かった。


　呪じゆ力りよくだと。


　ツェツィーリエは、呪力そのものを吸い上げていくのだと。


　それも、信じがたいほどの量であった。並の魔ま法ほう使いでは百人かかっても、アディリシアでさえ逆立ちしても及およばぬ量の呪力が、たったひとりの女の身体からだに吸い上げられていく。


　その代だい償しように、枯れていく。


　枯かれていく。


　枯れていく。


　枯れていく。


　枯れていく。


　この土地を維い持じするのに必要な──最も根源的なものが、この女の口に吸われていくのであった。


　そして、土地が枯れるということは、そのまま土地に依い存ぞんするものをも枯らしていくということだ。


「壁かべが……！」


　アディリシアが、声をあげた。


　壁が、柱が、崩くずれていく。


　もとより入っていた罅ひびが膨ふくらみを増し、押しとどめていた蔦つたが朽くち、みるみるうちに傾かたむいてくる。書しよ棚だながのきなみ倒たおれ、天てん井じようからはぼろぼろと構造材が剝はく離りし、内側の鉄筋がねじまがる様さえ見てとれた。


　図書館全体が崩ほう壊かいしているのだと、いつきは知った。


　たったひとりの女に喰われて、この建物が崩壊しつつあるのだと。


「──イツキ！　私の側そばに！」


　もう限界とばかりに、アディリシアが名を呼んだ。


　実際、彼女の魔神をもってしても、脱だつ出しゆつの時間はもう無かった。この一いつ瞬しゆんを逃のがせば、瓦が礫れきに埋うもれるしかないというタイミング。


「オルトくん──！」


　いつきが、手を伸のばす。





　──その先で。


　　　男の子は、震ふるえていた。





「え……」


　いつきが、言葉を止めた。


　この状じよう況きようも分からないかのように、無む惨ざんに自失したままで、オルトヴィーンは帽ぼう子しの耳当てを押さえていた。強く強く押さえたままで、身体全体を震わせていた。


　何かを、呟つぶやいていた。


「……ないで……」


　と、聞こえた。


　崩れ落ちる図書館の中で、その声は、はっきりといつきの耳に響ひびいたのだ。





「ないで……苛いじめないで……苛めないで苛めないで苛めないで苛めないで苛めないで苛めないで苛めないで苛めないで苛めないで苛めないで……」





「…………っ！」


　手が、止まった。


　いつきの思考がすべて停止する。


　そんなオルトヴィーンを、無理矢理に引きずり出すことができず、凍とう結けつする。
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「イツキっ」


　──遠く、アディリシアの声。


　躊ちゆう躇ちよ。


　崩壊。


　……決断。


「……ごめんアディリシアさん！　先に逃にげて！」


「イツキ?!」


　アディリシアが振ふり向くより早く、いつきの足が床ゆかを蹴けった。


　そして、ほぼ同時に、図書館全域がテラスを中心として崩落していったのだった。





　　　　２




　穂波たちは、布留部市の北部をひた走っていた。


　ダフネはバイク、穂波は箒ほうきで低空飛行、その後ろから黒羽といった並びである。


　以前の黒羽なら、この速度についていけなかったかもしれない。制限速度をぶっちぎったダフネの走行は、アスファルトをがりがりと削けずりながら、常時時速百キロ近い速度を叩たたきだしていたからである。


　普ふ通つうの魔ま法ほう使いならば、いかなる呪物フエテイシユや技術をもってしても、限界を超こえた速度。


　それに、黒羽は遅おくれていない。


　穂波ほどの余よ裕ゆうはなくても、ちゃんとついていけている。


　それも、〈アストラル〉に来てからの、一年の経験が得させた『力』ではあった。


（……うん）


　なんとか、飛行しながら話せる自分を再確かく認にんしてから、


「……吸きゆう血けつ鬼きって……どういうことですか？」


　と、黒羽は穂波に訊きいた。


「やっぱり……血を吸ったり、十じゆう字じ架かに弱かったりするんですか？」


「……そやね」


　箒を握にぎったまま、穂波が視線だけをやる。


　少し考えるように目を細めてから、こう告げた。


「多分、今言ったような──まなちゃんの考えるような吸血鬼は存在しないと思う」


「いないんですか？」


「太陽と十字架に弱くて、霧きりや狼おおかみや蝙蝠こうもりに化け、他人の血を吸って同類に変える吸血鬼。そういうんやろ？　今の吸血鬼のイメージは、ほとんど後世の小説家による創作やからね。創作いうよりは複合体って方が正しいかな」


「複合体？」


「元になったイメージは、いくつか存在するんや」


　穂波が、箒を握りしめる。


　前のダフネに合わせて、鮮あざやかなカーブ。


　箒というより、地上の彗すい星せいと見まがうばかりのソリッドな機動。あわてて、黒羽もそれについていって、続く穂波の言葉を聞く。


「ひとつは、血──精気オドを吸うイメージの元になった夢魔」


　箒に神経を集中しながら、穂波が言う。


「中世の教会や、修道士の間でよく話題になった悪魔の一種やね。十字架に弱いとか太陽に弱いとか、聖なるものに弱いってイメージはだいたいここからや」


「…………」


　なんとなく、黒羽にも分かる。


　夜とは、つまり悪魔の時間であろう。吸血鬼が夜に跳ちよう梁りようするというイメージが、その悪魔からだと言われれば、納なつ得とくはしやすい。


「ひとつは、蘇よみがえる死者」


　また、穂波が言った。


「ロシアやポーランド──東とう欧おうで多いタイプや。あそこの土地は土ど葬そうのわりに腐ふ敗はい菌きんが少ないから、たまに死体が腐くさらなくて、そういう伝承が生まれたんやろうね。ペストとかで倒たおれた患かん者じやが仮死状態から蘇ったりしたのも、拍はく車しやをかけたんやろ。吸血鬼が伝染するっていうんも、このへんの病気が基本。──東洋にもあるんやけど、まなちゃんは、去年にあった冬虫夏草の事件のこと覚えてる？」


「……あ、はい」


　かすかに、黒羽がその霊エーテル体をこわばらせた。


　思い出したのだ。


　昨年の六月、彼女が出会った死人使い。墓地から、中国の死者──僵尸キヨンシーを次々と蘇らせ、いつきたちを襲おそわせた道士。


　自分自身が同じ死者だから、幽ゆう霊れいだからこそ、黒羽には彼らの無念が強く伝わった。


　考えてみれば、騒霊現象ポルターガイストといった『力』を使えるようになったのも、あの事件が始まりだったのだ。


「ごめん。嫌いやなこと思い出させた？」


「いいえ」


　きっぱりと、黒羽は首を横に振ふる。


「あたしも……貸し出し魔法使いレンタルマギカですから。ちゃんと聞けること聞いていたいです」


「そっか」


　向かい風の中、穂波の唇くちびるに、淡あわい微び笑しようが浮ういた。


　とんがり帽ぼう子しを押さえて前を見つめる。もう少し、時間がかかりそうだった。


　一呼吸おいて、続ける。


「最後に、何より魔法使いにとっては──」


　穂波の言葉に、黒羽が耳を澄すませた。


　速度も風圧も、霊エーテル体である彼女の聴ちよう覚かくを遮さえぎるものにはならなかった。


　数分して、


「じゃあ、今回のその、ツェツィーリエっていう人はどれの……」


　言いかけた黒羽に、穂波がため息をつく。


「……多分、全部や」


「えっ」


　きょとん、と黒羽が目を丸くした。


「で、でも、最初に、あたしの思ってるような吸きゆう血けつ鬼きは存在しないって」


「存在せえへん。でも、それでもツェツィーリエは〈ミーミル〉の吸血鬼って言われた相手なんや。素人しろうとやなくて、魔法使いたちからそう言われた存在。やったら、ありえない特とく徴ちようを持った相手やって思った方がええと思う」


「…………」


　しばらく、黒羽は何も言わなかった。


　穂波は、けして事象を過大評価しない。


　どんなにどうしようもないと思われる事件だって、冷静沈ちん着ちやくに本質を見み極きわめて、その対処策をつくりあげる。そんな穂波に、何度〈アストラル〉や黒羽が助けられたか、数えられないぐらいだ。


　その彼女をして、ツェツィーリエという魔法使いはありえない相手だと言わしめている。


「じゃ、じゃあ、どうしてそんな吸血鬼がここに……」


「そやね」


　穂波が、ひとつうなずいた。





「ツェツィーリエ──〈ミーミル〉の忌いみ児と呼ばれた吸血鬼が、どうして布留部市ここにまでやってきてるのかやね」





「…………」


　黒羽も、無言で首しゆ肯こうする。


　まさしく、問題はそこだった。


　事態が、あまりにも急転直下過ぎる。〈金翅院〉の競争入札のはずが、吸血鬼の襲しゆう撃げきへと入れ替かわり、しかもその吸血鬼が穂波の折り紙付きの危険な相手ときては、目まぐるしいにもほどがある。


　もとより、〈アストラル〉の関かかわった事件にはトラブルが多いが、それにしても異常すぎる事態だった。


　そして、中心には多分、あの男の子がいるのだ。


　オルトヴィーン・グラウツ。


　北ほく欧おうの魔ま術じゆつ結社〈ミーミル〉から、〈アストラル〉へと移い籍せきしてきた魔法使い。


「──〈ミーミル〉には、以前から黒い噂うわさがありましたから」


　バイクを駆かるダフネが、ぽそりと漏もらした。


　走行中、ヘルメット越ごしでふたりとの会話が成立するのは、やはり卓たく越えつした魔法使いならではの技術であったろうか。ドルイドには壁かべ越ごしに話すための技術があるとか、以前穂波から習ったような気がする。


　何もかも透とう徹てつした、こちらの心臓まで届くような声。


「黒い噂？」


　穂波が訊きき返す。


「ええ。ツェツィーリエとオルトヴィーン・グラウツは、その噂が流れるたび、囁ささやかれる名前でした」


　ダフネが言う。


　ふたつの名前の関連。


　もつれた糸を解きほぐすように話しつつ、ダフネの運転には一いつ切さいの危なげがなかった。いっそレーサーに転身しても、この女性はトップクラスに食い込むかもしれない。





　そのときだった。





　突とつ然ぜん、ダフネのバイクが大きくスピンし、ガードレールすれすれで急停止したのだ。


「ダフネさん?!」


　名前を呼び、黒羽があわてて着地する。


　しかし、その言葉を、ダフネは聞いてもいなかった。


　動かない。


　停止したバイクに乗ったまま、動かない。


　ずっとずっと、ある一点を見つめていた。進行方向の向こう側の何かを、ずっとずっと、食い入るように見つめていた。


「そんな……」


　と、その喉のどから、悲ひ愴そうな声があがった。


「アディリシアさま……！」





　やっと山の裾すそ野のに見えてきた建造物──目標にしていた図書館が、大きく音を立てて崩ほう壊かいしたのであった。





　　　　＊





　そのとき。





「──え?!」


　事務所で、学校の宿題をしていたみかんが瞬まばたきした。


　うとうとしてほっぺたをつけていたノートから顔をあげ、あわてて消しゴムと鉛えん筆ぴつを取り直す。大きく見開かれた丸い瞳ひとみは、まっすぐに屋や敷しきの外を見つめていた。


「……にあ」


「にゃあ！」


「うにゃあっ」


「に～～～～～～～あ！」


　四匹ひきの猫ねこもまた、それぞれに鳴き声をひしりあげる。


　玄げん武ぶはまるまるとおなかをふくらせ、白虎は身体中の毛を逆立てて、青せい龍りゆうは耳と尻尾しつぽをぴんとそらし、朱す雀ざくは高く高く喉を突つき上げていた。


　そして、猫屋敷が──これは珍めずらしいことに、かすかに目を開いて呟つぶやいたのだ。


「誰だれかが……〈竜りゆう〉を食った？」


　と。





　奇くしくも、皆みなが見つめたのは、布留部市北部である図書館が崩落した方向であった。





　　　　３




　春の生温かい風が、瓦が礫れきの表面を撫なでていった。


　砕くだけたコンクリートの間に、大量の書物や本ほん棚だなの残ざん骸がいが紛まぎれ込んでいる。時折、その間からちぎれたページがそよと流れ、廃はい墟きよの元のカタチを主張していた。


　つまり。


　図書館の、なれの果てであった。


「……仮にも〈竜〉の精気オドが、これっぽっちってことはねぇよな」


　軽く口元をぬぐって、月光に人ひと影かげが浮うかび上がった。


　毛皮のコートとあいまって、濡ぬれたような肌はだがなまめかしい。無残な廃墟にあって、この女の美しさはなお引き立つようだった。


　無論、ツェツィーリエである。


「すると、こちらが齧かじる前に、霊脈レイラインを閉へい鎖さしたか。ちっこいくせに、ここの〈竜〉はずいぶん活いきがいいらしいな」


　ぶつぶつと、思考を口にする。


　ひとりごとで、考えをまとめるタイプらしかった。顎あごのあたりに長い人差し指をからめ、ツェツィーリエは独白に没ぼつ頭とうする。


「あげく、弟で子しにも逃にげられちまうしよ。図書館ごと潰つぶしてから、瓦礫から引っ張り出せば手間が省けると思ったんだがなあ。いやいやまったく空すきっ腹にこういうのが続くと、本当にまいっちまうよなあ」


　あーあ、と両手を広げた。


　自分の肩かたを抱だき留め、芝しば居いがかった大げさな悲ひ嘆たんに暮れる。


　それも、わずか数秒のことだった。


　すぐに舌なめずりをして、ゆるりとツェツィーリエは微笑ほほえんだのである。


「まあ、いいや。細かいことは、残りをきちんと食ってから考えよう」


　毛皮をひるがえし、軽く足あし踏ぶみする。


　いままで闇やみで見えなかったが、その足は素す足あしであった。そもそも女は、毛皮のコート以外の何も纏まとってはいなかったのだ。


　そのまま、闇へとかき消えようとして──





「待ちなさい」





　と、冷ややかな声が響ひびいた。


　くるりと、ツェツィーリエが振ふり返る。


　その動作も芝居じみていた。最初から、そこに人がいるのは分かっていて、呼び止められるのも分かっていたという感じの振り向き方だった。


　崩壊した図書館の駐ちゆう車しや場じようあたりに、三つの人影が現れていたのである。


　バイク用のレザースーツに身を固めた女と、オガム文字を刻んだ箒ほうきにまたがった魔ま女じよ。そのふたりの間に浮いている、春物のパーカーを着た、半はん透とう明めいの霊エーテル体。


　特に、レザースーツの女は、異様に白い髪かみをしていた。


「──へえ、有名人とよく会う夜だね」


　唇くちびるを歪ゆがめて、ツェツィーリエは片目をつむった。


「その白い髪、知ってるぜ。さっきの〈ゲーティア〉首領──アディリシア・レン・メイザースの懐ふところ刀がたなだろ。確か、ダフネとか言ったっけ」


「アディリシアさまをどうしました？」


　ツェツィーリエの台詞せりふを無視して、ダフネはまっすぐに訊きく。


　一いつ切さいの無む駄だがない、会話というよりも作業に近いやりとり。相手への情も関心もないと、はっきり知らしめる態度。


　その様子に、女吸きゆう血けつ鬼きが肩をすくめた。


「おお、怖こわい。多分そのへんに埋うもれてるんじゃねえかな？　どうにも、あたしは食い意地が張っててさ。食事の最中は何にも見えなくなっちまう」


「社長とオルトは？」


　これは、穂波が訊いた。


　ツェツィーリエの視線がわずかにダフネをそれ、とんがり帽ぼう子しの魔女に移る。


「ほう。そっちもなんか見覚えがあるな」


　と、女は首を傾かしげた。


「あーあー、ホナミとか言ったっけ。あいつの先せん輩ぱいか。そういやよく名前を出してたな。こう泣きべそかいたあいつが、しょっちゅう呟つぶやいてた。そーかそーか、お前がアディリシアともうひとりの片割れか」


「……オルトに何をしたんっ？」


　ツェツィーリエの言葉の意味を、穂波が問う。


　夜風に、敵意と呪じゆ力りよくが混じった。


　今、月は穂波の真上に皓こう々こうと輝かがやいている。月を呪力の源とする魔女術ウイツチ・クラフトの使い手からすれば、その実力を真に発揮できる時間。


　その意味を知ってか知らずか、ツェツィーリエの唇をうっすらと笑みが刷いた。


「何ってことはないさ。あいつはあたしの弟子だからね」


「弟子？」


「そうさ」


　ツェツィーリエが、軽くうなずく。


　文字通り、人を食ったような嘲ちよう笑しよう。異常に長く鋭するどい牙きばが、その内側に覗のぞいた。


「煮にろうが焼こうがあたしの勝手。ずっとずっと、そういう風に『教育』してきたんだ。今回もそのひとつってだけ。いつものことだし、たかだか瓦が礫れきに埋まったぐらいで死ぬようなヤツでもねえさ」


「いつもの……こと？」


　穂波の声に、疑念が混じった。


　魔法使いにとって、師し弟てい関係は絶対だ。


　だが、それはけして今ツェツィーリエが口にするような「どうしたってかまわない」なんて関係ではない。魔術の深しん奥おうを極きわめるための、始祖よりたくわえられてきた神秘を受け継つぐための、神聖にして堅けん固ごな関係のはずだった。


　彼女がオルトの師し匠しようだとしたら、一体どんな『教育』が行われたというのか。


　そして、


「──ツェツィーリエ。もう一度問う。アディリシアさまをどうした？」


　名前を呼び、ダフネが手て袋ぶくろをはずしたのだ。


　その五指に、それぞれ材質の異なる指輪がはまっていた。鉄、銀、金、錫すず、青銅、そしてそれぞれに精せい緻ちな惑わく星せい霊れいの魔法円。


　ソロモンの護ご符ふ魔術。


　アディリシアが魔神を喚かん起きするならば、ダフネの魔術はその魔神が象しよう徴ちようする惑星霊より呪力を取り入れる。単純な呪力だけでいえば七十二の魔神には及およばぬが、実戦性でいえばけして劣おとらぬ高度な魔術だった。


　まして、それを扱あつかうのがダフネであれば。


「言ったろ。そこらへんに埋もれてるんじゃないかって」


　ツェツィーリエが、瓦礫に手を振る。


「ふざけるな」


　ダフネが前に出た。


「アディリシアさまが近くにいれば分かる。くだらない噓うそをつくな」


「ありゃ、バレた」


　ぱちん、と自分の頰ほおをツェツィーリエが叩たたいた。


「実は逃にげられて、あたしにも居場所が分からない。いや、本当に困っててさ。今日は、ひさしぶりのご馳ち走そうも食いそこねちまって、腹ぺこなんだよ。さっさと食事に戻もどらないと、ますます腹の虫が居所悪くなっちまう」


　にやにやと、ツェツィーリエの笑えみは消えない。


　ダフネの名を知り、こうして目まの当たりにしてる以上、その実力も分かっているだろう。その上で、この女はふざけた表情を崩くずさないのだった。


　くつくつと肩かたが震ふるえる。


　おかしくてたまらないという風に。


「…………」


　そして、もはやダフネはそんな戯ざれ言ごとを耳にしなかった。三度は問おうともしなかった。


　右手の人差し指が、五ご芒ぼう星せいを描えがいた。





「主は汝の右にありて、怒りの日に王を打ちたまえり（Dominus a dextris tuis, Confregit in die irae suae reges.）──！」





　その身体からだが加速する。


　火星の４の護符。


　戦いの星──火星マルスに象徴された鉄の指輪が、ダフネに尋じん常じようならざる『力』を与あたえる。すなわち、その意味は『絶対の勝利』。四し肢しに宿るは鉄を砕くだく剛ごう力りきと、獣けものをも超こえる速度。


　ツェツィーリエは、何もしなかった。


　ただ、唇くちびるを歪ゆがめ、背後の瓦礫にもたれかかっただけだった。


（なら、砕く──！）


　廃はい墟きよを駆かける。


　一点の迷いもなく、ダフネの蹴けりがツェツィーリエの側頭部へと弧こを描く。疾しつ風ぷうさえ超えて神速。空気を切り裂さいて、漆しつ黒こくのブーツが弾だん丸がんと化す。


　連れん繫けいして、穂波も動いた。





「我は乞うハイル！　我が上にありし月の加護と力の円えん錐すいもて、北東の災わざわいを砕け！」





　中空から放たれたるは、ヤドリギの矢。


　ケルト魔術と魔女術ウイツチ・クラフトの精せい髄ずいから練り上げられたその一いち撃げきは、よほどの霊的加護でも貫かん通つうする。月の祝福ととんがり帽子力の円錐に呪じゆ力りよくを増ぞう幅ふくされ、その矢は力強く、災いたる敵へと直進する。


「あたしも──！」


　さらに、黒羽も意識を集中した。


　少女の武器は、騒霊現象ポルターガイスト。


　強大な念動力が、いくつもの瓦が礫れきを持ち上げて、ツェツィーリエへと殺さつ到とうさせる。単純にして圧あつ倒とう的な質量の暴力だった。ダフネが正面から、ヤドリギの矢が上空から襲おそいかかったなら、それらの瓦礫は左右からツェツィーリエの逃げ場を潰つぶしたのである。





　──手て応ごたえは、あった。





　肉がひしぎ、骨の砕けた感かん触しよく。


　ただし、ツェツィーリエではなかった。


　背後の瓦礫から多くの腕うでが生え、三者三様の一撃から女をかばったのである。


「な……っ！」


　ずるずると、腕は地上のダフネを追う。


　一本や二本ならば、ダフネはたやすく避よけていただろう。しかし、その腕は次から次へと増え、ツェツィーリエの背後のみならず、周囲の瓦礫を覆おおい尽つくして伸のびた。





「汝なんじは始まり。汝は導く船。汝は輝かがやける松明たいまつ。──されば歌え（singe）、ケイナズ！」





　ツェツィーリエが金貨を取り出し、吼ほえた。


　[image: ]


　いつきがオルトヴィーンと出会ったときにも使われた炎ほのおのルーン。だが、そのルーンが師匠ツエツイーリエによって行使されたとき、炎はまるで生命を持つかのように、ダフネと穂波、黒羽の三人へと伸びた。





「私は私の肉を引き裂き、私の骨をすべて数えられる。かくして汝は死することなし（I pierced my hands and my feet; I may tell all my bones; Deliver my soul from the sword; Amen）！」





　ダフネの薬指に、錫すずの指輪が煌きらめいた。


　木星の６の護符。あらゆる地上の危機から主人の身を守るという、木星ジユピターなる王の護符。たちまち不可視の円えん蓋がいがダフネの周囲を覆い、地上の腕さえも蹴散らした。


「まなちゃん、側そばに寄って──！」


　対して、穂波はさらなる攻こう撃げきを選んだ。





「我は繰くり返す！　天にも地にもあらざる霊れい樹じゆの加護もて、北東の災いを打ち滅ほろぼせ！」





　炎に対して、真っ正面からヤドリギの矢を投とう擲てきする。炎の舌を切り裂きながら、今度の穂波の矢は飛ひ翔しよう半ばで破は裂れつした。


　ヤドリギの散弾。


　さきほどの腕でも受けきれない、面による攻撃。


　何十にも分裂した霊樹の散弾は、今度こそツェツィーリエへと直撃し、その皮ひ膚ふと肉を切り裂き、おびただしい血を撒まき散らした。内側にこもった『否定』の呪力を女へと浸しん透とうさせ、二度と立ちあがれぬよう叩たたきのめす。いかなる敵をも退けてきた穂波の渾こん身しんの魔ま術じゆつは、ツェツィーリエにも十全な『力』を示してみせた。


　ただ、それだけのことだった。


「っはははは！　いいな、お前！」


　大量の血を撒き散らしながら、刹せつ那なたりとも停止せず、むしろ優ゆう雅がともいえる動作で女は哄こう笑しようしたのだ。


「本当にいいなお前！　そこで守らず反撃するかよ！　よっぽどの度胸と自信があってもできねえぞ！　つうか、その年でそれか、魔女か、魔女だな、魔女に違ちがいないな！　そりゃオルトのヤツも心しん酔すいするな心酔するだろうさ！　今回ばかりはあたしもあいつに同意するぞ！　お前いい、最高だよホナミ！」


　血まみれになりながら、女が笑う。


　身体からだにまとった毛皮も、黒く塗ぬられた唇くちびるも真しん紅くに染めながら、嬉うれしそうに笑う。


　その様子に穂波も気を奪うばわれ、しかし、すぐにケルトの魔女はなすべきことを思いだす。





「我は繰り返す──！」





　闇やみ色のマントから新たなヤドリギの矢を取りだし、即そく座ざに詠えい唱しよう。


「いいなあ！　そこで容よう赦しや無しか！　呵か責しやく無しか！　だよなあ、倒たおれない相手は倒れるまで叩きつづけるしかないもんなあ！　最高だなあ！」


　笑って、ツェツィーリエは跳はねた。


　明らかに人間の枠わくを超こえた、助走も無しに三メートル近い跳ちよう躍やく。


　ほとんど瞬しゆん間かん移動を思わせて、すでにツェツィーリエは穂波と黒羽の眼前。


「でも、あまり調子に乗るなよ？」


「っ──?!」


　血に濡ぬれた両手が、穂波と黒羽の顔を摑つかんだのだ。


　触ふれられないはずの黒羽の霊エーテル体までも、ツェツィーリエはたやすく摑みあげた。ばかりか、とっさに黒羽が発動させた騒霊現象ポルターガイストにさえ、びくともしなかった。


　落下に任せて、穂波と黒羽、両者の身体を大地へと叩きつける。信じがたい衝しよう撃げきが、生身と霊エーテル体と──ふたりの少女の内側を貫つらぬき、悶もん絶ぜつさせた。


　もちろん、戦せん闘とう続行なんて不能。


　かろうじて意識だけは保っているものの、衝撃が神経系を沈ちん黙もくさせていた。黒羽の霊エーテル体さえ、欠片かけらの力だって入らなかった。


「おおあああっ──！」


　その横合いから、裂れつ帛ぱくの気合とともに、ダフネの足が降り落ちた。


　加速した勢いを乗せての踵かかと落おとし。十分な呪じゆ力りよくのこもったそれは、よほどの魔ま性しようでも昏こん倒とうさせるに足る。


「やめとけよ」


　ツェツィーリエの唇の端はしと、腕うでがつりあがった。


　さして力もいれてないと見えたそれは、軽々と踵落としを止めて、ダフネの五体を突つき飛ばした。


　落ちたとき、迎むかえたのは地面の衝撃ではなかった。


「かっ……！」


　あたかも針葉樹林を想起させる腕の群れが、ダフネの身体を束そく縛ばくしたのだ。


「これ、は……っ」


　ダフネは、腕よりもその腕の主たちの方に、目を奪われた。


　無残な光景だった。


　明らかに腕が折れ、足が砕くだけた〈金翅院〉の僧そう侶りよたちが、それでもツェツィーリエに従って、瓦が礫れきから這はいずり出てきたのだ。


　彼らの意思でないのは、一目で明らかだった。


　視線は定まらず、舌は突き出したまま。袈け裟さはほとんどが破れ、血まみれになった身体に張りついただけの状態。人間というよりも、人間のパーツを操あやつり人形にしたような、ひどく冒ぼう瀆とく的な光景。


　こんな状態を見せられれば、誰だれもが言うだろう。


　蘇った死者アンデツド、と。


「さっきは役に立たなかったんだがね。ああ、面めん倒どうくさかったから、瓦礫に放置してたのが良かったかな。おかげで盾たてにもなってもらえた」


　ツェツィーリエはせせら笑った。


　十人あまりの僧侶たちが、ダフネの身体を捕とらえている。操られた僧侶たちの筋力もまた、肉体の限界を超えさせられていた。ダフネを摑んだ多くの腕も、そのすべてが凄せい絶ぜつな内出血を起こし、不気味に青黒く染まっていた。


「……それで……どうするん？」


　穂波が、やっと利きけるようになった口を開く。


「おお、いいねえその顔。まるで望みを捨ててない顔だな。そういうの、そそるそそる。あたしも血を流しすぎて、腹が減っちまったよ」


　ちりちりと、空気に電流めいたものが宿る。


　痛くなるような沈黙が、廃はい墟きよを覆おおった。操られた僧侶たちの激しい呼吸音だけが、どこか空々しかった。


　ツェツィーリエは、くすりと肩かたをすくめた。


「なあ、あたしがオルトに何をしたかって知りたがってたよなあ」


　膝ひざをつき、横たわった穂波の耳元で囁ささやく。


「…………」


「まあ、いろいろやっちゃったんだけどね。だいたい考えられるようなことは全部かなあ。そんでまあ、いろいろやりすぎたから、飽あきて捨てちゃったんだよねえ」


「捨て……た……？」


「ああ、捨てた。綺き麗れいさっぱり捨てた。つうか、オルトヴィーンなんて名前、数年ぐらいすっかり忘れてた」


「じゃあ……何で……」


「他人が、あいつを拾うのは許せないんだよ」


　どうしようもなく身勝手なことを、そいつは口にした。


「いいか。あいつは一度でもあたしのおもちゃになったんだぜ。唾つばつけたってわけで、そりゃもう所有権から何から何まであたしのもんだろ？　たとえあたしが飽きて捨てたって、他人が拾っていくのは腹がたつさ」


「そん……なん……」


「そんなの、ただのわがままだって？　いいじゃん、わがまま。あいつだって言ってたろ？　魔法使いは高位のものに従うんだって。あたしの言ったとおりのこと、いまだにあいつは馬ば鹿かみたいに守ってるだろ？　確か日本語じゃキンカギョクジョーとかいうんだろ？」


　ふざけた饒じよう舌ぜつは止まらない。


　唇くちびるを濡ぬらす血液が、興奮剤ざいでもあったかのように、ツェツィーリエは喋しやべりつづける。あるいは、彼女が吸きゆう血けつ鬼きと呼ばれる存在なら、当然のことであったかもしれない。


「じゃあ……オルトが……いろんな結社に移い籍せきしてたんも……」


「あー、あいつ、逃にげ足速くてさあ。つか、〈ミーミル〉が悪いな〈ミーミル〉が。あたしが飽きて捨てたからって、ほいほい拾いなおしちゃってさ。学院とか行かせたあげく、そこそこマシになったからって、ほかの結社まで修しゆ行ぎように出すもんだから頭に来た。片かた端はしから修行先を見つけては、ぷちぷち潰つぶしてったよ。あー、オルトのやつも契約ゲツシユを結んでるからって逆らわないから、なお悪いな」


「…………」


　穂波は絶句する。


　それが、オルトヴィーンの移籍の理由。


　移籍先の結社に、たびたび失しつ踪そう者が出ていた理由。いいや、本当に失踪者で済んでいたのだろうか。魔ま術じゆつ結社は、時に命よりも誇ほこりを選ぶ。何者かも分からない相手に結社が潰されたというよりは、生き残った縁えん戚せきを集めてでも体てい裁さいを保とうとするかもしれない。


　この女が、オルトヴィーンの移籍した結社を皆みな殺ごろしにしなかったとどうして言える──！


「どうかなどうかな？　ちっとは理解してくれたか？　別に理解されてもされなくてもいいんだけど、お前は面おも白しろかったしな。やっぱり面白かった相手には、ちっとぐらい分かってほしいのが人情だろ」


　頰ほおを伝い、唇に垂れた血を舌なめずりする。


　長い牙きばをなおさら剝むき出しにしながら、ツェツィーリエは語る。


「あたしは取り戻もどす。あたしは奪うばい返す。だから、関かかわったついでにぜーんぶ潰していくよ。〈アストラル〉でも何でも一いつ緒しよだ」


　断言した。


　ただのわがままで、自分はあの弟で子しを取り戻すのだと。


　そのわがままを妨ぼう害がいするのなら、何だろうが潰していくと。


「…………させ……へん……っ」


　穂波が、首を持ち上げる。


　いまだ神経の麻ま痺ひした身体からだで、強ごう引いんにツェツィーリエを見やる。たとえ指一本動かなかろうが、その瞳ひとみだけは屈くつ服ぷくせずに女吸血鬼を睨にらみつける。


「あの子は……あたしの後こう輩はいで……同どう僚りようや……」


「馬鹿馬鹿しいね。そういや、あの社長も似たようなこと言ってたっけ。社員だからどうこうとか。悪い食い物でも食ったんじゃねえの？　食は生活の中心だぜ？　確か道教タオイズムにゃドウゲンドウショクやらいう考え方もあるんだろ」


　言って、ツェツィーリエは立ち上がった。


「逃げる……つもりなん？」


「おお、おお。そんな身体で言ってくれるねえ。健けな気げだねえ。でも、腹が減ってるから、あまり相手してやれねえんだ」


　ひらひらと手を振ふって、ツェツィーリエは廃墟に足をかける。


　振り返って、


「それにそろそろ……喰くわれた〈竜りゆう〉が悶もだえる頃ころだぜ」


「？」


　その意味をはかりかねて、穂波の眉まゆが寄った。


　瞬しゆん間かん。


　大地が、跳ねた。


　ダフネと黒羽もまた、その異変に大きく目を見開いた。


「生き埋うめは苦しいらしいぜ？」


　最後のツェツィーリエの声も、鳴動にかき消える。





　──突とつ然ぜん、激げき烈れつな地じ震しんが、世界を襲おそったのだった。




第５章　魔法使いと怪物




　　　　１




　──時折、その頃の夢を見る。





　英国、倫敦ロンドン。


　乳白色の霧きりの中、つつましやかに建てられた瀟しよう洒しやな洋館たち。


　内側には、蒸留機レトルトが煙けむりをあげ、分厚い魔術書グリモアが古紙や羊皮紙の匂においを湛たたえ、蠟ろうや油紙に包まれたおびただしい呪物フエテイシユが並んでいた。


　学院と呼ばれたその中で、オルトヴィーンはいつもひとりであった。


　ひとりが、心ここ地ちよかった。


　専せん攻こうしていたルーン魔ま術じゆつは、入学した時点でほとんどの学習を終わらせていたし、いまさら教授に教わるようなこともなかった。


　ひとりでないと、眠ねむれなかった。


　魔法使いの学院である以上、そこにいるものは皆みな、魔術に対して貪どん欲よくである。


　現代において魔法などという異い端たんに手を出す以上、彼らの欲望に抑よく制せいなどない。オルトヴィーンの魔法が知られたら、彼らは根ね掘ほり葉掘り尋たずねてくるだろう。尋ねてくるだけならマシな方で、ひどい場合はこちらの荷物や五体まで暴あばき立てられるかもしれなかった。


　ああ。


　あるいは……怖こわかったのかもしれない。


　正直にいえば、オルトヴィーンは魔法が嫌きらいだったのだ。


　自分の身体からだと精神こころに刻まれた、忌いまわしい歴史を重ねた神秘が本当に嫌いだったのだ。そんな魔法を希求して、欲望をさらけだすクラスメイトたちが、どうしようもなく怖かったのだ。





　だけど。





　そのふたりだけは、例外だった。


「アディには、細かしい呪物フエテイシユの取り扱あつかいは向いてないん違ちやう？　ソロモン王の魔術も四大天使よりは惑わく星せい霊れいに寄ってるんやから、学院の呪物フエテイシユとは相あい性しよう悪いやろ」


「そんなの、あなたに試験で負ける理由になりません！　だいたい、四大天使も七大惑星の理ことわりには縛しばられるんですから、そこから術式は組み直せます。すぐ目に物見せてさしあげますわ」


　しょっちゅう、そのふたりは言い合いをしていた。


　時に、洋館の裏庭で。


　時に、丘おかの上のストーンサークルで。


　ラテン語を基き軸じくとする西せい欧おうの言語とは違う、変わった文法のやりとり。それが日本語という極東の地の言葉だと知り、自らも学習するに至ったのは、もっと後のことだ。


　ただ。


　そのふたりは──輝かがやいて見えた。


　ほかの学生とは、いいや教師とも違ちがっていた。


　どちらも専門的な魔術の考察をしながら、その魔術にとらわれない態度。学院でも首席を争うふたりでありながら、魔法に依い存ぞんしてしまうのではなく、魔法に溺おぼれてしまうのではなくて、もっと先を見つめている視線。


　もっと先。もっと先。もっと先。


　お互たがいを罵ののしりあうような言葉の裏で、ずっとふたりはそう言っているように、オルトヴィーンには思えた。


　だから。


　見ているだけで、オルトヴィーンはほっとできたのだ。


　世界には、確かにほかに価値があるものが存在するのだと。


　たとえ魔法がなくたって、価値というものは存在しているのだと。





　そして……。





　──突とつ然ぜんの大きな揺ゆれが、その夢を砕くだいた。





　　　　＊





「オ……オルトくん！」


　自分を見下ろす童顔に、オルトヴィーンは眉まゆをひそめた。


「お前が……なんで……」


「え？　その、あの……覚えてない？」


　いつきが心配そうに、問いかけてくる。


　その様子が不ふ愉ゆ快かいだったが、手で払はらうほどの余力もなかった。


　まだ、記き憶おくが混こん濁だくしている。


　横たわったまま、ぐらぐらする視界を、こめかみに手をあてて固定。奥歯を嚙かみしめて、無理矢理に意識を賦ふ活かつさせる。


「ここ……は？」


「あの……多分、僕の学校の教室」


　いつきが、おろおろと周囲を見まわす。


　そのようだった。


　黒板に、規則正しく並んだ机。後ろには掃そう除じ用と思おぼしいロッカーがあり、廊ろう下かと校庭に面して、ガラス窓が並んでいる。黒板の隅すみには、学校の名前が書いてあった。


「目が覚めたらいきなり学校だし、地じ震しん起きるし、アディリシアさんも倒たおれちゃうし……」


「あそこから……転移したのか」


　オルトヴィーンは、いつきの隣となりを見やる。


　そこに、アディリシアが寝ねかされていた。


　どうやら、意識はないらしかった。もとより白い肌はだが、無残なほどに青ざめている。息は荒あらく、ドレスの胸が小刻みに上下し、『ソロモンの五ご芒ぼう星せい』を押し上げていた。


「…………」


　衰すい弱じやくの理由が、痛いほどオルトヴィーンには分かった。


　七十二の魔ま神じんもまた、その呪じゆ力りよくを奪うばわれたのだ。人間と違い、呪力そのものといえる魔神にとって、あの女吸きゆう血けつ鬼きは天敵といえるだろう。まして、空間を渡わたる魔術は、いかなる術式・方法であろうとも、最も難度の高いひとつとされる。よほどの準備をしていてすら困難なのに、緊きん急きゆう避ひ難なん的な術式ではさらに難度が跳はねあがる。


　それだけの悪条件の中で、なおここまで転移したことが、アディリシアの並々ならぬ呪力を証明していた。


　同時に、もうひとつのことにも、オルトヴィーンは気がついた。


「じゃあ、ここは──竜穴ノードか」


　オルトヴィーンの言葉に、アディリシアを看護していたいつきが顔をあげる。


「それって……パワースポット……だっけ？」


「名前ぐらいは知ってるのか」


「えと、穂波とかに習ったことがあったし……前の鬼おにの事件でも聞いたから。確か、布留部市には霊脈レイラインが走ってて、そういう小さな竜穴が結構あるって」


　つまるところは、霊脈レイラインから呪力を漏ろう出しゆつさせる地点スポツトである。


　さきほどの図書館も、そういった場所のひとつだった。だからこそ、呪力が漏もれ、定期的に浄じよう化かする必要が出てくるのだ。


　おそらく、いつきの高校もそうした竜穴のひとつだったのであろう。


「魔神の力を使って、霊脈（レイライン）に沿って転移したんだ。呪力流に従えば、術式の構築や負担も最低限で抑おさえられる。先せん輩ぱいらしい発想だな」


「そっか」


　いつきが、アディリシアの髪かみを撫なでる。


　その瞬しゆん間かんだけ、苦しげな少女の表情が安らかになるように、オルトヴィーンには見えた。


「先に逃にげてって言ったのに……僕もオルトくんも……無理矢理に助けてくれたんだ」


　いつきの声が、低く教室の床ゆかを流れた。優やさしく、慈じ愛あいと感謝に満ちた、ひどくこの少年らしい声だった。


　しかし、その言葉は別の効果をもたらしたのである。


「助け、て……？」


　言いかけて、不意に、オルトヴィーンが硬こう直ちよくした。


（────！）


　思い出したのである。


　ついさっきの、師匠ツエツイーリエを前にしたときの自分の態度。


　うずくまって、頭を抱かかえて、耳を塞ふさいで──きっと聞かれたに違ちがいない、自分の泣き言。





　──『ないで……苛いじめないで……苛めないで苛めないで苛めないで苛めないで苛めないで苛めないで苛めないで苛めないで苛めないで苛めないで……』





「っ──！」


「お、オルトくん？　まだ寝てなきゃ……」


　いつきが振ふり返る。


「お前！」


　ぎり、と奥歯を嚙かんで、オルトヴィーンはその胸むなぐらをつかんだ。


「わっ！」


「覚えてるんだろ！　お前！」


　上半身をもたげたオルトヴィーンが、意地だけで腕うでを突つき上げる。その拳こぶしにはほとんど握あく力りよくが残っておらず、むしろ、いつきの身体からだにもたれかかるような様子だった。


「な、何を……？」


「ボクが……あいつに跪ひざまずいて……呻うめくのを聞いていたんだろう？」


「あ……」


　いつきが、目を見開く。


　答えを聞かずとも、その表情だけで十分だった。何もかも、その表情だけではっきりと伝わった。


「は……」


　乾かわいた笑い声が、オルトヴィーンの喉のどからこぼれる。


「ははははははははははは……」


　笑う。笑う。笑う。


　道どう化けみたいに、何かのたがが外れてしまったみたいに、笑う。


「あははははははははははははははははははははははははははははははははははは……」


　どこかしら、あの女吸きゆう血けつ鬼き──ツェツィーリエにも似た笑いだった。


　男の子の中で、あの師し匠しようの影かげは、どうしても拭ぬぐいされないというようでもあった。


「どうした、馬ば鹿かにしないのか」


　その笑えみを止めて、オルトヴィーンが言う。


　いつきを見上げ、奥歯を嚙む。


「あれだけお前のことを臆おく病びようだとか何だとか言ったボクが、偉えらそうなことを言っていたボクがあのザマだよ！　言い訳しようもないぐらい、無様で、不格好で、惨みじめなのがボクだよ！」


　強く、叫さけぶ。


「笑えよ！」


　胸ぐらをつかんだ手に、必死で力をこめる。


　いまだに、身体には力が入らない。それでも精せい一いつ杯ぱいに摑つかみあげた。この一瞬に、自分が生きてきた年月がかかっている気がした。


「無様だって、惨めだって笑えよ！　滑こつ稽けいだって、哀あわれだって笑えよ！　思い切り笑えばいいだろう！　馬鹿にすればいいだろう！」


「…………」


　いつきは、何も言わない。


　ただ、じっとオルトヴィーンを見つめている。


「じゃあ……」


　と、口を開いた。


「じゃあ……どうして、あの人がオルトくんの師匠なの？」


「────っ」


　オルトヴィーンが言葉を失ったのは、その問いのためではなかった。


　問うたいつきが、自分に胸をつかまれたまま、そっとアディリシアに触ふれているのだった。意識を失ったままのアディリシアの手を、ひどく大事そうに握にぎっているのだった。


　目が離はなせない。


　そうしている少年は、オルトヴィーンの知らないほかの誰だれかのようで、一瞬たりとも目が離せなかった。


　そして、もう一度、少年が問う。


「どうして……アディリシアを傷つけたあの人が、キミの師匠だっていうの？」


「…………」


　すぐには、答えられなかった。


　ひそやかに、いつきの言葉は、オルトヴィーン・グラウツの胸を貫つらぬいたのだった。





　　　　２




　月下、女が走っていた。


　地じ震しんで砕くだけたアスファルトの上を、地割れを起こした草むらの上を、まるで危なげなく突き抜ぬけていく。そんな程度の不整地など、自分の生まれた土地では当たり前だったよと言わんばかりに、自由に奔ほん放ぽうに走り抜ける。


　血まみれの身体であった。


　ヤドリギの散さん弾だんによる一いち撃げきは、確かにツェツィーリエを傷つけていた。皮ひ膚ふは裂さかれ、肉は爆はぜ、身体中のあちこちが無む惨ざんな姿を呈ていしていたのだ。


　しかし。


　こうして走っている間にも、その傷が癒いやされていった。


　わずかなりとはいえ、〈竜りゆう〉を喰くった効果であった。


　身体に満ちあふれている呪じゆ力りよくが、たちまち破損箇か所しよに肉芽を盛り上げ、薄うす皮かわを広げていく。それに伴ともなういくらかの痛みさえ、ツェツィーリエには快感と感じられるぐらいだった。


（あれ……死んだろうなあ）


　その痛みに、思う。


　これだけの地震に、あの図書館の瓦が礫れきだ。


　ヤドリギの散弾を撃うった魔ま女じよ──穂波やダフネとやらも、ほぼ確実に瓦礫に飲みこまれたろう。思ったよりも地震の被ひ害がいは大きかった。それはここの〈竜〉の強大さを示してもいて、ツェツィーリエを歓かん喜きさせもしたが、同時に獲え物ものを失った寂さびしさも感じさせた。


「まあ、仕方ないか」


　と、女は呟つぶやく。


　すぐに、その声に、昂こう揚ようした響ひびきが戻もどる。


　狩人かりゆうどの気分だった。


　最高の獲物を追いかけるときの、狩人の気持ち。


　ああ、そうだ。


　まだ、獲物はいる。


　呪力流に逃にげ込み、オルトヴィーンを逃がしたソロモンの姫ひめ──アディリシア・レン・メイザース。


　たかだか徒手空くう拳けんをもって、自分にあらがおうとした愚おろか者の〈アストラル〉社長──伊庭いつき。


「っくくくくくくくく……」


　笑みがこぼれる。


　あるいは、だから自分はオルトヴィーンを捨てたのかもしれない。いつか、こういう獲物を連れてくると予感していたから、あえて手放したのかもしれない。


「っくくくくくくははははははははは……」


　笑い声が、少しずつ大きくなる。


　その笑えみに比例して、ツェツィーリエの身体からだの内側を甘い歓喜と興奮が占しめていく。


　分かっている。


　こういう行こう為いを楽しんでしまう自分が異い端たんだと、ツェツィーリエは知っている。


　魔法使いというものは、単に魔法に対して貪どん欲よくなだけであって、人間として壊こわれなければならないわけではない。それはあくまで『結果』であって、ツェツィーリエのような『前提』ではありえないのだ。


　壊したい、とツェツィーリエは思う。


　壊したい。


　壊したい。


　壊したい。


　殺したい奪うばいたい犯おかしたい貪むさぼりたい喰いたい舐なめたい刺さしたい抉えぐりたい殴なぐりたい砕きたい焼きたい潰つぶしたい啜すすりたい汚よごしたい穢けがしたい味わいたい飲み込みたい切り裂きたい嚙かみ裂きたい引き裂きたい追い詰つめたい全部全部全部全部全部全部全部全部全部全部全部全部──何もかもを、吸い尽つくしたい。


（ああ……）


　恍こう惚こつと、ツェツィーリエは回想する。


　過去を思い返しても、別段、そういう壊れたモノになる要素はなかった。


　魔法使いとしては比ひ較かく的てき優すぐれた家であったが、ほかの魔法使いに比してなおひどくはなかった。いいや、ツェツィーリエのあてにならない感覚でいうなら、ややまっとうですらあったと思う。トラウマだとか何だとか、道を踏ふみ外すようなつまらない記き憶おくは思い至らない。


　つまるところ。


　最初から、ツェツィーリエはそういうモノだったというだけだろう。


　理由なんてくだらない。


　意味なんてなくてもいい。


　ただただ、自分は狩人でありたい。獣けものでありたい。獲物をなぶっていたぶって追い詰めていく──化け物でありたい。


（喰らおう）


　と、思った。


　やっと手に入れた獲物だ。存分に喰らおう。十全に喰らおう。弟で子しも仲間も〈竜〉も全部全部まとめて喰らおう。舐め尽くして、啜り尽くして、喰らい尽くそう。





　そして──そう思う自分を、たまらなくツェツィーリエは愛していたのだった。





　　　　＊





　いつきの問いに、しばらくオルトヴィーンは沈ちん黙もくしていた。


「…………」


　いつきもまた、黙だまったまま待っている。


　閉め忘れたらしい教室の窓から、暖かな夜風が吹ふき込む。風には春の色がついていた。校庭の桜の花弁だった。


　やがて、胸むなぐらから手が離はなれた。


　ぽつりと、答えがあった。


「もう八年ぐらい前、ツェツィーリエは……生け贄にえを要求したのさ」


「生け、贄？」


　鸚おう鵡む返がえしに言ったいつきに、オルトヴィーンがうなずく。


「暗い森……お前も見ただろ」


「あ……」


　いつきが、眼帯を押さえる。


　オルトヴィーンがやってきたとき、垣かい間ま見みた夢。


　鬱うつ蒼そうと暗い森の中、死体と死体と死体と死体と──その血を貪っていた化け物の夢。


「ツェツィーリエは、もともと〈ミーミル〉の中でも特とく殊しゆでさ。結社顧こ問もんって立ち位置で、いくつかある支部を自由に歩いてたんだ。数年に一回顔を出しては、ろくでもない要求と引き替かえにルーンの秘ひ奥おうを教える──そんなことを繰くり返してね。どこも歓かん迎げいはしないが、その秘術だけは一目おかざるを得ないって関係だった」


　疲つかれたような口調で、オルトヴィーンが語る。


「それが……いきなりおかしなことを言い出した」


「その……生け贄？」


「ああ。いろいろいじくりたいから、人間の生け贄を寄よ越こせだってさ」


　くつくつと、何がおかしいのか、オルトヴィーンは肩かたを震ふるわせたのだ。


「じゃ、じゃあ、オルトくんの結社は」


「ボクのいた支部は……従わなかった」


「あ」


「いくら同じ〈ミーミル〉にあって、より高位の魔法使いだからって、そんな馬ば鹿かげた要求には応こたえられない。まあ、そんなことを言ったのさ。ツェツィーリエも笑ってうなずいた」


　そこで、オルトヴィーンは区切った。


　一いつ拍ぱくおいて、こう続けた。


「笑ってうなずいて……皆みな殺ごろしにしたんだ」


「────っ！」


　愕がく然ぜんと、いつきは目を見開いた。


「それ、て……」


「たまたま……ボクだけは生き残ってね。ツェツィーリエからしたら、ただの気まぐれだったんだろう。あるいは、生き残ったという事実に魔ま法ほう的要因を見み出いだしたのかもしれない。強ごう引いんにボクを弟で子しにした。あはは、逆らえるわけもないだろう。当時のボクがまだ六歳。わけも分からないままに家族も友人も先生も殺されてね。あれはもう衝しよう撃げきだとか何だとかを通り越して、刷り込みだよな。それから数年は、ずっとツェツィーリエを師し匠しようと呼んで、一いつ緒しよに旅やら何やらに付き合わされてた」


　長広舌を一気に喋しやべる。胸にたまっていたものを押し流すようにして、唇くちびるを歪ゆがめる。


「そして、捨てられた」


「捨てられたって……なんで」


　目を丸くしたいつきに、オルトヴィーンは小さく鼻を鳴らした。


「たいした意味もないよ。単に、もう飽あきたって、そう言われただけ。いきなり街で放ほうり出されてね。そうすると、ボクの戻もどれるところは……あははは、おかしいだろ。結局〈ミーミル〉にしか戻れないんだよ。〈ミーミル〉の方にしても、元は支部のひとりで、ツェツィーリエの弟子だ。知らないふりもできなくてさ。かといって、手元に置いておくのは気味が悪い。仕方なく、学院に行かせたわけだよ」


　学院へ、オルトヴィーンが行かされた理由。


　それもまた、厄やつ介かい払ばらいという事情に過ぎなかった。どこにも男の子の意思は反映されず、ただ大きな流れに翻ほん弄ろうされるだけ。


「まあ、悪くはなかったよ」


　と、オルトヴィーンは付け加えた。


「学院の生活は、そんなに嫌きらいじゃなかった。みんな放っておいてくれたし、幸いツェツィーリエが仕込んだルーン魔術だけは本物だったからね。それなりにボクの腕うでを欲ほつしてくれる結社もあった。〈ミーミル〉にしてみれば渡わたりに船さ。さっさとそういう結社にボクを送りつけることにした」


　オルトヴィーンの瞳ひとみが、かすかに揺ゆれた。


「それで……また、その結社がツェツィーリエに潰つぶされたんだよ」


「っ?!　で、でも、オルトヴィーンは捨てられたって──」


「ああ。捨てられた。でも……きっとあの人にとっては、捨てても自分のものには違ちがいないんだろ。だから、他人が拾うなんて我が慢まんできないんだ」


　それは、奇くしくも一時間ほど前、ツェツィーリエが穂波に囁ささやいたのと同じ言葉であった。


　師匠ツエツイーリエの意思を、正しく弟子オルトヴイーンは理解していた。だが、その理解は単に絶望を深めるだけだったろう。


　きっと、どの結社に行っても、ツェツィーリエはその結社を潰すのだと、そう思い知らされるだけなのだから。


「…………」


　いつきは、絶句する。


　女吸きゆう血けつ鬼きの精神性を理解できず、その場に立ちつくす。


「〈ミーミル〉は、それを利用したのさ」


　と、オルトヴィーンは告げた。


「なるだけ遠く、遠くへボクを逃にがすことにした。逃げられたなら逃げられたでいい。でも、結果としてツェツィーリエにつかまって、ボクの移い籍せきした結社が潰されたなら潰されたでいい。〈アストラル〉は……そういう意味で、いろんなところに邪じや魔まだったろう？」


「…………」


　そう言われていた。


〈アストラル〉は、〈協会〉に所属する魔術結社の中でも、特異に過ぎる集団だと。





　──『自分が、どれだけ不自然な結社の首領なのか分かってない？　〈アストラル〉なんていうのが、どれだけ魔法使いの世界を脅おびやかしていると？』





　あのときのオルトヴィーンの言葉も、今になって身にしみて分かる。


　つまり、潰れても構わない──むしろそうなってくれれば喜ばしい結社として、〈ミーミル〉に狙ねらわれた結果だったのだ。


「……笑えるだろ？」


　と、オルトヴィーンが結論づけた。


　ゆっくりと立ち上がる。


　それだけの体力が、なんとか回復していた。走るのは無理でも、歩いていくぐらいならできるだろう。


「オルトくん？」


「これだけ分かったら、ボクを抱かかえ込んでおく理由はないだろ。さっさとツェツィーリエに差し出しちゃえば、問題解決だ。でもまあ、あいつは他人が目についちゃったら殺しちゃうだろうし、ボクひとりで行くのがベターだろうさ」


　軽く肩かたを回して、教室の扉とびらへと足を向ける。


　その手が、握にぎられた。


「駄だ目めだよ」


　と、しゃがみこんだままのいつきが、オルトヴィーンを引き留めたのだ。


「何だ」


　面めん倒どうくさそうに、オルトヴィーンが首だけを向ける。


　そんな男の子へ、


「じゃあ、どうして……」


　と、いつきは口にした。


「どうして……オルトくんは、自分が惨みじめだっていうの？」


「な──っ」


　今度は、オルトヴィーンが言葉を失う番だった。


　惨めな自分を笑えと言った、さきほどのやりとり。それは今の会話の前提じゃなかったか。どうしようもない自分を納なつ得とくさせるために、くだらない過去を暴ばく露ろしたのじゃなかったか。


　そんなオルトヴィーンを、まっすぐに見つめたまま、いつきは問う。


「何ひとつ間違ってなかったのに、オルトくんは、自分の何が惨めだって思うの？」


「ふざけるな！」


　激げつ昂こうして、オルトヴィーンが手を振ふり放した。


「何もかも他人に決められて、何もかも流されるままに翻弄されて！　あげく、当の加害者が出てきただけで、怖こわくて恐おそろしくてうずくまって！　それが惨めじゃなくて何なんだ！」


　強く、叫さけぶ。


「それが惨めじゃなかったら！　ボクは何なんだ！」


　帽ぼう子しについた耳当てが、激しく揺ゆれた。


　何故なぜか、それはすがりつくような態度に見えた。小さな子供が泣きじゃくっているように、いつきには思えた。





「ボクが間違ってないんだったら！　どうして、ボクはこんななんだ！」





「…………」


　いつきは、悟さとる。


　オルトヴィーンは、魔法使いの世界を好んでいるわけではない。


　高位の魔法使いに従うのが正しいとか言った、その摂せつ理りを信じているわけではない。


　むしろ、その逆だ。


　嫌きらっているからこそ、それが正しいのだと思いこまなければ、まともでいられなかった。


　自分がこんなに苦しんでいるのも、それが正しい世界の摂理だからだと、そう思いこむことで自分を守っていたのだ。


　理り不ふ尽じんを正義と思いこむことで、いつかは救われるのだと、そう信じて。


「……でも、それはやっぱり噓うそだよ」


　静かに、いつきは言い切ったのだ。


「お前……っ！」


「僕は知ってる」


　いつきは、思い出しながら言う。


　この一年のこと。


　助けられた人のことも、助けられなかった人のことも、思い出しながら告げる。


「魔法使いの世界が、とても大変で、とても悲しくて、とても恐ろしい場所だって知ってる。時々、そんな場所は間違ってるって思うこともある」


　ひとつひとつ嚙かみしめて、いつきは顔をあげる。


「だけど……それだけの世界じゃない」


「そんなの──！」


「だってオルトくん……〈アストラル〉に入るのをあんなに嫌いやがったのも、穂波やアディリシアさんに迷めい惑わくかけたくなかったからでしょ？」


　顔をそむけたオルトヴィーンに、いつきは微び笑しようした。


　ツェツィーリエが来る可能性を、彼は知っていたはずだ。


　だからそうなったとき、穂波やアディリシアに──憧あこがれていた先せん輩ぱいに被ひ害がいを及およぼさぬよう、先んじて〈アストラル〉を潰つぶそうとした。


　いつきを殺そうとしたのも、結局はそのためだろう。


　手段は物ぶつ騒そうだとしても、最初にあった想おもいは純じゆん粋すいで気高いものだったとしたら。


　それなら、いつきは言える。





「だったら……僕は、笑わない」





　と。


「…………」


　オルトヴィーンの表情が、滑こつ稽けいなぐらいに歪ゆがんだ。


　──『笑えよ！』


　──『無様だって、惨めだって笑えよ！　滑稽だって、哀あわれだって笑えよ！　思い切り笑えばいいだろう！　馬ば鹿かにすればいいだろう！』


　そう言った自分が、確かにここにいる。


　あの女に怯おびえていて、ろくな抵てい抗こうもできなくて、ずっと目の前でうずくまっていただけの自分なんか、肯こう定ていできるはずもない。


　だけど。


　今、いつきが言う。


「オルトくんが戦おうとした、その結果を僕は笑わない」


　その、淡あわくて柔やわらかな微笑。


　けして、少年は無知ではない。魔ま法ほうの世界のことも、そのおぞましくて忌いまわしい実態も、知らぬわけではない。


　なのに……どうしてこの少年は、こんな微笑ができるのか。


　動けぬまま、オルトヴィーンは口を開いた。


「お前は……馬鹿か」


「よく言われる」


　いつきが頭を搔かいた。


「穂波にも、アディリシアさんにも、しょっちゅう似た感じで言われてる。でも、いまさら変えようもないし、えっとその、社長としてはいろいろ問題かもしれないんだけど──」


　無む駄だにぱちくりと瞬まばたきしながら、少年が言う。


　そうしてから。


　困った風に笑って、手を伸のばしたのである。


「〈アストラル〉の事務所に戻もどろう。穂波や猫屋敷さんなら、きっとなんとかしてくれる」


「…………」


　オルトヴィーンはその手を取らない。


　だけど、いつきの手は引っ込まなかった。


　男の子の中で、心の波が落ち着くのを、ずっと静かに待っていた。


「……馬鹿（Dummkopf）」


　もう一度、ドイツ語でオルトヴィーンが言った。


　そして今度こそ、ふたりの手がつながれようとしたときだった。





「いいやあ、それは遅おそいなあ」





　突とつ然ぜん、女の声が教室を圧したのだ。


　ばさばさと、閉め忘れられていた窓に、鳥が舞まい降りる。


　いや、鳥ではない。


　その翼つばさに生えているのは羽根ではなく、かぎ爪づめを持った飛ひ膜まくであった。異様に尖とがった耳が頭部から反りだし、口には長い牙きばを生やしていた。


　蝙蝠こうもりである。


　無論、布留部市で、そんな蝙蝠を見る道理はない。


「使い魔アガシオン──っ！」


　オルトヴィーンが戦せん慄りつする。


「っはははは。やっと見つけた。急な転移だったし、霊脈レイラインまわりの、すぐ近くだろうとは思ってたがね」


　ツェツィーリエの声で、蝙蝠が牙を露あらわにする。


　乾いた音を教室の床ゆかへと降り落としながら、ツェツィーリエが嗤わらう。


「吸血、鬼……」


「ホナミとやらがなんとかしてくれるって言ったよな？」


　せせら笑いながら、ツェツィーリエがいつきへと言った。





「──でもよ。最前、そのホナミが生き埋うめになったところだぜ？」





　　　　３




　ツェツィーリエの言葉が脳に染しみ渡わたるまで、数秒かかった。


「穂波……が……？」


　声がかすれる。


　いつきの中で、少女は絶対的とさえいえる相手だった。


　オルトヴィーンにとってもそれは同じだったらしく、ツェツィーリエへの恐きよう怖ふも忘れ、茫ぼう然ぜんと立ちつくした。


　いいや、ある意味において、彼の方が衝しよう撃げきは大きかったろう。その先せん輩ぱいを守るために、彼は人を殺すことさえも辞さなかったのだから。


「どうして、穂波が！」


「さあ？　あたしは降りかかる火の粉を払はらっただけだしね。そこのアディリシアとオルトヴィーンをどうしたとか言うから、面めん倒どうくさくなって潰つぶした。ダフネと黒羽とかいう魔女と幽ゆう霊れいもついでに潰した。ああ、なかなか良かったぜ。あの抵てい抗こうぶりは本当に良かった。痛くて痛くて痛くて痛くて……気持ちよかったなあ」


　声の調子に、恍こう惚こつとしたものが宿る。


　そのおぞましい響ひびきに合わせて、蝙蝠たちが集まってくる。


　何十、何百という、途と轍てつもない数だった。不ふ吉きつな鳴き声をあげ、闇やみ色の翼をはばたかせ、蝙蝠たちはざわざわと校舎の周囲を埋め尽つくす。


「……すぐ迎むかえにいくから、そこを動くなよ？」


　ぞくりと背筋が震ふるえるような、囁ささやき。


　同時、蝙蝠たちが舞い上がった。


　渦うずを巻く黒い獣けものの群れが、いつきたちの周囲から襲おそいかかる。


　単なる蝙蝠にあらず、ツェツィーリエの呪じゆ力りよくを与あたえられた獣の力は、人間ごとき容易に破は壊かいする。


「わっ！」


　咄とつ嗟さにアディリシアをかばい、身をひるがえしたいつきのそばを、蝙蝠の集団が駆かけ抜ぬけた。


　まるで、槍の密集陣形フアランクスのようだった。


　数多あまたの牙に机が穿うがたれ、かぎ爪に椅い子すが引き裂さかれる。頑がん丈じような高校の机が一いつ瞬しゆんでガラクタに変わり、教室の隅すみに廃はい棄きされたのだ。


（囲まれたら……死ぬ……?!）


　その光景からの恐おそれが、いつきの身体からだを突つき動かした。


「あああああっ！」


　少年が、吼ほえる。


　半歩踏ふみだし、震しん脚きやくが床を揺ゆるがす。


　ロケットのイメージで、足から腰こしまでを固定。地面からの反発を螺ら旋せん状に変へん換かん、肩かた口ぐちから掌しよう底ていで撃うち放つ。


　五行拳が一。


　鑽さん拳けん。


　ひっかけるようにして吹ふき飛ばされた机が、密集していた蝙蝠こうもりの群れを薙なぎ払う。その隙すきにいつきはアディリシアを背負った。


「今の内に……早く……！」


「っ！」


　オルトヴィーンも、気を取り戻もどして、小さくうなずいた。


　扉とびらを蹴け破やぶり、廊ろう下かに出る。


　途と端たん、


「ここも──か！」


　と、呻うめきをあげた。


　校舎の廊下も、すでに蝙蝠たちに埋め尽くされていたのだ。


　電灯が消えて、闇色に染まった廊下は、蝙蝠たちのせいでなお黒く見えた。わずかに校外の光だけが、それらの姿を朧おぼろに照らしている。


　づぃぃぃぃぃぃぁっ！


　言いしれぬ声で、蝙蝠たちが啼ないた。


　飛び立った数は教室のそれに倍した。


　廊下の天てん井じようから床ゆかまでを翼つばさが覆おおい、その布ふ陣じん面積が単純に回かい避ひ不能。飛ひ膜まくのはばたく音だけで廊下が異様に歪ゆがんだように思えた。


「わわあわわわっ！」


「どけ、馬鹿（Dummkopf）！」


　コートに突っ込んだオルトヴィーンの指から、小石が跳はねる。


　ルーンの刻まれた石だった。


　アルファベットのＨにも似たルーンのカタチは──[image: ]。





「汝なんじは嵐あらし！　汝は雹ひよう！　汝は災わざわい！　されば喰くらえ、ハガラズ！」





　その呪文スペルにルーンが意味を成し、災いなる黒風を生んだ。


　天井から床まですべてを埋うめ尽くしていたことが、蝙蝠たちの仇あだとなった。


　回避しようもなく、ほとんどの蝙蝠が、黒風に巻き込まれる。皮ひ膚ふを腐くさらせ、肉と骨とをばらばらに引き裂かれ、ハガラズの『意味』を存分に知らされる。


「う、わ……」


「来い！」


　口を押さえようとしたいつきの手を、オルトヴィーンが強ごう引いんに引っ張った。


　黒風の後ろを追って、いつきたちが廊下を駆け抜ける。ちぎりとばされた教室のルームプレートの欠片かけらが、ふたりの足元にむなしく散った。


[image: ]


　走る。


　走る。


「そこ、右に！」


　いつきの叫さけびに、条件反射的にオルトヴィーンが従った。


　直角に折れたタイミングで、脇わきの教室から蝙蝠が出現する。荒あれ狂くるった蝙蝠の鳴き声が、廊下を不気味にこだました。


　鳴き声を背に、六段飛ばしで階段を駆け下りていく。


　降りるというより、落ちるに近い。


　ほとんど自由落下フリーフオールといって間ま違ちがいなかった。


　毎日使っている階段が、こんな恐おそろしいアトラクションに化けるとは思わなかった。ひとつ踏み間違えても、背中のアディリシアごと壁かべにめりこんでしまいそうだった。


「わ、わ、わ……」


　喉のどが干ひ上あがる。


　しかも、その途中でさえ、蝙蝠たちの猛もう攻こうは止やまなかった。


　なにしろ、数が圧あつ倒とう的だ。いくらいつきやオルトヴィーンが撃げき退たいしようと、すぐさま何倍も補ほ充じゆうされ、前以上の勢いで押し寄せてくる。


　必然、逃にげる速度をあげるしかない。


「オルトくん……大だい丈じよう夫ぶっ?!」


「お前に心配される覚えはない」


「で、でも！　さっき立つのもしんどそうだったし！」


「黙だまれ！」


　一いつ喝かつされて、いつきが黙り込む。


　あるいはルーンを背後へ投げ、あるいは消火器を蹴けりつけて、少しでも蝙蝠たちをひるませながら、ひたすら出口へと駆かけていく。


（間に、合う──？）


　一いつ瞬しゆん、いつきの頭を希望がよぎった。


　階段を降りた速度のまま、靴くつ箱ばこの隣となりを抜ぬける。先生には申し訳ないが、裏口を蹴破らせてもらって、校庭へと出た。


「ここ、さえ抜ければ──！」


　声に出した、そのときだった。





「……ざぁんねん」





　気安い声が、三人を出で迎むかえたのである。


「え……」


「く……っ」


　いつきと、オルトヴィーンが振ふり向いた。


　蒼あおい月光が校庭をまんべんなく満たし、湖のように錯さつ覚かくさせた。そして、その湖面の上を、おびただしい薄うす桃ももの破は片へんがこぼれていった。


　桜である。


　校庭に咲さき乱れる桜。ソメイヨシノより開花期の遅おそい八や重え桜ざくらは、今こそが満開だった。


　そして、その中に、あの女吸きゆう血けつ鬼きが立っていたのだ。


　より原種に近い桜の花弁は──意外というべきか当然というべきか──怖こわいほどに女の姿に似つかわしかった。一秒ごとに砕くだけていく薄桃の花弁は、まるで自分の同類を見つけたというようにツェツィーリエの美び貌ぼうを祝福していた。


「よお、早い再会で何より」


　鋭するどい牙きばを剝むき出しにして、ツェツィーリエが嗤わらった。


　人間というより、美しい獣けものを思わせる笑えみだった。獰どう猛もうさと残ざん酷こくさが同居して、どんな化け粧しようよりも女を引き立たせていた。


　舞まい落ちる花弁の数枚を手に取り、齧かじる。


　美味うまそうに頰ほおをほころばせて、女は月を見上げる。


「それに、いいところいるじゃねえか。ここも竜りゆう穴けつだろ？　弟で子しの帰き還かんついでに食事もすませられるってのはいい趣しゆ向こうだ」


「食、事……？」


　意味をはかりかねたいつきが、しかし、その平へい凡ぼんな言葉面づらとは裏腹のおぞましさに身を震ふるわせる。


「〈竜〉を、喰くうんだよ」


　と、オルトヴィーンが口くち添ぞえした。


「じゃ、じゃあ……さっきの図書館みたいな？　地じ震しんが起きたり、こ、校舎とかが壊こわれちゃったり?!」


「それより、ずっとひどい」


　冷ややかに、オルトヴィーンは断ずる。


　その間も、ずっとツェツィーリエへの視線を外さなかった。コートに隠かくれてはいたが、その膝ひざがかすかに震えているのがいつきには分かった。


「この女が〈竜〉を喰えば、その土地は枯かれる。妖精眼グラム・サイトで見なかったのか。ボクのいた土地が喰われたのを」


「え……？」


　思い出す。


　あのときは、あまりの死体の数に、そのことしか思い及およばなかった。


　だが、考えてみれば、死んでいたのは人間だけではなかった。鳥も、獣も、植物も──いいや、土地さえも死んでいた。


　何もかもが、何もかもが、何もかもが。


　女の牙を前に、吸われ、萎しなびて、朽くちていったのだ。


「あの土地では、今でも草一本生えてない」


　静かに、オルトヴィーンは言った。


「立ち入るだけで、たいていの人間は気分が悪くなってすぐに倒たおれる。もっとひどい場合は昏こん睡すい状態になって二度と目覚めない。多分、まだ数十年はそのままだろう。〈竜〉が喰われるというのは、そういうことだ」


「…………」


　いつきは、胸を押さえる。


　実感できたからだ。


　あのとき、いつきの右目は、図書館がこの女吸血鬼に喰われるのを見た。


　比ひ喩ゆではなく、図書館という土地の──最も根源的な何かが奪うばわれていくのを視みた。


　だから、分かった。


　オルトヴィーンの言っているのがまったく大おお袈げ裟さではなく、真実そのものだということが。


　あのやり方で、土地の霊脈レイラインすべてを喰らったならば、おそらく布留部市全体が二度と復興できないようなダメージを受けるだろうということが。


「そん……な……」


　こぼれた言葉に、


「自然の摂せつ理りだろ、そんなん」


　平然と、ツェツィーリエは片目をつむって言った。


「弱肉強食。食物連れん鎖さ。なんでもいいけどさ。要するに、あたしは捕ほ食しよく者なんだからさ。喰うもの喰って、何が悪いのさ」


　その捕食による被ひ害がいもすべて、当然のことだと言い張る。


　確かに、この女にとってだけはそうなのだ。


　人であって、人の上に立つモノ。


　イノチを喰らうモノ。


　吸血鬼。


「さ、もう追いかけっこは終わろうぜ」


　ツェツィーリエの牙が、ぞろりと唇くちびるから剝き出される。


　それだけで……呼吸が止まった。


「っか、は……」


　息が、出来ない。


　胃の底が裏返ったみたいに、身体からだの芯しんから停止する。


　肉にく食しよく獣じゆうの前に放ほうり出された鼠ねずみの感覚。いっそ早く殺してくれと考えてしまうような、それはまるで死しに神がみの誘いざない。


（あ……）


　抵てい抗こうできない。


　どうしようもなく甘い誘ゆう惑わくに、身も心も晒さらされる。


　恐きよう怖ふに昏こん倒とうしそうになったとき、視界の端はしにそれが見えた。


「…………ぁ」


　オルトヴィーンもまた、がくりと膝をついたのだ。


　目め許もとからは涙なみだを、口元からは涎よだれを流している。コートの胸むな元もとをつかんだ手は、強く握にぎりしめすぎたせいで、手て袋ぶくろの内側から赤い血を垂らしていた。


　いつきには、分かった。


　必死で、こらえているのだ。


　くじけそうな自分を、屈くつしてしまいそうな自分を、オルトヴィーンは精せい一いつ杯ぱいに鼓こ舞ぶしている。


　だけど、それでも動けないのだ。過去の呪じゆ縛ばくはそれほどに強い。ぶるぶると身体を震わせながら、なおオルトヴィーンは立ちあがれない。


「…………っ」


　それを見て──いつきは、すとんと覚かく悟ごが決まった。





　　　　＊





　オルトヴィーンは、絶望していた。


　膝ひざをついたままの無様な自分に、この期ごにおよんで一歩も動けない自分に、吐はき気けがした。


　ツェツィーリエに追いつかれることは予想していたし、その瞬しゆん間かんをずっと心待ちにしていたはずだった。あれほど冷たく、固く自分を鎧よろってきたのも、再び女吸きゆう血けつ鬼きに出会ったとき、今度こそ立ち向かえるようにするためだった。


　それでも。


　過去は、自分を離はなさない。


　頑がん強きような鎖くさりは何重にもなって、自分の身も魂たましいも縛しばる。動けないのは身体ではなく、精神こころだ。単純に、オルトヴィーンという人間の芯が、とうの昔からツェツィーリエに屈服しているのだ。


　なんて、卑ひ小しような自分。


　あれだけの大口を叩たたいて何もできない──もはや哀あわれみにさえ値あたいしない自分。


（……死ねばいい）


　本気で、そう思う。


　こんな負け犬は、さっさと死んでしまえばいい。どうせ生きていたって、今までと同じようにマシなことなど一度もない。


　……本当に？


　心のどこかが、そう囁ささやく。


　……本当に……一度もなかった？


（知るか、そんなもの）


　囁きを、無視する。


　どうでもいい。


　オルトヴィーンという存在を、オルトヴィーンという人間が一番に否定する。


　オルトヴィーンという価値を、オルトヴィーンという思考が一番に否定する。


　オルトヴィーンという生き方を、オルトヴィーンという結果が一番に否定する。


　こんな無様な在り方なんて──


「──それで、いいんだ」


　と、声があった。


「え？」


「怖こわいなら、怖いままでいいんだ。無理矢理に自分を偽いつわる必要なんて、どこにもない」


　優やさしい声だった。


　厳しい声だった。


　知っているけれど、絶対に知らない声だった。


　その声とともに、漆しつ黒こくのドレスをまとった少女を、無理矢理両りよう腕うでに抱かかえさせられる。


「アディリシアを頼たのむ」


　さんづけでなく、少女を呼び捨てにするのは、これで二度目。


　だけど、一度目とは何かが違ちがっていた。


　口調でも声こわ音ねでもなく、もっと本質的な何かがまるで違っていた。


「お、前……」


　恐おそれさえ忘れて、オルトヴィーンは前を見上げた。


　そこに、背中があった。


　小こ柄がらで、細くて、頼たよりなくて──なのに、その背中がどうして今、こんなにも大きく見えるのか。


「魔ま法ほうも使えないのが、いまさらのこのこ出てきてどうするってんだよ」


「答える必要があるのか」


　いつきの答えに、ツェツィーリエが眉まゆをひそめた。


　それも一瞬。


「じゃあ死ね」


　唐とう突とつに、ツェツィーリエの手が霞かすんだ。


　殺意も何もない、しかし人間ひとりを殺すには十分な一いち撃げき。鉄てつ槌ついにも似た拳こぶしは人間の頭ず蓋がい骨こつなどたやすく陥かん没ぼつさせるだろう。


「っ──！」





　ならば。


　この後に現出した光景は、奇き跡せき以外の何物でもなかった。





　次の瞬間、どおっと校庭に砂すな埃ぼこりが舞まいあがり、同時、女吸血鬼の身体からだが数メートルも後方に吹ふき飛んだのだ。


「な……！」


　オルトヴィーンのみならず、吹き飛んだツェツィーリエの方も、何が起きたのか分からないという風に絶句していた。


　風が吹いた。


　ごう、と桜が降り落ちる。


　たちまち薄うす桃ももに染まった空気の中で、一箇か所しよだけ猛たけ々だけしい赤が滲にじんでいた。


　いつきの右目である。そこを覆おおっていた眼帯は今むしりとられ、人間にはありえない紅玉カーバンクルの瞳ひとみを露あらわにしていたのだ。


　すなわち、妖精眼グラム・サイトを。


「イツキ……」


　オルトヴィーンの腕の中で、ぼんやりとアディリシアがその名を呼んだ。


　そして、


「僕が相手だ」


　と、その紅玉カーバンクルが告げた。





「〈アストラル〉取とり締しまり役やく社長・伊庭いつきが──お前の敵だ」





　稀き代たいの女吸きゆう血けつ鬼きを前にして、堂々と、伊庭いつきは言い放ったのだ。




第６章　吸血鬼VS魔法使い！




　　　　１




　──桜が、散っている。





　はらり、はらりとこぼれている。


　ゆるり、ゆるりとちぎれていく。


　何千、何万となく世界を染めて、ひたすらに砕くだけていく生命いのちの欠片かけらたち。


　そのただ中で、いつきはゆっくりと左手を突つき出し、膝ひざを落とした。右手は腰こしのあたりに据すえ、視線はまっすぐに相手をとらえる。


　三体式。


　五ご行ぎよう拳けんの基本となる構え。


「あははははははははははは！」


　それを見て、ツェツィーリエは哄こう笑しようした。


　打たれた胸部を押さえ、思い切り唇くちびるの端はしを吊つり上げさせ、呵か々か大たい笑しようした。


「何だこれは！　何だこれは！　〈アストラル〉ってのはびっくり箱か?!　どうしてこう次から次へと化け物ばっかりが出てくる?!」


　笑いながら、顔をあげる。


　何よりも赤い、いつきの紅玉カーバンクルの瞳へと目を据える。


「そうか！　その目は妖精眼グラム・サイトか！　神かみ代よの魔法使いが持っていたとかいう魔ま眼がんか！　何だよお前！　あたしと同じ化け物じゃねえか！　つうか、化け物のくせに何人間らしい面つらしてやがったのさ！」


「僕は人間だ」


　と、いつきは静かに言った。


「人間以外の、何物でもない」


「嘯うそぶくなよ！」


　嗤わらったまま、ツェツィーリエは毛皮の内側からある金貨を取り出した。


　その金貨に刻まれたルーンは、スリサズ。


　[image: ]





「汝なんじは閉とざされた門！　汝は死せる巨きよ人じん！　汝は茨いばら！　されば阻はばめ、スリサズ！」





　金貨より、その文字──[image: ]スリサズが意味を成す。


　ツェツィーリエの足元を中心に、溢あふれ出るものは無限と思えるほどの茨。その一本一本が鋭するどい棘とげを突き出させて、主人なる魔法使いを守らんとする。


　その中へ、いつきは自ら踏ふみ込んだ。


　無造作にしか見えない足運びは、しかし、溢れ出る茨をそれ以外にない角度とポイントで回かい避ひしていた。


「はあ?!」


　ツェツィーリエが顔をしかめ、金貨を強く握にぎる。


　すると、茨はますます溢れ、ふたりの腰までも埋うめんばかりに繁はん茂もした。


　だが、どれほどに増えても、いつきにはかすりもしないのだ。まるで風にでも押されるような軽いステップで、ありとあらゆる攻こう撃げきを避さけていく。


「…………」


　いつきは、呪じゆ力りよくを読んでいた。


　ツェツィーリエの魔術に伴ともなう呪力の流れを、その動きを見切っていた。どのように魔術が構築されるか分かっていれば、たったひとつでもある逃にげ場に身をおくだけでよい。


　それこそが、妖精眼グラム・サイト。


　一いつ切さいの魔法を見み抜ぬき、一切の魔ま性しようを見抜き、一切の神秘を見抜き、一切の神聖を見抜く、奇き跡せきの瞳。





【見ロ】





　その目が、喋しやべった。





【見ロ。視みロ。観みロ】





　いつも、この妖精眼グラム・サイトに触ふれるたび、響ひびく声。


「…………っ！」


　その一言ごとに、いつきの脳のう裏りへただならぬ痛みが走る。


　見えすぎる情報が、少年の脳を蝕むしばみ、人間の限界を超こえつつあるのだ。完全に超えてしまえば、先に待つものは死しかない。


　実際、いつきは、一度超えかけた。


　そのときは、右半身が呪波汚お染せんになりかけ、猫屋敷とみかんの呪力洗せん浄じようが無ければ、どうなっていたか分からないと言われた。


　半年前には眼帯の封ふう印いんも壊こわれ、もう一度壊れれば今度は修復できないとさえ言われている。


（…………）


　分かっている。


　いつかは来るだろうリミットは、確実に近づいている。


　どうしようもなく、破は滅めつの足音が聞こえている。いままでの代だい償しようを払はらわされる日は、きっと遠くはないだろう。


　それでも。


（見てやるとも）


　と、いつきは思う。


　裏の裏まで。奥の奥まで。底の底まで。


（今、視なくて、どうする──！）


　知覚する。観測する。観察する。


　分ぶん析せきする。解析する。検証する。


　ありとあらゆる意味で、ありとあらゆる角度から──魔術を真に理解し、その内側と外側へ同時に身をおきながら、なおツェツィーリエへと接近する。


「ははははははははっ！　化け物め！　本当に化け物だな！　あたしにふさわしい化け物だな！　だったら化け物同士、仲良く踊おどろうぜ！」


　ツェツィーリエの手が、新たな金貨を握りしめた。


　刻まれたるルーンは、ケイナズ。





　[image: ]





「汝なんじは始まり。汝は導く船。汝は輝かがやける松明たいまつ。──されば歌え（singe）、ケイナズ！」





　吼ほえた呪文スペルが、ツェツィーリエの手に炎ほのおを灯ともらせた。


　穂波とダフネを飲み込まんとした炎の舌。


　しかし、その炎が放たれる寸前、いつきは女吸きゆう血けつ鬼きの懐ふところへと飛び込んだ。


　茨いばらを避けて、半歩進む。そのまま両手をひねりあげ、掌てのひらから肘ひじの外へとツェツィーリエの手を滑すべらせた。


　ねじりあわせた両の手から、鎌かまを振ふり下ろすごとく、手刀が落ちる。


　五ご行ぎよう拳けんが一。


　劈へき拳けん！


「────かっ！」


　肩かた口ぐちを襲おそう衝しよう撃げきに、さしものツェツィーリエがひるむ。


　単なる体術ではなかった。


　五行とは、中国の魔術思想による世界の構成要素だ。


　すなわち、木行、火行、土行、金行、水行。世界はこの五つによってできあがっている。いつきの繰くり出している型は、その五行になぞらえられたものだった。


　それだけでは単なる武術だが、呪じゆ力りよくを理解し、五行を理解する以上、その型は魔ま術じゆつに等しい。まして、呪力を操あやつる妖精眼グラム・サイトがともにあれば、その手刀にこめられた呪力はよほど魔術より上を行ったのだ。


　しかも、今度は一撃に終わらない。


　先の劈拳でひるませた相手へ、さらに半歩。腰こしと両足をしぼりつつ、アッパーカットを思わせる形で、右手がつきあがった。


　五行拳が一。


　鑽さん拳けん。


『鑽さん』とは貫つらぬくものの意。


　ひるがえっては水行。金行なる劈拳から派生したとき、金生水の理をもって、武術としても魔術としてもその威い力りよくは数倍にはねあがる。


　さらに！


「ああああああ！」


　三度の連撃に、いつきが吼えた。


　かすかに浮ういたツェツィーリエの身体からだへと、さらに半歩踏ふみ込む。もはやルーンの茨も消えていた。地面からの反動を全身全ぜん霊れいで受け止め、増ぞう幅ふくし、発はつ勁けいの技法をもって足首から膝ひざ、膝から腰、腰から肩、肩から肘、肘から右拳へと流し込む。


　五行拳が一。


　崩ほう拳けん。


『崩』とは打だ撃げきそのものの表現。


　ひるがえっては木行。水行なる鑽拳から派生し、水生木の理をもって、巡めぐりに巡った呪力を叩たたき込む。





　三つの連続打撃が──魔術が──女吸血鬼を襲った。


　ヤドリギの散さん弾だんでさえ揺ゆらがなかったツェツィーリエの身体が、大きく傾かしいだ。





　　　　＊





「あれ……は……」


　オルトヴィーンの渇かわいた喉のどが、かすかに震ふるえた。


「あれも……イツキですわ」


「アディリシア先せん輩ぱい……」


　弱々しく、アディリシアが身をもたげる。


　やっとのことで、自分の足で立ち上がりながら、意識を取り戻もどした少女は唇くちびるを嚙かむ。その間も、吸血鬼と少年の戦いからはずっと目を離はなさなかった。


「いつもの臆おく病びようでおどおどしているのもイツキ……今のぶっきらぼうなのもイツキ……どちらも……私の大事なイツキですわ……」


　切れ切れに、そう口にする。


　本当に大事なものを語るように。


　それから、後輩へ訊きいた。


「あなた……知っているのでしょう？　あの吸血鬼の……正体を……」


「…………」


　オルトヴィーンは答えられなかった。





　　　　＊





　倒たおれたまま、しばらく吸血鬼は動かなかった。


「はあっ……はあっ……」


　いつきは、肩で息をしている。


　たとえ妖精眼グラム・サイトを使い、相手の魔術を先読みしたとしても、それを避さけるのはいつき自身でしかない。まして、自らの身体の内で呪力を練りあげ、それを叩きこむような無茶をした以上、その反動は肉体にも現れる。


　はたして、その結果は──


「痛い……なあ」


　と、吸きゆう血けつ鬼きの唇がこぼした。


「今のは痛かった……なあ。痛かった……なあ。痛かった……なあ。……………………………………………………気持ちよかった……なあ」


　倒れたまま、肩かた口ぐちを、顎あごを、腹部を撫なでる。三つの打撃で打たれた場所を、女のしなやかな手が蜘蛛くもみたいにうごめいていく。


　かかっ、とその口が開いた。


「じゃあ……今度はあたしの番でいいよなあ」


　不気味に──まるで起き上がりこぼしみたいな不自然な動作で、ツェツィーリエの身体が起き上がったのだ。


「寝ねてろ」


　いつきが言う。


　ダメージがないはずはない。


　いかに並外れた治ち癒ゆ能力があっても、あれだけの呪力を叩きこめば、治癒能力自体がまともに働くまい。いつきの打った拳けんは、まさしく魔ま術じゆつそのものだった。


　しかし、


「そうもいかんさ」


　と、女が毛皮から小さな品を取り出した。


　壺つぼだった。


　青銅でつくられたと思おぼしい、錆さびた金属の壺。


　その壺の蓋ふたを弾はじき、どろりとした緑色の液体を自らの髪かみに浴びせかけたのだ。むせかえるほど強きよう烈れつな臭においが、春の夜へと広がった。


　腐くさった獣けものの血と、ハーブとが混ざり合った臭い。


　さらに、





「変へん生じようせよ！　変生せよ！　変生せよ！　意味を成して、我を喰くらい、すなわちルーンの礎いしずえとさせよ！」





　呪文スペルとともに、腐った液体は髪から首を、首から毛皮を伝わって、女の五体を流れていった。


　異変も、ともに生じた。


　女の纏まとっていた毛皮が……その肢し体たいに取り込まれていくのだ。


　単なるコートだった毛皮は、女自身の体毛となり、針金のごとくそそり立つ。死んでいた体毛に生命いのちが注ぎ込まれ、女の身体からだをおぞましく──それでいてより美々しく変生させていく。


　それにつれて、さらに牙きばは長く鋭するどくなり、手足の爪つめさえも常識を超こえて肥大化した。


　いつきには視みえた。


　女の纏った毛皮には、おびただしいルーンが描えがかれていたのだ。とりわけ、三つのルーンは繰くり返して刻まれており、今の液体と呪文スペルを浴びて、その本来の『意味』を成そうとしていた。
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　すなわち、それは単独のルーンでは成せぬ、真なるルーンの秘術。


　神力のルーン。


「お前……」


　呟つぶやいたいつきの顔が、緊きん張ちように硬かたくなった。


「か──っはっはははははははははははは！」


　異形のツェツィーリエが哄こう笑しようする。


　そのかぎ爪を振ふりかざし、声こわ音ねさえ獣の遠とお吠ぼえのごとく変化させて、なお笑う。いつきの拳で狂くるった呪じゆ力りよくさえ、女の体内ですでに再構成されていた。


「さあ、はじめようぜ！　第二ラウンドだ！」


　笑い声とともに、ふたりの身体が激げき突とつし、桜が舞まい散った。





　　　　２




「あれが……吸血鬼の正体ですわね」


　アディリシアの言葉に、オルトヴィーンが身を震ふるわせた。


　視線の先で、ツェツィーリエは凄すさまじい勢いを得て荒あれ狂っていた。


　彼女が跳とぶだけで地面は砕くだけ、動くだけで風が割れた。一いち撃げきの重みは熊くまに比し、爪の鋭さは鷹たかをも超えた。もとより異常なほどの肉体を持った女だったが、今は完全に常じよう軌きを逸いつしている。


「吸血鬼の源泉のひとつ……人狼ヴリコラカス」


　と、アディリシアは呟く。


　古代北ほく欧おうのヴァイキングには、狼や熊の毛皮を纏まとう戦士たちがいた。彼らは獣の毛皮を纏うことで、その獣の力と獰どう猛もうさを得られると信じた。実際、彼らと戦ったものは、その人ならざる力に怯おびえ、後に『狼男』と呼ばれる伝説を語り残すこととなる。


　また、こうも言う。


　熊berの上着serkerを纏ったもの──すなわち、ベルセルクと。


　人狼ヴリコラカスとは、それらの伝説がギリシャへと南下し、吸きゆう血けつ鬼き伝承と融ゆう合ごうした際の呼び名であった。


　吸血鬼の物語において、しばしば人じん狼ろうが同時に語られるのは、単なる偶ぐう然ぜんなどではない。いいや、人狼こそは、現代の吸血鬼伝承の母体でもあったのだ。


　それこそが……〈ミーミル〉の忌いみ児と呼ばれた女の正体。


　七十二の魔神を凌しのぎ、ヤドリギの散さん弾だんを受けても動じなかった、異常な身体能力の理由。


「私が……止めないと……」


　アディリシアが、ぶつかりあうふたりの方向へ、倒たおれ込むように歩を進める。


　あわてて、オルトヴィーンがその手首を捕とらえた。


「アディリシア先せん輩ぱい！」


「手は……あるんです」


　オルトヴィーンに握にぎられた手もかまわぬように、アディリシアは真しん摯しにいつきを見み据すえた。


「イツキと……糸パスさえ結べれば……」


「…………」


　おそらくは、何らかの魔術の触しよく媒ばいであろう。


　しかし、どんな魔術であるにしろ、今の疲ひ労ろうしきったアディリシアに行使できるとは思えない。むしろ、そんな半はん端ぱな状態で大だい魔ま術じゆつを行使すれば、反動は少女の身も心も傷つける。あの吸血鬼に対たい抗こうできるだけの魔術となれば、代だい償しようも相応のものとなろう。


　それでも、彼女はやると言い張るのだ。


（…………）


　オルトヴィーンには、分からない。


　どうしてだろう。


　どうして、あの少年は、魔法使いの心さえも動かしてしまうのだろう。


　どうして……あの少年は、こんなにどうしようもない自分さえ、真人間な気持ちにさせてしまうのだろう。


「ボク……は……」


　オルトヴィーンの手が、コートの合わせ目を握った。


　固く、固く、手て袋ぶくろがちぎれるほどに握りしめた。だけど、いくら握っても、痛むのは手ではなくて、胸の奥だった。


　思い出す。


　思い出してしまう。





　──『〈アストラル〉は……違ちがうんだ！』


　二週間前、殺そうとした自分へ、吼ほえたいつき。





　──『……オルトくんは、僕の、社員だから』


　逃とう亡ぼうをすすめたツェツィーリエへ、白はく蠟ろうのごとく顔色をなくして、それでも言い放ったいつき。





　──『怖こわいなら、怖いままでいいんだ。無理矢理に自分を偽いつわる必要なんて、どこにもない』


　震えているだけの自分に、優やさしく、厳しい声で言ったいつき。





　だが。


　──『じゃあ、素す直なおになれるよう、もうちょっと苛いじめておこうか』


　オルトヴィーンを縛しばる、女吸血鬼の言葉。


　いつまで経たっても忘れられない、あの女が起こした虐ぎやく殺さつの景色。





「ボク……は……」


　嗄しわがれたオルトヴィーンの声が、桜の花弁にまぎれた。





　　　　＊





　ふたりの姿が、何度となく交差しあった。





　片や、いつき。


　片や、ツェツィーリエ。


　桜の花弁がぶつかり、散る。


　そのたびに、いつきのスーツが切り裂さかれ、血ち飛沫しぶきが舞まった。


　明らかに、いつきが劣れつ勢せいだった。傷つくのは常にいつきの側で、女吸血鬼には一度たりとも有効な攻こう撃げきを加えられなかった。


「…………」


　視みえてはいる。


　これまでと同様、あらゆる未来をいつきは知覚している。


　しかし、ただ知覚するだけでは届かないのだ。女吸血鬼の速度は、優にいつきの数倍に匹ひつ敵てきする。その速度差は、五ご行ぎよう拳けんの技わざと先読みだけで補いきれるものではなかった。


　つまるところ。


　たとえ、あらゆる未来を視ようとも、その中にいつきの勝利する未来がなければ、選びようがない。


「あはははははははははははははははは──！」


　ツェツィーリエが嗤わらう。


　そのかぎ爪づめが振ふるわれ、再び、いつきの着たスーツの袖そでが血を噴ふき出す。痛みよりも熱さの強い傷だった。遅おくれて、太ふと股ももも大きく裂けて、いつきの体勢が崩くずれた。


「どうした！　どうした化け物！　お前は全部視えるんだろうが！　何もかもが視えるんだろうが！　だったら、千分の一でも万分の一でも、勝利できる未来を持ってこいよ！　もっとも、あたしはそんな芽だって摘つんでやるけどな！」


　両りよう腕うでから、爪が伸のびる。


　地面までもなます切りにして、螺ら旋せんに巡めぐる。


　荒あれ狂くるうのは、暴力の嵐あらし。すでにして、ツェツィーリエはひとつの現象だ。


　竜たつ巻まきや地じ震しんにも似た──目の前のすべてを叩たたき潰つぶし、押し潰し、引き裂かずにはおかぬ破は壊かいの権ごん化げだった。


　狂戦士ベルセルクとはそういうものだ。


　ツェツィーリエという存在をなす最も根幹──吸きゆう血けつ鬼きと呼ばれた無む惨ざんな精神こころが、魔術としての臨界へ到とう達たつする。


「……く……」


　いつきの唇くちびるから、呻うめきが漏もれる。


　右目が熱い。もとより炎ほのおを埋うめ込んだような右目は、もはや溶よう岩がんのごとくに周囲の組織にまでその熱を広げつつあった。


　侵しん食しよく、という言葉が脳のう裏りをよぎった。


　妖精眼グラム・サイトを使うのではなく、妖精眼グラム・サイトに支配されつつあるのだと。


（それでも……！）


　いつきが、思う。


　右目に集中する。


　現在から派生する、あらゆる未来をたぐり寄せる。女吸血鬼が嘲あざ笑わらったごとく、千でも万でも知覚して、たったひとつでもマシな未来を摑つかんでみせる。


　はたして──未来が視えた。


　その未来に、いつきは茫ぼう然ぜんと名を呼んだ。





「……オルト」





　突とつ然ぜん、かぎ爪が止まっていた。


　オルトヴィーン・グラウツが、いつきの眼前に出ていたのだ。


「ああ？　今いま頃ごろ何の用だ？　まさか自分が戻もどるからもう止やめてくれとか言うんじゃないだろうな？　これでもあたし、やっと燃えてきたところなんだけど？」


　ツェツィーリエが興ざめに言う。


　うつむいたまま、オルトヴィーンは答えなかった。


「オルト」


　代わりに、もう一度いつきが呼びかける。


　最前の戦いを、少年は覚えていた。


　肉体はもとより、ルーン魔術においても、女吸血鬼はオルトヴィーンの上を行く。アディリシアも衰すい弱じやくしている以上、正面からやりあって勝てる道理はなかった。


　しかし、


「社員なんだろう……ボクは」


　と、オルトヴィーンは告げたのだ。


「お前は……ボクの社長だって言うんだろう」


　響ひびきに、怯おびえはあった。


　いまだ隠かくしきれぬ怖おそれが覗のぞいていた。


　しかし……それを上回る何かもまた、声の中に存在していた。


「おお?!」


　ツェツィーリエが、大きく後ずさる。


　ずっと纏まとっていたコートと帽ぼう子しと手て袋ぶくろを、オルトヴィーンが脱ぬぎ捨てたのだ。


「────っ」


　いつきが、右目を押さえた。


　強きよう烈れつな呪じゆ力りよくの放射に、妖精眼グラム・サイトが反応したのである。


　コートと手袋の内側──手の甲こうや、首の裏や、破れたシャツから覗いた皮ひ膚ふには、おびただしいルーン文字が刻まれていた。


　いいや。


　それは、刻まれたのではなかった。


　明らかに、ルーン文字の箇か所しよだけ、違ちがう色や艶つやの皮膚になっている。その周囲には無理矢理皮膚を移植された痕あとが残っていた。


　その理由さえも、いつきには視みえてしまった。


「あー、聞いてなかったのか？」


　ツェツィーリエが、愉たのしそうに唇を歪ゆがめる。


「そいつにはな、あたしが直々に皮膚移植してやったんだよ」


　くつくつと、背中を震ふるわせる。


　恐おそろしく邪じや悪あくな笑えみだった。


「ルーンってのはさ、扱あつかいの難しい代しろ物ものでよ。たいていの人間はふたつ以上刻むと、拒きよ絶ぜつ反応で死んじまうんだ。でも、それだと思うような術式が作れなくてさ。どうにかならないかと思っていたあたしのアイディアがそれさ」


　皮膚移植。


　すでに馴な染じんだ他人からルーンを引きはがし、皮膚ごと移植するという魔ま性しようの業わざ。


「感謝してほしいよな。呪物フエテイシユとしてのルーンに傷ひとつつけず移植するってのは、なかなかの神かみ業わざなんだぜ。まあ麻ま酔すいもなーんにもしなかったから、毎回移植するたびに泣き叫さけんでたけどさ。そうそう、皮膚をびりびり破る感かん触しよくも、結構たまらなかったんだけどねえ。いやほんと、こういう生命力の強い弟で子しを持てたことだけは幸運だった」


　それが、この女吸きゆう血けつ鬼きがオルトヴィーンだけを殺さなかった理由。


　死体の山の中から、ただひとり生き残った子供オルトヴイーンを弟子として選んだ理由。


「…………」


　オルトヴィーンが、この女吸血鬼に逆らえなかったのも道理だったろう。


　肌はだを剝むかれ、他人の皮膚を移植され、それによってルーン文字を固着させられる──そんな日々を何年繰くり返したのだろう。


　どれだけの年月、絶望を続けたのだろう。


　怒いかりが、いつきの唇くちびるを割った。


「お前──！」


「……いい」


　と、制止したのはオルトヴィーンだった。


「庇かばってもらわなくてもいい。ただ……お前が社長で、ボクが社員だっていうなら、ひとつだけ言っておきたかった」


　自分の身体からだに触ふれ、いまだおさまらない震えに微び苦く笑しようしながら、


「〈アストラル〉は……醜みにくくなんかなかった」


　と、呟つぶやく。


　そして、オルトヴィーンの喉のどから、呪文スペルが迸ほとばしった。





「変へん生じようせよ！　変生せよ！　変生せよ！　意味を成して、我を喰くらい、すなわちルーンの礎いしずえとさせよ！」





　たちまち、身体中に刻まれたルーンが『意味』を成す。


　とりわけ、三つのルーンが繰り返しに明めい滅めつした。
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　神力のルーン。


　さきほど、ツェツィーリエを獣けものと変えたものと同じ、人狼ヴリコラカス化のルーン──！


「オルト……」


　名を呼んだいつきの前で、オルトヴィーンの身体がカタチを変えていく。


　口元からは鋭するどい牙きばが、両手からは恐ろしく長いかぎ爪づめが伸のびた。シャツの破れ目からは獣じゆう毛もうが生え、少年を一頭の獣へと変生させる。


　すなわち、人狼へと。


　狂戦士ベルセルクへと。


「っははははははは！　滑こつ稽けいだろ！　無様だろ！」


　ツェツィーリエがその怒ど気きを受けて、なお嗤わらう。


「そいつもとっくに吸血鬼なんだ！　あたしの同類なんだ！　お前らなんかに庇えるわけがないだろうが！」


「うるさい──！」


　獣となったオルトヴィーンが駆かけた。


　かぎ爪が唸うなり、ツェツィーリエのそれと相打つ。どちらのかぎ爪もどちらかを切り裂さくことはできず、校庭に火花を散らした。


　ひとつの火花が消えぬ内に、さらなる火花が三つ、いや五つ散った。


　わずか数秒で、それらの火花は数十にのぼったのだ。


　超ちよう速度の剣けん戟げきの結果と、誰だれが思おう。


「はははっ！」


　嗤ったツェツィーリエが爪をねじる。


　オルトヴィーンも逆らわず、つばぜり合いの様を呈ていして、ふたりの身体をもつれあわせた。


　ふたりの吸血鬼が正面からぶつかった。


　今度こそ、力は互ご角かく。


　速度も互角。


　同じ吸血鬼──人狼ヴリコラカス同士であれば、それも当然であったか。


　吐と息いきのかかりそうな近きん距きよ離りで、ふたりの顔が見つめ合った。どこかしら親子の抱ほう擁ようにも似たそれは、しかし、絶大な殺気と敵意に研とぎ澄すまされていた。


「なるほどな！　前よりはマシだ！　悪くない。悪くないな。それなりに悪くはないな！　だけど、お前はどうも肝かん心じんなところが甘いよな！」


　かぎ爪とかぎ爪を擦こすり合わせながら、女吸血鬼は嗤う。


「あたしは……お前の師し匠しようなんだぜ？」


　手をあげる。


　すると、それまで待機していた大量の蝙蝠こうもりたちが、ざああっと渦うずを巻いて、その場に集合したのだ。


　互角ならば、そこに重なった『力』で勝敗は決まる。厳密には使い魔アガシオンとさえ言えない、呪じゆ力りよくだけで縛しばった獣といえども、この状じよう況きようにおいては致ち命めい的てきな援えん軍ぐんだった。


「喰らえ！」


　ツェツィーリエの命に、再び、蝙蝠たちが牙を剝く。


　その瞬しゆん間かん、





「──疾チツ！」





　無限とも思える数の蝙蝠たちが、突とつ然ぜん炎ほのおに包まれて墜つい落らくしたのだ。


　発ほつ端たんとなったのは、一枚の符ふであった。


　縦四本、横五本──邪よこしまを征せいする早九字ドーマンの中心から放たれた呪符。


　その呪符が飛ひ翔しよう半ばで地じ獄ごくの炎を喚よびだし、まるで火山の奔ほん流りゆうのごとく、大量の蝙蝠を包み込んだのである。


　いわく、泰たい山ざん府ふ君くん炎えん羅ら符ふ呪じゆ。


「……どうにか、間に合いましたか」


　校門のあたりで、ひらひらと扇せん子すを広げ、当の陰おん陽みよう師じ──猫屋敷蓮が微笑を浮うかべていたのである。


　反はん撃げきしようとした蝙蝠たちもまた、不可視の結界に弾はじき返される。





「はらいたまい、清めたまう。いわまくもあやにかしこきはらえど大神のおおみいずをこいのみまつり、すべてのまがごとつみけがれをはらいのぞかむと、あまつのりとのふとのりごとのろ──」





　清らかに響ひびき渡わたる、その祝詞のりと。


「お兄ちゃん社長、大だい丈じよう夫ぶっ?!」


　玉たま串ぐしを振ふりながら、葛城みかんが声を限りに叫さけんだのだ。


「……にあ」


「にゃあ」


「うにゃあ」


「にぃ～～～～～～～～あ」


　その周囲でひしりあがる、四匹ひきの猫ねこの鳴き声。


「……猫屋敷、みかん」


　振り返ったいつきが、淡あわく微笑する。


　そして、今度の援軍はふたりと四匹にとどまらなかったのである。





「我は乞うハイル！　月の光のもと、力の円えん錐すいのもと、天にも地にもあらざる霊れい樹じゆの加護もて、北東の災わざわいを打ち滅ほろぼせ！」





「──え、えええい！　退どいて！」


　あるいはヤドリギの散さん弾だんによって、あるいは騒霊現象ポルターガイストによって、蝙蝠たちは迎げい撃げきされ、攪かく拌はんされ、たちまちその数を減らしていった。


「…………」


　オルトヴィーンが息を止める。


　彼は、初めて見たのである。〈アストラル〉の戦い方を。


　異なる魔ま術じゆつを修めた魔法使いたちが、何のよどみもなく、何のためらいもなく、協力しあう様を。


「いつきくん……」


「社長……あれだけ言うてるのに眼帯取って……」


　黒羽と穂波も、中空から現れた。


　とりわけ、箒ほうきに乗った穂波はいつきの姿を見て、その眉まゆを曇くもらせた。


　それから、


「オルト……」


　獣けものとなった後こう輩はいに、言葉を詰つまらせる。


　少なくとも、魔女術ウイツチ・クラフトを極きわめたこの魔女にとって、後輩の変へん化げの理由は明らかだった。少年の身体からだに刻まれたルーン文字が、何よりも雄ゆう弁べんに彼の過去を物語っていた。


「なんだそりゃあ。どういうからくりだよ」


　ツェツィーリエが、小さくため息をつく。


　対して、にんまりと唇くちびるをほころばせたのは猫屋敷だった。


「ダフネさんはちょっと怪け我ががひどかったんで、待機してもらってますけどね。──この人がなんとかしてくれまして」


　促うながすと、その隣となりへよろよろと禿頭の人ひと影かげが歩み寄った。


〈金翅院〉の代表──叡海だった。


「あなた……」


　茫ぼう然ぜんと目を見開いたアディリシアに、


「やられ放題というわけにも……いかないでしょう？」


　苦々しく、叡海は奥歯を嚙かみしめる。


「あー、そうか」


　ツェツィーリエが顔を歪ゆがめた。


「呪じゆ力りよくの無む駄だだからって、呪じゆ縛ばくを途と中ちゆうで打ち切ったのが悪かったな。そうかそうか。雑魚ざこでもあれだけ人数がいれば、生き埋うめを防ぐ術式ぐらいはできるか。いろいろ準備してたもんな。そりゃまた、あたしも詰めが甘かったもんだ。これだから殺す気でやらないといけないね」


　悔くやんでる言葉面づらなのに、その実はどうでもいいと、そういう風な言い方だった。


　実際、そう思っているのだろう。


　この女吸きゆう血けつ鬼きにとって、彼らの生や死など瑣さ事じに違ちがいない。とどめをささなかったのも、結局、ただひとつの根幹思想に依よってのことである。


　つまり──人の命などどうでもいいと、そういう考え方。


「社長、どうします？」


　穏おだやかに、猫屋敷が問う。


　その意味は、訊きき返すまでもない。


　全員、このための準備は整えていた。この女吸血鬼が、そうでもしなければ伍ごせない相手だとの意識もあった。あるいは〈アストラル〉の全員であっても、ついに敵かなわないかもしれない強敵。


　しかし、


「社長命令だ。皆みなは手を出すな」


　と、いつきは言い切ったのだ。


「社長？」


「いつきくん?!」


「お兄ちゃん社長っ」


　猫屋敷と黒羽と、みかんが大きく目を見開く。


　対して、


「……そやね」


「……そうですわね」


　と、穂波とアディリシアのふたりは、嘆たん息そくとともに納なつ得とくした。


「はあ？　なんだそら。春の宵よいに浮うかれでもしたか？　その弟で子しじゃあたしに敵かなわないのは、図書館でもここでも嫌いやというほど見たろうが。つか、お前ら全員でも全然負けるつもりはねえんだけど？」


　くるくると、ツェツィーリエが頭の横合いでかぎ爪づめを回す。


「だから、だ」


　威い厳げんさえ湛たたえて、いつきは告げる。


　真しん紅くの瞳ひとみが、夜に滲にじんでいく。凄すさまじいほどに赤い妖精眼グラム・サイトは、春の夜をも従えるように見えた。





「これは、僕とオルトの戦いだ」





「……はあん」


　目を細め、大きくツェツィーリエは飛び退すさった。


　オルトヴィーンと、いつきとの距きよ離りを取る。


　その身体の内側へ、段違いの呪力が凝ぎよう縮しゆくしていく。人狼ヴリコラカスとしての絶大な呪力をその限界まで圧縮していく。


　ここに来て、女吸血鬼もまた、全力を振ふるうことを決めたのだ。


「面めん倒どうくせえな。一いち撃げきにしようぜ。いくらなんでも腹が減りすぎた。それ以上になると、ちょっと見境がなくなっちまいそうだ」


「ここの〈竜りゆう〉を喰くらうとか、言ってたな」


「そうさ」


　女吸血鬼がうなずいた。


「弟子のついでだったんだけど、なかなか上物っぽいからな。頭から飲み込めば二十年ぐらいは寿じゆ命みようが延びそうだ」


　ついで、オルトヴィーンが振り返る。


「お前、何を……」


「僕を社長だと言ったのは、オルトだ」


　はっきりと、いつきが言う。


「──だったら、任せてもらう」


　しん、と世界が静まりかえった。


　誰だれも、しわぶきひとつこぼさなかった。


　桜の花びらだけが、ゆるり、ゆるり、とちぎれていった。熾し烈れつな戦いの中で、それだけがずっと変わっていなかった。





　刹せつ那な。


　ふたりの身体からだが──最後の激げき突とつに溶とけ合った。





　　　　３




　終局は、一いつ瞬しゆんであった。


　女吸血鬼の身体が、音速にも似て大地を削けずる。


　獣けものでもなしえぬ、絶対的な速度。人間の動体視力など追いつくはずもない。毛皮とルーン文字によって強化・憑ひよう依いされた肉体は、実存の熊くまや狼おおかみではなく、魔ま術じゆつ概がい念ねんとしての『獣』に匹ひつ敵てきする。


　すなわち、人間が無意識に想像する『怪かい物ぶつ』。


　その世界で、女は嗤わらう。


「っはははは！　楽しいな、楽しいなあ！」


　オルトヴィーンは──まだ動いていない。


　全能力を発動させたツェツィーリエに、反応することもかなわないのか。


　今だったら、どうすることだってできる。心臓を破ることも、手足だけもぐことも、その気になれば首を刎はねて、生首だけで生かしてやることだってツェツィーリエには可能だ。


　考えるのも、刹那で足りた。


（殺そう）


　そう決めた。


　殺してしまえば、他人に奪うばわれることもない。


　もとより、捨てたものだ。他人に拾われたのがうざったかっただけ。ああ、そうだ。ぶち殺した後は、その血も肉も全部喰ってやろう。何、〈竜〉を喰らうのに比べれば、ずっと簡単なことだ。この〈アストラル〉とかいう集団も、全部全部あたしが飲み干してやろう。


　加速する。


　神速の世界で、ツェツィーリエのかぎ爪づめがさらに加速する。


　オルトヴィーンの頸けい動どう脈みやくは、すでに目の前。そのまま背後に立つ伊庭いつきの心臓ももぎとろうと、視線だけをちらりとやる。


（…………？）


　その瞳が、かすかに揺ゆらいだ。


　伊庭いつきの隣となりに、小さな女の子が立っているように見えたのだ。


　どこかしら、ホナミ──オルトヴィーンの先せん輩ぱいであったケルトの魔女にも似た──しかし、ずっと幼い女の子。


（まさか……）


　と、女吸血鬼は瞠どう目もくした。


（まさか……あれは……！）


　すでに、動きは止まらなかった。


　かぎ爪は疾しつ走そう以上の速度で突つき出される。その先せん端たんはもはや迅じん雷らい。触ふれただけであらゆるものを破は壊かいせずにはおかぬ魔ま剣けん。


　ならば。


　対するオルトヴィーンのそれは、どう形容すればよいか。


「社長命令だ……」
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　加速した世界の中で、その声だけははっきりと聞こえた。





「オルト、イメージ！　想像し、創造するは生命の樹セフイロト。汝なんじが大地を王国マルクトと成し、中ちゆう庸ようの柱をもって顕けん現げんせしめん！」





　いつきと女の子の手が触れた瞬間。


　膨ぼう大だいな呪じゆ力りよくが、オルトヴィーン・グラウツの中で弾はじけた。


　女吸血鬼の霊れい的てき感覚さえ麻ま痺ひさせる、異常に異常を重ねた途と轍てつもない呪力！


「お前……〈竜りゆう〉を……！」


　喉のどから、そんな声が漏もれた。


　すべてを口にすることはできなかった。


　女吸血鬼のかぎ爪を遥はるかに超こえる速度で、何かが空気を灼やき、ひた走った。それがかぎ爪と火花を散らし、自分の目前まで迫せまったときも、女は茫ぼう然ぜんとしていた。


　次の刹那には、オルトヴィーンの爪が、女吸血鬼の胸を貫つらぬいていた。





　ふわり、と──一枚の花びらが、血にまみれた爪へ舞まい落ちた。




終章










　斜ななめに、昼下がりの光が差し込んでいた。


　どこからか桜の花弁も舞いこんで、窓まど枠わくに数枚がこぼれている。時折、爽さわやかな光る風が、白いカーテンをきらびやかに揺らした。その光の在り方さえも、不思議と春めいて見えるのだった。


〈アストラル〉の仮か眠みん室である。


「い、いたたたたっ！」


　その仮眠室から、実に痛々しげな悲鳴が響ひびき渡わたったのだ。


「我が慢まんし」


　短く、穂波が口にする。


　ベッドへ座ったいつきの身体からだに、軟なん膏こうを塗ぬりつけていたのである。


　きつい臭においのするそれは、薬効と同じだけの痛みで知られた品だった。


　まして、今の穂波は何の遠えん慮りよもなく、べったりとその軟膏を塗りつけている。ところどころでは、魔女術ウイツチ・クラフトの詠えい唱しようや魔ま法ほう円も用い、効果を高めていた。


「いた、たた……たたたたた……たたたたたたたたた……」


「ほんま、手のかかる」


　小さく、穂波がため息をつく。


　ついで、


「……今度は、あたしがおいてけぼりやったね」


　むすっとした声で、呟つぶやいた。


「しかも、やっとの思いで間に合わせたら、自分の戦いだから手を出すなまで言うて」


「いやそのあれは──」


「黙だまっとき」


　ぴしり、と人差し指をいつきへと突つきつける。


「だいたい、二週間で二度も倒たおれるってどういうことやの！　眼帯やってあれだけ取ったらあかんって言ってるやろ！」


「……えとその……ごめんなさい」


　素す直なおに、いつきが頭を垂れる。


　その様子に満足したか、微び苦く笑しようを唇くちびるに浮うかべてから、穂波が訊きいた。


「目は……どないなん？」


「えっと……うん、今朝はひどかったけど、今はちくっとするだけ……かな」


「そう」


　つかの間、真しん剣けんな面おも持もちで穂波は目を細める。


　あれだけの時間、眼帯を外していたわりには、その副作用は小さかった。もちろん、他人に心配をかけたがらないいつきが「ひどかった」というほどだから、その痛みは相当なものだったのだろうが、少なくとも短期間ですんだことは確かだ。


　もっとも。


　手放しで、喜べることではなかった。


　それだけ、妖精眼グラム・サイトという現象が、いつきに馴な染じんでしまったともいえるのだ。


　いまのところ、眼帯は封ふう印いんとして機能しているが、最終的にはいつき自身が制せい御ぎよできるようになるか……あるいは飲みこまれてしまうしかない。


　時間は、どれだけ残っているのだろう。


（……ああもう）


　嫌いやな想像を振ふり払はらう。


　どの道、考えすぎてもどうにかなるものではない。


　どうせ、この瞳ひとみの傷は、ふたりで分け合うと決めたのだ。だったら、穂波・高瀬・アンブラーに必要なのは悔かい恨こんや恐きよう怖ふではない。どうなってもついていくという、ほんのちっぽけな覚かく悟ごだけだ。


「穂波？」


「なんでもあらへん」


　瞼まぶたを閉じてそう答え、穂波は別の話題を口にした。


「結局……あの吸きゆう血けつ鬼きには逃にげられてしもうたね」


「あ……うん」


　いつきがうなずく。


　オルトヴィーンの一いち撃げきによって、重傷は受けた。


　しかし、そのまま女吸血鬼は溶とけるようにして消えたのだ。


　アディリシアがしたような霊脈レイラインを使っての転移ということだったが、あの深手でやりおおせたのは、さすが〈ミーミル〉の忌いみ児であった。


　普ふ通つうなら致ち命めい傷しようの重体であっても、あの女吸血鬼にとっては分からない。いいや、わざわざ転移まで成したということは、きっと生きているだろう。


「いっちゃん……ほっとしてるでしょ」


　と、穂波が言った。


「人が死ななかったんは、嬉うれしい？」


「え、と……分からない」


　自分は間ま違ちがったことをしてるのかもしれない。


　多くの人を犠ぎ牲せいにした吸血鬼に対するのであれば、本当はとどめを刺さすべきだったのかもしれない。


　でも、いつきには思い切れなかった。


　それは甘さなのか。


　それとも……


「いっちゃん……」


「？」


　いつもと違う名で呼ばれて、いつきは顔をあげた。


　昔のあだ名。少年ははっきりと思いだしてないが、十年前、いつきが穂波にそう呼ばれていたらしい名前。


「いっちゃんは……いろんな選択迫せまられるよね」


　少女が、言う。


　栗くり色いろの髪かみが揺ゆれる。


「〈アストラル〉の社長やから、その瞳を持ってるから、本当は考えなくてええことまで考えることになるよね。──でも、それってひとりで考えなきゃあかんってことやないよ」


　優やさしく、声は耳じ朶だを叩たたいた。


「みんないるんやし……あ……あ、あたしも……少しぐらい、相談に乗れるんやから」


　少し震ふるえた指が、いつきの頰ほおに触ふれた。


　びりっ、と電流が走った気がした。


　なぜだか心臓まで高鳴るような、そんな電流だった。


「…………」


「…………」


　言葉もなく、少年と少女が赤らんだ顔で見つめ合った。


　そのとき、突とつ然ぜん、扉とびらが開いたのだ。


「──ホナミ！　治ち療りようが終わったら教えてくれる約束だったでしょう！」


　アディリシアが、猛もう烈れつな剣幕で抗こう議ぎしたのである。


　その様子に、ばばっと少年から離はなれて、穂波が真っ赤な顔で言い返す。


「あ、アディやって教えてくれへんかったやんか──！」


「それとこれとはまったく違いますわ！」


　魔ま女じよふたりして、再び睨にらみ合う。


　たちまちその周囲へ呪じゆ力りよくが集つどい、黄金と碧みどりの色に世界を満たす。下手な魔法よりよほど激しい呪力に、ぎしぎしと右目が痛み出す。


（……こ、こ、れって）


　いつきが、目まぐるしい変化に、ぱくぱくと口を開く。


　二週間前にも見たような、既き視し感かんの光景。


「穂波おねえちゃん、ずるい！」


「穂波さん、どういうことなんです！」


　その後ろには、みかんと黒羽も続いていた。


　次々と人ひと影かげが仮か眠みん室へ割り込んでくる。もとより狭せまい仮眠室が、ぎゅうぎゅうと押し詰つめられていく。


　ついで、もうひとりの影が、いつきに話しかけたのだ。


「いやいや、元気そうでなにより」


「あ……猫屋敷さん」


「……にあ」


「にゃあ」


「うにゃあ」


「にぃ～～～～あ」


　身体からだに四匹ひきの猫ねこをまとわりつかせた猫屋敷が、ぱちり、と扇せん子すを閉じた。


「ダフネさんとオルトヴィーンさんの治療も終わりましたので、こちらにまかりこした次し第だいでして」


「あの、オルトくんの身体は──」


「ああ、問題ないですよ」


　ひらひらと、猫屋敷が扇子を振ふる。


「それに、彼の場合、呪力さえあればほとんどの傷はすぐ治っていきますね。あれだけ呪力浄じよう化かの仕事を詰め込んでいたのも、ツェツィーリエの来らい襲しゆうにそなえて、呪力を喰くうためだったんでしょうし」


「え？」


「ああ、気づいてなかったんですか？　彼、ツェツィーリエと同じで呪力を吸収できる体質でしょう。定期的に呪力を補給することで、身体に刻まれたルーン文字に『喰われない』ように術式を組んでるわけですから」


　猫屋敷の言葉の意味を把は握あくするのに、数秒かかった。


「じゃ、じゃあ呪力がなくなったら……」


「……ふむ。それは」


　一いつ旦たん、猫屋敷の台詞せりふが途と切ぎれる。


　その中断が、絶望的な結果を示してもいた。


　少し、ためらってから、


「えとその、必要だったら、僕が血を分けても……」


「必要ない。人を何だと思ってる」


　声が、ふたりの間に割り込んだのだ。


　オルトヴィーンだった。


「必要なのは呪力で、人間の血というわけじゃない。それでも代用はできるが、ここぐらいの霊脈レイラインなら、漏もれた呪力を喰うだけで十分だ」


　ため息をつき、帽ぼう子しの耳当てをつつく。


　まるで鎧よろいのような似合わないコートも、分厚い手て袋ぶくろも、すべてがいつもと同じ塩あん梅ばいだ。


　その様子を見る限り、なるほどいつきより軽傷なのは本当らしかった。


「……そ、そっか」


　照れくさくなったいつきが、熱い頰ほおを搔かく。


　オルトヴィーンは、そんな少年を呆あきれ半分で見つめてから、


「最後のあれは……何をしたんだ？」


　と、訊きいた。


「何を？」


　きょとん、といつきが瞬まばたきした。


「覚えてないのか？」


「その、ええと……眼帯を外してるときのことは、ぼんやりとしか覚えてなくて……」


　何かを、オルトヴィーンに言ったのは覚えている。


　そう、鬼おにのとき──二ヶ月前、葛城の土地でそうしたように、霊脈レイラインの呪力をオルトヴィーンに流し込んだのだ。


　でも、それ以上の細かいところははっきりしなかった。


「……それならいい」


　男の子がそっぽを向く。


　その向こうでは、穂波とアディリシアが相変わらずの口げんかをしていた。いまはそこに黒羽とみかんも加わって、仲ちゆう裁さいやら何やらでけたたましい。


　いつもの、〈アストラル〉の日常。


　騒さわがしくて、目まぐるしくて、しかし光に溢あふれた──魔ま法ほう使いにはあるまじきセカイ。


「でも……これでやっと帰れるね」


　少し寂さびしく、いつきは言葉を吐はき出した。


　もとより、オルトヴィーンは事情があって〈アストラル〉にやってきた身だ。それが片づいた以上、〈ミーミル〉に戻もどるのが自然だろう。


　すると。


　少し間があってから、


「……何故なぜ、帰らなきゃいけない？」


　苛いら々いらした口調で、オルトヴィーンが問いかけたのだ。


「ふえ？」


「最初に言ったはずだ。〈アストラル〉に正式に入社したと。ツェツィーリエが現れたら報告するよう大たい兄けいに言われていたが、それ以上の制約は受けてない。……それに……お前が言ったんだろうが。お前が社長で、ボクが社員だって」


　最後の台詞は、かすかにくぐもった。


　耳当てに隠かくれてはいたが、その耳たぶが赤く上気していた。それだけ緊きん張ちようした上で、思い切って告げた言葉だったのだ。


「そ、それとも……お前、ボクが社員では不服か、この馬鹿（Dummkopf）」


「いや、そんなことは──！」


　いつきがあわてて両手を振る。


　ぱちぱちと瞬きしてから、頭を下げた。


「じゃ、じゃあ……今後ともよろしく」


「あ……ああ」


　オルトヴィーンも、ぎこちなくうなずいた。


　なんだかしゃちほこばった、お見合いみたいなムードが流れたところで、


「あの、いいですか」


　と、のんきに猫屋敷が口を挟はさんだ。


「先日の入札のことなんですが」


「はい？　えと……結局、あのあたりの呪じゆ力りよくをツェツィーリエさんが喰らっちゃったんで、取り消しになったんですよね。〈金翅院〉の人も、すごい重傷ばっかりだったけど、奇き跡せき的に死者は出なかったって……」


「ええ。ツェツィーリエに呪じゆ縛ばくされていた方々も、無事に呪力洗せん浄じようできたようですしね」


　猫屋敷が、神しん妙みような顔でうなずいた。


「でも問題は……〈金翅院〉からの請せい求きゆうが莫ばく大だいな額にのぼってることで……」


「え、ええ？」


「図書館については天災ということですまされたのですが……なにしろ、それだけの数の怪け我が人でしょう？　これでは結社としての霊れい地ち維い持じができないということで、〈アストラル〉にその分の霊地移い譲じようが申しん請せいされまして。その移譲費用が……オルトヴィーンさんが来られてからの報ほう酬しゆうのだいたい三倍ぐらい……」


「ちょ、ちょっと待ってください。それって、断るわけには……」


「いや、それが。向こうにもＡランクの結社としての面子メンツがあるということでして。もし断るのだったら、あの吸きゆう血けつ鬼き来らい襲しゆう自体は〈アストラル〉の不備によるものなんだから……ついては呪物フエテイシユや治ち療りよう費の請求が……ちょうど〈アストラル〉の年収ぐらい……」


　沈ちん痛つうな結論で、猫屋敷が手元の算そろ盤ばんを弾はじく。


　そして、





「え、えええええええーっ！」





　騒がしい仮か眠みん室に、一ひと際きわ悲ひ惨さんないつきの叫さけびが響ひびき渡わたったのであった。





　　　　＊





「……やれやれ」


　悲鳴をあげて、再びベッドにひっくり返ったいつきを、猫屋敷は困った風に見つめた。


　ついで、白虎の頭を撫なでながら、ちらりとオルトヴィーンを見やる。


　こちらからは、小さくうなずきがあった。


　猫屋敷の言おうとしたことは分かっていると、そういう意味のうなずき。


（……こういう日が、こういう風に来るとは思ってなかったですけどね）


　胸の内で、猫屋敷は思考する。


　今、さらりと述べた言葉は、額面以上の意味を持っている。


〈アストラル〉というＣＣＣトリプルＣランクの結社が、ほかの結社から霊地移譲を受けたということ。


〈ゲーティア〉や葛城家──さまざまな結社との関連を持ち、噂うわさされてきた〈アストラル〉が、ついに噂の段階にとどまらず、「実」の意味において利益を得たということ。


　もちろん、いつきの思おも惑わくはそこにはない。


　しかし、周りはそう考えないだろう。


　良い意味でも、悪い意味でも、今後〈アストラル〉へ接せつ触しよくするものは増えるはずだ。そういう流れが一度できれば、誰だれにも止めようがない。かつて隆りゆう盛せいを極きわめた先代の〈アストラル〉がそうだったように、あらゆることが一時に訪おとずれるだろう。


「…………」


　猫屋敷蓮は──たったひとり残った、先代からの〈アストラル〉社員は──細い目をさらに細めて、窓の外を見やる。


　のどかな春の景色は、しかし彼の瞳ひとみにはそう映らなかった。





　嵐あらしが、起きようとしていた。





　　　　＊





　そこは、布留部市を流れる川だった。


　夕暮れの赤い光が、水の流れにも映り込んでいる。


　時に、桜の花びらもその流れに漂ただよい、夕ゆう陽ひの真しん紅くに淡あわい色合いを添そえるのであった。


「……どうだ？」


　と、声が生まれた。


　ひどく掠かすれた、鉄と鉄とを擦こすり合わせたような声だった。


「あー、強かったよ、ホント。おかげでけちょんけちょん。せっかくあんたに、オルトヴィーンの居場所を教えてもらったのにね」


　川かわ縁べりに横たわったまま、ツェツィーリエは答える。


　指一本も動かしたくないという風に、べったりと河原かわらに寝ねそべっている。実のところ、彼女は昨夜から丸一日ずっとそうしていたのだった。


　そうしながら、ぼんやりと考えていた。


（あれは……〈竜りゆう〉じゃなかったか）


　最後の瞬しゆん間かん。


　伊庭いつきの隣となりに、佇たたずんでいた女の子の影かげ。


　間ま違ちがいなく人ではない──同時に単なる霊エーテル体でもない、圧あつ倒とう的な『力』を孕はらんだ化け物。


　おそらくは……〈竜〉の化身アヴアター。


　意思を持つ霊的現象である〈竜〉が、その身を顕けん現げんさせた幻げん像ぞう。


（だとしたら……あいつは……〈竜〉を使し役えきしたってことか……？）


　推測は、推測を呼ぶ。


　霊脈レイラインの直接操作。


　それは、７＝４アデプタス・イグゼンタプスの階位に匹ひつ敵てきする奇き跡せき。


　あのアディリシア・レン・メイザースですら及およばない──肉体を持つ人間としては、最上位の魔ま法ほう。


（伊庭いつきは……ただの妖精眼グラム・サイトじゃない……？）


　ツェツィーリエは舌なめずりする。


　それでも足りなくて、つうと涎よだれが垂れた。滂ぼう沱だとこぼれたそれは、顎あごから喉のど、喉から胸へと流れ落ちた。


「ああ……」


　と、熱いため息が夕ゆう闇やみに溶とけた。


「ああ、ああ。足りなかったんだなあ。わりと十分なつもりだったんだけど、あたしのなりたいような──最悪で、最低で、最さい凶きようで、どうしようもない化け物にはまだまだまだまだまだまだまだまだまだまだまだまだまだまだまだまだまだまだまだまだまだまだまだまだまだまだまだまだまだまだまだまだまだまだまだまだ足りなかったんだなあ」


　実に無む邪じや気きに、あどけない子供が夢を語るみたいに言う。


　それから、


「知ってるんだろ？　もっと強くなる方法」


　と、問いかけた。


「……ああ」


　と、答えがあった。


「だったら、一度なってみるのもいいか──最強の魔法使いってのに」


　そう笑った女吸きゆう血けつ鬼きの顔は、何ひとつためらいがなかった。そこだけを切り取れば、清純な乙おと女めとも映るのが、いっそおぞましかった。


「えーと、そういやなんて言ったっけ？　お前らの結社」


　頭上を仰あおいで、女が訊きく。


　そこに、二メートル近い身長の偉い丈じよう夫ふが立っていた。大樹のごとくそびえ、ざわざわと長い髪かみを垂らした男。


　いや。


　男か女かは定かではなかった。


　その人影の顔には、人の骨から形作ったごとき、不気味な仮面が貼はりついていたのだ。


　やがて、くつくつと人影は肩かたを揺ゆらし、女の質問に答えた。


「……〈螺旋なる蛇オピオン〉だ」


　と、錆さびた鉄の声が告げたのであった。






　あとがき







『レンタルマギカ　吸血鬼vsと魔法使い！』、ようやく皆みな様さまにお届けできます。


　今回、イラストレーターのpakoさんが目の病気をわずらってしまい、最初の予定から一ヶ月ほど遅おくれてしまいました。お待ちくださっていた読者の皆さんには申し訳ありません。鮮あざやかな表紙を見ても分かるように、pakoさんもすっかり回復したので、どうぞご安心くださいませ（ううう、本当に良かった！）。





　本編も、ちょうどここから二年生編、第二部に突とつ入にゆうすることになりました。


　題材は、吸きゆう血けつ鬼き。以前からずっと使ってみたかった──作者の思い入れからすればダントツの伝説です。ことホラーものの格でいえば、これほどの怪かい物ぶつはほかにいないでしょう。


　夜に潜ひそみ、人の血を吸って生きる、超ちよう常じようの不死者。


　彼方かなたの暗い森から来たる、青白い死人。


　では、そんな吸血鬼と魔ま法ほう使つかいが出会ったとき、どうなるか。


　今回は、そういう物語です。


　構成自体も、ちょっと変則的に、先に書いた雑誌用短編を長編の一、二章に組み込むというカタチを取らせてもらってます（このため、一、二章だけ初出があるのですね）。


　前から気になってたという方も、ここから入れるように書いてるつもりですので、どうぞお気軽に手にとってくださいませ。


　そして、さらに今回は重大発表が。





・『レンタルマギカ』、アニメ化！


　すでに雑誌などで告知されてますが、アニメ化が決定しましたー！


　声優は、福ふく山やま潤じゆんさんや植うえ田だ佳か奈なさんをはじめとした、ドラマＣＤから引き続きの豪ごう華かキャスト。監かん督とくの川かわ崎さき逸いつ朗ろうさんも、シリーズ構成の池いけ田だ眞ま美み子こさんも、皆凄すごい熱意で頑がん張ばってくれてます。僕自身、時々脚本会議にくわわってはその熱にあてられてる最さい中ちゆうです。


　秋から放送の予定ですので、どうぞ皆様、楽しみにしてくださいませ。





・漫画版『レンタルマギカ』、発売！


　以前にもお話をさせていただいた成なり宮みやアキホさんの漫まん画が版が、この五月、ついに単行本であすかコミックスから発売されました。連れん載さいでも読ませていただいていたのですが、単行本になるとまた味わい深いのですよ！





　これらの情報は、最近開設された『レンタルマギカ』公式サイトでもチェックできますので、どうぞ覗のぞいてみてくださいませ。


　アドレスはこちらです→http://www.kadokawa.co.jp/sneaker/magica/





　最後になりましたが、他メディアも考証してくださった三輪清宗さん、退院すぐからパワフルな絵を届けてくれたpakoさん、担当の難波江さんに感謝を捧ささげます。


　本編の方もアニメや漫画に負けないよう、ますます面おも白しろくしていくつもりですので、どうぞ応おう援えんくださいませ。


　では、今度は、秋予定の新刊でお会いしましょう。





　　二○○七年六月




種たね村むら季すえ弘ひろの『吸血鬼幻想』を読みながら　　





レンタルマギカ


吸きゆう血けつ鬼きVSと魔ま法ほう使つかい！





三さん田だ　誠まこと
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